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はじめに

本年 8月末に、我国で初めて国際草地学会議が開催されました

が、とれを契機に去る 9月上旬、北海道草地研究会創立20周年記

念事業を実施しました。 9月 6日には北海道大学クラーク会館に

おいて、式典に続いて記念講演会が行なわれ、山地 進 東海大

学教授、 HODGESON博士およびWEDIN博士より国際的視野か

ら北海道畜産のあり方を展望していただいたわけですが、それぞれ

大変含蓄のある内容で、北海道の畜産情勢が内外共に極めて厳し

い昨今を思うとき、大いに有意義であったと考えます。

本記念号には上記の講演内容の全部と記念事業の一貫として行

なわれたファーマーズフォーラムの概要、国際草地学会議の概要

等も同時に収録しました。本誌に掲載された報文は 500編を越え、

また新しい会員も増えましたので、これを機に著書及び項目の索

引を掲載し、会報の利用に便宜をはかる乙とにしました。今後の

北海道の草地畜産の発展に多少なりとも枠益すると乙ろがあれば

幸せです。

おわりに、との記念事業を進めるに当り、関係の組織・団体、

並びに会員の皆様から寄せられた、物心両面にわたる絶大な御協

力と御支援に対して ;心より感謝申し上げますと共に、本誌の発

刊にあたり編集に携わった方々に厚く感謝の意を表します。

昭和60年 10月

新田一彦
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北海道草地研究会創立20周年を迎えて

北海道草地研究会 会長 新田一彦

昭和 41年に北海道草地研究会が発足いたしました頃は、農業基本法に基づく畜産の選択的拡大の方

策が、ょうやく本格化いたしまして、存知の公共草地事業をはじめとする各種の草地開発事業が、全国

的に着手されました。特に、我国における草地のメッカである北海道では大々的に進められ、との 20

年聞に約 24万haの草地が開発されました口酪農も大いに進展いたしまして、当時にくらべますと一戸

当り乳用牛頭数にして約 6倍、経営面積にして約 4倍に達しました。すでに EC諸国と肩を並べる有史

以来の発展をみたわけであります。とれにもとより農家の皆様の弛まぬ努力と、それから価格とか制度

面における行政のパックアップ等々にあずかったことは当然でありますが、私共、北海道草地研究会に

おきましでも、発足以来研究者はもとより行政の方、普及の方々が一体となって、酪農興進あるいは肉

牛経営の改善にむけて日夜研慨をかさねてまいりました。北海道における今日の草地畜産の発展に、い

ささかなりとも貢献したいものと考えます。

北海道は我国における食糧基地として、とれからますます、その重要度を高めてまいるわけですが、

現在の畜産をめぐる内外の情勢は大変厳しさを増しております。経営の前途は逆踏を許さない状況にな

っております。かつての経営規模の外延的拡大というようなととは、いまや望むべくもありません。と

れからは飼料の自給率の向上を基軸として、経営コストの低減が、何といっても至上命題になっている

と思います。目を世界lζ転じますと西暦2000年には、世界の人口は 60億を越え、さらにその後の静

止人口は 100億を越え、また生産も 2倍にならなければならないと言われております。その食糧不足

対策というのは当然ながら世界の関心の的になっておりますが、権威筋の情報によりますと、その対処

の仕方としては、耕地の増大とか漁業の振興もさることながら、何といっても畜産の振興、換言しますと

家畜飼料生産技術の向上にあるといわれております。とのように考えてまいりますと、北海道の食糧基

地としての意義は誠に大きいわけでありまして、特に動物蛋白質の供給源として、我国では非常に重要な

位置を占めるととになると思います。したがって北海道草地研究会におきましでも、その任務は非常に

大きくなっていくものと思われます。

とれからは、との 20周年を契機といたしまして、牧草の単位面積当り収量の増大はもとより経営の

内面的充実にむけて、言わば古くて新しい課題に取り組んで行かなければならないと考えております。

皆様方の変わらぬ御協力、御支援の程、切にお願い申し上げる次第です。終わりにのぞみまして、 ζの

記念事業を実施するに当り、格別の御支援を賜わりました協賛会の各位、ならびに御賛同くださいまし

た関係団体、業者の方々に心から御礼を申し上げます。それから、記念事業の計画から実施に至る問、

色々な面で多くの方々にひとかたならぬ御世話になりました。心から感謝申し上げまして、御挨拶lと代

えさせて頂きます。
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北海道草地研究会創立20周年を祝う

日本草地学会 会長 大泉 久

本日ととに北海道草地研究会創立 20周年記念行事が挙行されるととを心からお祝い申し上げます。

日本草地学会は先般、京都に世界の代表を集め、第 15回国際草地学会議を開催し成功裡に終了させる

ことができました。とれもひとえに、北海道の皆様の力強い支援があったからであり、感謝のほかあり

ません。厚く御礼申し上げます。

日本の草地研究の歴史は未だそれほど深くはありませんが、との会議を通じて日本の草地研究が今日

と未来の学問および技術の問題を話し会えるレベノレにまで達していることが明らかとなりました口とれ

は日本の草地研究にとっては勿論のこと、世界の草地研究にとっても重要な発展だと考えます。

日本の草地研院の母体は、何といっても北海道ですロ本日のとの行事が行なわれること自体がそのし

るしです。

草地は遊牧民の自然な土地利用から発足して、穀物給与のフィードロッ卜に至る、広大な範囲の中で

展開されてきた畜産物生産方式の基盤です。そして今日、地球の食糧生産の現状を見れば明らかな通り、

緑の生態系の拡大再生産を計らなければなりません。草地は土地生産力の高さでは、直接生産の耕地に

は劣りますが、畜産物の需要が伸びつづける方向を見ますと、その土台となる飼料生産が、耕地と草地

を結び、つけ、組み合わさって利用される姿を思わないわけにはまいりません。とのような典型的な局面

を北海道が狙ってゆくのではないでしょうか。

北海道においては、土地利用型の草地基盤をもっ畜産が栄え、基本的な草地研究が行なわれてきまし

た。そのととによって日本の畜産は世界の仲間入りができたのだと思いますし、日本の草地学界が国際

会議を招くとともできたのだと思います。とのように考えますと、北海道は草地研究の要です。つまり

モンスーン地帯にある日本列島の独自の草生産を基にした、独自の飼料生産と広大な世界の草地農業、

その生産性向上をつなぐかけ橋であります。

草地研究は北海道の殻を出て日本へ広がり、そして世界をひとつに見る視点で展開されなければなら

ない学問です。北海道における草地研究の、更に一層の発展を願ってやみません。

20年の歴史という貴重な財産の上に、御列席の皆様がたの益々の活躍を祈念いたします。

北海道知事 横路孝弘

北海道草地研究会の創立 20周年を、心からお祝い申し上げます。

本研究会は昭和 41年に設立されて以来、草地の開発方式や管理利用技術の確立、普及指導を通じて、

本道の酪農・畜産の発展に大きく貢献されましたととは、本日表彰された方々をはじめ、皆様方の御努

力の賜物であり、心から敬意を表します。

本道の酪農・畜産は、今日乳肉用牛を合わせて 100万頭を越えました。酪農では、飼養規模におい

てEC諸国の平均水準を上まわり、我国最大の生乳生産地帯として揺ぎない地位を占めております。し
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かし、近年においては計画生産の実施や生産者価格の低迷、さらには諸外国の市場開放要求など、酪農

・畜産をとりまく情勢は、誠に厳しいものがあります。幸い北海道は恵まれた土地資源があり、草地の

利用を高めた、強い体質の経営を作り上げるととが重要な課題であります。

道としても、草地開発整備をはじめとする振興施策を積極的に進めておりますが、さらに良質・低コ

ス卜の飼料を生産するととに努力して行かなければならないと考えております。

本日の創立 20周年を契機として、本研究会がますます充実発展されますととと併せて、御列席の皆

様の御健勝を祈念して、お祝いの言葉といたします。

日本畜産学会北海道支部長 安井 勉

日本畜産学会北海道支部会を代表しまして北海道草地研究会創立 20周年のお祝のことばを述べます。

私共が学生の時代も、畜産を専攻する学生は少なくありませんでした。その人達の中で牧草や餌に対

して真剣に取り組もうとした時、どういう風に進めたらよいかは、道は非常に狭く厳しいものがあった

訳で、或る者は畜産学会ではなくて作物学会に入会した方がよいのではないか、あるいは理学部の植物

学教室で牧草の種の研究をした方がよいのではなし、かと深刻に悩む者もいた訳であります。私がグラス

ランドファーミングという言葉を聞いたのは戦後でして、アメリカのカリキュラムの中にそういうもの

が立派に存在し、そして国際的に通用するし、いろいろなととろで必要とされ、畜産学・作物学・土壌

学を体系化して一つの実学と結び、ついた立派な学問体系になっていることが分かりました。先輩の方々

の御努力によりまして、非常に学際的な、しかも官民学が合同したアイデア提出の場として、との草地

研究会がスター卜し、しかも畜産・獣医の研究史 100年の中で、もう 20年という時間経過を経て、

立派に本道に定着したととを心よりお喜び申し上げたいと思います。

北海道という非常に広大な土地を背景にもっているというととで草地研究会が実際の面、すなわち農

業の面において果たした役割は非常に大きいものがあったと思います。私達畜産学会道支部会を上廻る

ような会員数と、それから学問的なアクティピティを隆隆とお築きとお伺いし、大変喜んでいる次第で

ありますけれども、非常にダイナミックな研究会のとのダイナミズムという初心をお忘れなく、今後共

発展されますよう祈念して、お祝のととぼと致します。

北海道草地研究会創立20周年記念事業協賛会

会長 横田長光

ととに北海道草地研究会創立 20周年記念式典が挙行されるととを、心からお祝い申し上げます口

貴研究会におかれましては、創立以来 20年の長きに亘って北海道における草地畜産の振興に寄与す

るため、草地の開発及び利用等に関する学術的研究、さらにはその実践・普及などについて多大な貢献

をされましたととに対し 喪心より敬意を表する次第でございますD

ど承知の通り、本道の酪農はその経営規模などの面において、概ねEC諸国に匹敵するまで発展を遂

げました。とれは恵まれた土地基盤を背景とし、行政施策と農業者の弛まざる努力によるものであること
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は論を待ちませんが、その陰iζ貴研究会の研究成果と、本日表彰の栄に浴された方々の多年に亘るご苦

労があったことを忘れてはならないと考え、関係者を代表し、改めて受賞された方々及び貴研究会各位

に対し心からお礼を申し上げる次第でどざいます口

申し上げるまでもなく、本道は我国における動物蛋白食糧源の生産基地として重要な役割を担ってお

ります。しかしながら、その生産に当たる酪農・畜産情勢は、貿易の自由化など、内外共に一段と厳し

さを増しており、 ζれを乗り越え長期的且つ安定的にその役割を果たすためには、飼料基盤の整備等に

よる低コスト経営を確立するととが従来以上に重要な課題となって参りました。しかし、従来のような

開発造成による外延的拡大は次第に困難な情勢にあり、今後は単位収量の増大、質の向上等、所謂内面

的拡大への転換がより強く要求されるところでどざいます。先端技術の導入など、新しい時代を迎えて

はおりますが、大自然の原点に立った基本的技術を忘れてはならないと考え、今後とも貴研究会におけ

る基本と先端との両両相まった研究の推進と、その成果を心から期待して止まない次第でございます。

終わりに臨み、 20周年記念事業にど賛同を賜りました関係各位のど理解とど好意に対し深く感謝の

意を表しますと共に、貴研究会の益々のど発展を祈念いたし、粗辞でございますが、お礼とお祝いのご

挨拶にかえさせて載きます口
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北海道草地研究会 20年の歩み

帯広畜産大学教授 吉田則人

本研究会の設立目的は 畜産の基盤である草地に関する学術の進歩をはかり、併せて北海道における

農業・畜産の振興、発展に寄与するととでありまして、昭和 44年 11月 10日、北海道農業試験場に

おいて第 1回の設立総会並びに研究発表会を開催し、今日まで 19固に及ぶ発表会あるいは検討・討論

会を重ねて参りましたロ

現在、会員数は名誉会員 6名、正会員 505名、賛助会員 35団体で構成されており、会員の所属は研

究機関、行政機関、農業団体、関連業界並びに畜産農家と多様なものがあります。

本研究会は 20年を経過しましたが、との間における北海道の土地利用型畜産の動行をみるとき、乳

用牛頭数は 40年当初の 32万頭から 80万頭と 2.5倍、肉用牛頭数は 1万 4千頭から 24万頭 17倍

に飛躍的に増加しており、とれらの家畜の基礎飼料を生産する草地並びに飼料作物畑は 25万haから現

在では 61万haと 2.4倍に拡大されてきております。

との様な北海道畜産の発展を背景にする本研究会の活動状況の詳細は、年 1回刊行される会報に記載

されておりますが、今日、とれを再読する時、その発展過程は昭和 40年代と 50年以降とに大きく 2

期に分けることができると思います。

勿論、全般的には年 1回の研究発表会における一般講演の研究報告が基本でありまして、今日まで会

報に収録された貴重な報告は 554編を数えるに至り、しかも年々、増々充実したものになっておりま

す。

との一般講演の外に、昭和 40年代においては、その時期での先端をうかがう特別講演を 10編、ま

た、その時点までの研究経過を整理した抄録を 15編お願い致しております。

さらに、草地畜産・大規模経営が展開している主要地帯を舞台忙して現地研修会を行ない、各地域の

草地農業の実態と問題点を会員各位lζ把握・理解を頂くというととで、天北・根釧・道南・日高・十勝

地域において実施したのであります口との参加人員は延 500名以上にも達しておりますD

そして、昭和 50年代におきましては、草地農業に関連する諸問題を、体系的・優先性そして農家か

らの要求度などの観点から課題を整理し、専門領域を異にする研究者あるいは実務者を含めたシンポジ

ウムを開催するととに研究会運営の力点をおくととにしたのであります。その課題をあげてみますと、

飼料需給の限界・その可能性

自給飼料の生産性推移と問題点

環境条件からみた草地・飼料作物の生産性

粗飼料の品質と飼料価値

草地更新

粗飼料の低コスト生産・利用

アノレファノレファの栽培・利用

草地主体の肉用牛飼養
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牧草の生産性向上と育種の役割'

飼料用トウモロコシ栽培・利用

以上 10課題で、何れも土地利用型畜産を展開するための最重要課題:であります。との参加人員は延

1，800名以上に達しておりますD

また、昭和 53年に日本草地学会大会が北海道で開催されましたが、とれを機会に基金を得まして、

北海道の草地並びに飼料作物に関する試験研究および普及に顕著な業績をあげた研究者・指導機関に対

し、北海道草地研究会費を贈り表彰するととといたしました口とれによって、現在まで 4名の研究者と

3指導団体が受賞されております。

北海道草地研究会においては、以上申し述べましたような事業ならびに運営を行なって今日、 20年

を経緯して参りましたが、本研究会は北海道における体系化した土地利用型畜産の確立を目標として、

その基盤である草地並びに飼料作物の高位生産、そして低コス卜飼料生産給与に向けての技術的開発の

ため、会員各位それぞれの立場において努力している処であります。
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功労者表彰

創立 20周年記念において、多年に亘り本会

の発展lζ多大な貢献をされた 8名の方々が表彰

されました。

功労者の略歴

(五十音順〉

故遠藤清司氏 元北海道草地研究

会評議員

(北海道首席専門

技術員、北海道畜産

産会常勤畜産コンサ

jレタン卜、酪農総合研究所第 1研究部長〉

大原久友氏 元北海道草地研究会会長、現名誉会員

(帯広畜産大学学長、酪農総合研究所所長、帯広畜産大学名誉教授)

高野定郎氏 元北海道草地研究会評議員

(北海道主任専門技術員、北海道畜産会常勤畜産コンサノレタン卜、

帯広畜産大学非常勤講師〉

広瀬可恒氏 元北海道草地研究会会長、元副会長、現名誉会員

(北海道大学名誉教授、北海道家畜改良事業団顧問)

星野達三氏 元北海道草地研究会副会長、現顧問、現名誉会員

(北海道農業試験場草地開発第一部長、北陸農業試験場場長、北海道農業

専門学校長、北農会会長〉

一浦梧楼氏 現北海道草地研究会監事

(北海道農事試験場、雪印種百(欄上野幌研究農場長、問中央研究農場長、

同常務取締役)

一股正年氏 元北海道草地研究会副会長、現顧問、現名誉会員

(北海道立滝川畜産試験場場長、草地試験場草地部長、北海道農業試験場

草地開発第一部長、酪農学園大学教授)

村上 馨氏 元北海道草地研究会副会長、現顧問、現名誉会員

(北海道農業試験場牧草第 1研究室長、帯広畜産大学教授、三井東圧化学

(捕技術顧問〉
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わが国の食糧問題と草地畜産への期待

1. 農業問題と食糧問題

山地. 進氏

(東海大学教授・前日本経済新聞論説委員〉

講師紹介

昭和 28年に日本経済新聞社に入社し、長い間農

林関係を担当され、昭和 44年から同社の論説委員、

59年に同社を退職され、東海大学此経学部の教授

になられ現在lζ至っている。

農政ジャーナリストの会の会長も務めておられる。

「再出発する日本の農業J1"世界の中の日本農業」

「世界の食量J 1"日本の食量」など、世界的視野に

立った多数の著書があるロ

農業問題とか食糧問題というのは、一体何なのかというととがよく言われます。アメリカのシュノレ

ツが、農業問題というのは農産物が過剰なときに起き、不足のときには食糧問題が起とると言ってい

ます。確かにそうではあるけれど、とれはあまりアメリ力的な表現ではなかろうかと思います口とれ

を日本にあてはめてみますと、過剰と不足が共存している状態ではないかと考えられます。すなわち、

米は大変な過剰で水田の転作面積は現在 22--23婦に及んでいますD 他方、輸入の方は約 3千数百万

トンの穀物消費量の中、 2千 5--6百万トンという莫大な量となっています。過剰の中には最近では

生糸があり、牛乳も基本的にはそういう状態でして過剰と不足が共存しています。食糧農業問題とい

う言い方もしばしばされるようになっていますが、とれは単lζ過剰と不足の共存というととだけを意

味するのではなく、同じ経済問題の中でも複雑な問題になっているというととを一番基本的なととろ

で意味しているのではないかと考えます。

我国の食糧自給率は総合自給率(金額を尺度にした自給率)で示すと 70婦というととで、大変高

い数字になっており、約 10年位前までとの総合自給率が多くの場面で使われていましたが、米の単

位重量当りの価格が非常に高いために過大評価されており、実態を正しく表示していません。とれに

変わって最近は、穀物自給率が使用されるようになり、農業基本法が制定されて日本農業を近代化し

ようという動きが政策的に始まった昭和 35年には 82婦、現在は 33婦に低下しています口大豆に

ついては僅か 5婦です。とれ以外の表示法としてよく使われるのが、オリジナノレカロリーを使った自

給率です。とれによると 53婦となり、日本人の身体の半分は外国からきたカロリーで養われている

ととになります。外国の人K説明する場合に分かりやすいということもあり、だんだんカロリー自給

率が使われるようになってきました。(図 1) 
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司。

35年度 40 45 50 56 
(概算)

図 1 食料自給率の推移

(資料) 農林水産省「食料需給表」

(注) 総合自給率及び穀物自給率は、米の需給均衡を前提

としたものであるD

2. 国民の自給度認識と食糧観

昭和 48年に大豆の輸出禁止という政策がアメリカでとられた後、ソ連が不作になり、昭和 50年

に大量の買い付けがありました。との時期、食糧危機という言葉が盛んに使われました。財界などか

ら、そういう言葉を用いることに対する批判はありましたが、私は最初から食糧危機という言葉を使

いました。なぜかと申しますと、日本人のそれまでの食糧観は外国における小麦は余剰農産物である

という認識であり、現実に戦後はアメリカから送られるさまざまなものを消費してきました。米の減

反政策は昭和 45年から実質的に始まっており、内側では米の過剰、外では小麦の過剰、内も外も過

剰であると多くの人が考えていたと思うのです。昭和 48年、ニクソン大統領の大豆輸出禁止以来、

4 9年はアメリカが戦後はじめてといっていい大凶作、 5 0年はソ連がやはり凶作と続き、食糧需給

の状況が国際的に大きく変わりました。あの渦中におりますと、それまでの経過からみて食糧危機と

いう言葉を使わざるを得なかったのです。その後の需要の緩和という事から思い返せば、ジャーナリ

ストとしても「いささか誇大であったかな」という反省が全くないわけでもありません。しかし、そ

れまでの国民意識という点から言えば、そんなに間違ってはいなかったのだろうと考えています。自

分達の食糧が、内外からどのように供給されているか、あの時、国民の多くが本当に自覚したのでは

ないかと思います口

いわゆるニクソンの輸出禁止があった年、私は東京江戸川区消費者センターで話しをしでいて、集
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まった主婦の方々に現在の食糧自給率はどれ位と思うかと質閉じました。 50 婦と思う方がほんの少

し、%の主婦が 3 0婦と答えました。これまで政治家もテレビもマスコミも自給率は先ほどの総合

自給率で表わしており、大部分の方が 70 婦と答えるであろうとし)う予想に反して、意外な結果とな

りました。学生lζ問いかけても、やはり同じ答えが返ってきました。世間で言われている数字と現実

の食卓での感じの聞には、相当ギャ，ップがあると国民は感じていると思います口とれは統計的にも裏

づけられており、総理府が行なっている世論調査でも食糧農業問題についての調査が 2年毎に実施さ

れています口最初は昭和 51年頃だったと思います。ちの国民が多少高くついても自給率を上げる

べきであるという考えをもっているとと、日本は実力以上の食生活をしているという意識があること

が世論調査の結果や最近の貿易自由化問題に対する反応に現れています。(表 1) 

表 1 食料自給率の国際比較
(単位:循〉

日 本 西ドイツ イギリス フランス スイス アメリカ

穀 物 33 90 77 1 70 39 1 62 

食用穀物 69 1 06 74 1 97 53 218 

飼料 穀物 2 81 79 1 52 29 1 52 

玉Z 類 7 1 7 81 69 1 8 142 

野 菜 97 33 79 93 46 99 

果 実 76 41 23 72 62 95 

牛乳・乳製品 84 1 0 6 83 1 1 0 1 1 0 93 

肉 類 80 86 7 1 92 89 97 

(鯨肉を除く)

卵 類 98 77 100 97 56 1 0 2 

(資料) 農林水産省「食料需給表」、 OECD"Food Consumption S tatistics " 

(注) 1 )日本の穀物、食用穀物自給率は、米の需給均衡を前提とした場合である。

2 )日本は 1981 年度値であり、その他の国は 1978年値である。

自由化問題について外国の人が一番理解できないのは、何故、消費者団体が自由化(特に牛肉やオ

レンジ〉に反対するのかという事で、いくら説明しでもとれだけは異質に考えるようです。

安全に関しては、国民の聞に 2つの考え方があるようです。ひとつは添加物などに関する意味での

安全性、もう一つは食糧の安全供給ということで、このととが消費者の考え方の底流にあるため、先

程のような意識になるのだと思います。

9月からは輸入制限のある 22品目の中、アメリカが関心のある 13品目について交渉が行なわれ

ますし、さらに来年か再来年には牛肉とオレンジの問題についての交渉がもたれることになっており、

日本農業の将来を左右する大交渉になると思われます。

3. r米だけは別』の合意形成
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中曽根首相の食糧観を国会の答弁の中から読み取ると、 「農業は生命産業」つまり、食糧を養い生

命を育てる産業と認識しているようで、農業を軽視するととはないと想像されます。また財界でも農

業論が活発になってきていますが、底流には「米だけは別」という考え方があり、とのような方向に

合意形成していとうとしているように思われます。財界の考え方は、米は残すけれども他の物はなる

べく自由化という傾向が強く、農業団体や農林水産省の考えは、 「米だけは別」であるという考え方

を突破口にして、他の物もなんとか最低限守っていきたいという考えだと思います。しかし、現在の

アメリカとの貿易状況その他から考えまして、もう少し整理するものは整理してはどうかという意見

も農業団体の中にないわけではありません。今はともかく表向きでやって行かざるを得ないというの

が現状です。日本のような複合経営でいろいろなものを作って成り立っている農業の場合、 「米だけ

は別」というととでいきますと、究極的には北海道を除いた山村は崩壊するでしょう。

農業基本法以来、内地と北海道とでの最も大きな違いは、農家戸数の滅り方です。北海道では御承

知のように 1960年から 80年頃までの聞に、農家戸数が半分に滅り、平均規模が倍になっています。

かなり大きな構造改革をやったわけですけれども、内地の場合はそれを兼業に求め、 70 婦が第 2種

兼業という状況の中で農村が、あるいは村の形態が維持されています。もう一つ支えとなったのは、

「封切1ダメなら別のものを作る」、特にそれはタバコであり野菜であったと思います。野菜は、これ

からも何とか生きのびると思いますが、タバコはどんどん減っています。今年からタバコの輸入が自

由化されましたが、 5 9年度の国産品の伸び率が 0婦なのに対して、輸入品は 15婦と伸び、現在、

輸入品のシェアは 2婦ですが、まもなく 10 婦までいくものと思われます。かつて 10数万戸のタバ

コ栽培農家が村を支えていましたが、おそらく来年の作付け時には 6万 5千か、せいぜい 7万戸とな

り、今後もさらに減少するものと思われます。養蚕もマユ 10万 tという時代が続き、さすがに米と

同様に技術を蓄積した部門だと感心しておりましたが、 10万 tを割り出しますとシステムが壊れて

しまい、今年来年はせいぜい 5万 tと予想されます。との場合は需要が止まってしまい、どうにもな

りません。

都市化問題をできるだけ解決するには、通勤兼業で米以外にも多少の収入があるという方向へもっ

て行かないと、日本の莫大な純山村は崩壊してしまうでしょう D

4. 牛肉問題

今後の焦点はやはり牛肉だと思います。オレンジの方は、アメリカ側にもそれ程強い要求は見られ

ませんし、ある程度制限があったほうが価格を維持するととができるというとともあります。牛肉問

題は日本の米作の将来や、その他の作物とからんで、重要な位置を占めるようになると思います。

図 2、図 3!ζ示した通り、日本は農産物を輸入するという点では世界最大で、その多くをアメリカ

に依存しています。農産物全体では 42婦ですが、 トウモロコシ、大豆に至っては 89 --9 5婦のシ

ェアをもっています。アメリカの農産物輸出における日本のシェアは、昭和 35年頃から 14 --1 5 

婦となっています。アメリカとの間では、日本の輸出超過が問題になっていますが、アメリカ側も日

本の農業事情を、もう少し考慮すべきだと思います。
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(純輸入額) (純輸出額)

億ドlレ 200 100 。 。 100 200億ドル

167 日本 アメリカ 233 

149 ソ連 76 

135 西ドイツ

82 イタリア アルゼンチン

イギリス

図 2 主要国の農産物の純輸出入額(1979----81年平均)

(資料) FAO I Trade YearbookJ . 

純輸入(出)額=輸入(出)額一輸出(入)額
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とうもろこし 大豆 小麦

図 3 日本の農産物輸入に占めるアメリカのνェア

(資料) 大蔵省「日本貿易統計」
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5. 食糧需要の展望

(1) 蛋白質生産における牛肉

日本の栄養摂取量は、供給ベースからみておよそ 2，500，....__2，60 0カロリーというととで飽和点に

きています。その中で需要の伸びている農産物というのは牛肉だといっても過言ではなく、とのよ

うな状況からみても牛肉問題の重要性が出てくるわけです。牛肉問題を考える上で重要なのは、や

はり蛋白質の摂取の問題で、日本の蛋白摂取の特徴をつかんで、おく必要があると思います。植物性

蛋白質と動物性蛋白質の摂取量が、日本では大体半々で、後者の比率が欧米に比べて低く、それだ

け穀物を余計に取っている訳です。とれがまた日本型食生活の特色をなしており、長寿の大きな原

因の一つにもなっていると思われますD その半分を占める動物性蛋白質摂取の中でもう一つ特徴的

な事は水産物が半分を占めているととです。このため日本は山を開拓しないで明治以来やってきた

のだと考えます。しかし、水産物にも陰りがでており、御承知のようにアメリカおよびソ連による

北洋漁獲高制限が毎年厳しくなってきています口そのため日本の漁獲高が急滅するかといえば、そ

のような事はなく、大体 200カイリ以内で伝統的lζ600万 tの収獲量(全体の 60婦〉を維持し

ている。しかし、主な魚はイワシで、北海道ではその大部分は畜産方面でエサとして使われ、さら

に輸出にまわされ、ヨーロッパの畜産に貢献していますが、中・高級魚という観点からみると、魚

の供給量はこれから落ちてくるものと思われます。おそらしそれを埋めるのは、やはり畜産では

ないかと考えます。しかし、植物性蛋白質の方も最近では大豆蛋白その他で攻勢をかけていますか

ら、その比率がどうなるかは分かりませんが、畜産が伸びるチャンスを迎えていると考えます。牛

肉の需要は数十万 t程ありますが、魚の割合から比べると、まだまだ小さく、日本の牛肉産業はど

のようにコストを下げて生産をし、動物性蛋白質の供給の中でどのような位置を占めるか、という

ようなことについて、財界あるいは農業以外の人々にも分るような展望を示す必要があると思いま

す。それが一つの契機となり、昭和 5 5年に出された 8 0年代の農政の基本方向の中で、牛肉価格

をEC並に、という将来目標が示されました。ととろが皮肉にも、 ECは翌年から農業政策を締め、

支持価格が下がるという状況です。では、何故その時EC並と言われたかというと、 ECと日本の

牛肉価格差は、日本が 2，....__3割高い程度で大きな開きはなく、しかも、日本は支持価格を押え、 E

Cは上げる傾向が何年も続いていたためです。牛肉を守れば農業の保護主義は軽減されるはずです。

中央の農政官僚あるいは財界の人々の焦点は牛肉に集まり、今すべてのととは牛肉を中心に回転し

ていると考えます。牛肉産業の未来像をどのようなものに作り上げて行くかは、技術者の方々に課

せられた大きな責務ではないかと思う次第です。

(2) 草地畜産への期待

3 5年lζ農林業基本問題調査会の答申が出され、水田酪農が非常に強調されたことがありました。

草を作るということが、当時、日本農業にとって初めての事であり、また同時に所得が増えて牛乳

の消費も増えてきていました。石川県で水田の中に如何に大きくイタリアンライグラスが根を張っ

ているかを見て、非常に驚きました。以来、牧草に関心を持ちましたが、さっぱり生産が伸びない

ようです。その後は濃厚飼料に支配され、その濃厚飼料も石油危機以降価格が高くなり、再び草が

注目されるようになりました。
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昭和 52...... 5 3年の日米交渉の後、牛肉の値段が上がらなくなり、対米関係が厳しくなる情況の

中で、コストヲ|き下げという問題に真剣に取り組むようになってきました。鹿児島の黒毛和種の子

取生産を中心にやっているソオ町でも、サイレージを作るようになったそうです口しかし、肉牛は

投資期間が長いですから、ついていけない農家も少なくありません口最近の相場をみますと、やは

り本来の姿はなく、黒毛和種の子牛で多少回復傾向が見られるものの、雌牛が特に安いようです。

このことは、繁殖に対する意欲の低下を示しており黒毛和種はどういう状況にあり、今後どのよう

になるのか、場合によっては衰退してゆくのではないかというととを危慎しています口一方山形村

で去年と今年の短角を見せてもらいましたが、ととでは子牛が 13万円位で、比較的安い訳ですが、

草地を利用し、まき牛方式の他lと出荷時期を調整するためには人工受精を取り入れて、安く子牛を

生産し、関西方面にまで出荷されています口日本とアメリカの牛肉のコスト差が大きなウエイ卜を

占めており、日本の牛肉産業がうまく発展するかどうかは、子牛を如何に安く生産するかというと

とだと思います。

酪農に頼ればいいではなし功3という声もありますが、牛乳の生産制限により去年から今年にかけ

ての伸び率は 3弼程で、今後も大幅な伸びはないようですロ今年は全国的に暑いのですが、その中

で売れるのは牛乳ではなくピーノレという訳です。期待した程、乳製品は暑さに対する反応力がなく、

また貿易規定を突破する形で入ってくる乳製品が非常に多い中、国産牛乳の伸びは 3婦までいけば

いいのではないかと感じます。そうなると牛肉の増産にも制限が加わることになります。需要の半

分は外国に譲っても、半分は国産でというととになると、需要の伸びから言っても、相当肉牛を増

やさなくてはなりません。一方、非常に大きく変化すると予想されるのは米です。所得が上っても

穀物からとるカロリーが多いのは日本型食生活の特色ですが、若い人たちの食生活の傾向から見ま

すと、さらに米の消費は減るものと思われ、現在 22...... 2 3婦の転作率が、やがては%になる可

能性もあります。約 300万haの水田のうち 100万haがあくことになります。それを麦でうめると

すると財政に負担がかかり、しかも麦芽は自由化されていますからピーノレの方でもあまり使えませ

ん。 10 0の比率で買ったものを 30の比率で市場へ出すわけですから、作れば作る程赤字が増える

ととになります口様々な問題から考えて、麦と大豆で全部をうめるととは非常に難ししそうなり

ますと、何とか草地やサイレージを作り、山村で子牛を生産するととが必要になると考えます。

北海道は酪農では全国の 3割を占めています。酪農の基盤をさらに増やしてゆく場合、草地がど

うしても重要な役割を果たすことになります。内地では水田が空くので、そとに牧草や飼料作物を

入れ、牛肉を増産するしかないと考えます。子牛や肉用素牛は北海道で生産し、内地へ移入する形

での牛肉生産というものに、もっと力を入れて展望を開いてほしいと思いますロ現在は対米交渉を

控えているせいもあり、農水省の中に今後どうするかといった積極的な意見はないようです。

1 0月には 3年振りに全国農協大会が聞かれます。前固まではエサ米構想など、大変大きな構想、

が紹介されましたが、今回は見られません。私に言わせれば、農水省も団体も自閉症にかかってお

り、誰もどこからも新しいものが生まれない、実際的な検討に価するものが全く出てとない、とい

った情況ですので北海道から財政はどうするといったととで一つ構想を示してほしいと思いますロ

とれは私の素人考えですけれど、日本は日本の牧草というものをもっと考える必要があると思い
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ますロ何とか日本型の牧草というものが育成できなし、かというととです。

6. 農村景観を維持する役割

農村景観を維持する上での草地の役割について、最近積極的に言われるようになりました。岩手県

庁生活改善課の中に、農村景観をどのように維持し、改良していくかを担当される専門技術員が今年

から置かれたそうです。それから、とれを政治レベルまで引き上げたのが滋賀県知事で、滋賀県風景

条例を出し、琵琶湖周辺で風景上問題のあるものに対して規制を加えるということをやっています。

中国の農業政策のことは少しずつ自に耳にしていましたが、とのたび、 7月 1日から 38日間訪中

した際、農村発展研究センターで確認したととは、小さな町をたくさん作ろうとしているというとと

です。具体的には、技術者を派遣し、工場を地方に分散させ、農村景観をできるだけ維持しながら農

村をつくる。日本のような兼業農家を育てるととについても検討しているようです口需要との関係、

またいろいろな立地における農村と都市の問題に取り組んでいるというととを、大変興味深く感じま

した。日本でも、農村や草地が如何に国民全体に貢献しているかというととを、やはり景観という側

面からも考えて行く必要があると思います。

非常にまとまらない話でしたけれども、最近、また記者時代lζ考えていたような事を申し上げた次

第です。

質 疑 応 ~ 
Eコ

松本〈北海道農試):今日の演題とは直接係わらなし1かも知れませんが、熱帯降雨林がどんどん失われ

てゆく過程で、草地畜産の需要は高まるだろうと云うお話でしたけれども、その辺のところをもう少し

詳しくお伺いしたいのですが。

山地教授:林業の重要性を強調したかった訳です口世界の木材消費量は 3 0億dと云われていますが、

先進国では 80 婦が用材として使われているのに対し、開発途上国では燃料に同じ割合が消費されてい

る口 21世紀には世界の人口が 80 億を越すと云われており、人口増加のほとんどを途上国が占める訳

だから、燃料としての木材の需要が高まると同時に、食糧生産のために林地がますます失われてゆくと

思われます。我国においても 35 -... 4 0年生の材木が 80 婚を占め、十分管理されないために幹径が細

く「線香山林」などと云われておりますが、とれも問題だと思っています。日本の森林を維推するため

にも畜産は重要な役割を果すと考えており、それが世界の木材の問題にも通ずるという意味で話した訳

です。

赤井(日高種畜牧場):山形村の話がありましたが、今日の成功の起爆力になったのは何だったんでし

ょうか。また現在でもエンジンが息切れせずに回っている原動力はなんとお考えでしょうか。

山地教授: 1 0 0戸、 500人足らずの村でして、村会議員も部落会の役員も皆交代制でやっており、戦

前から話し合で事を進める風潮があったようです口親子座談会で北海道を見てこようというととになり

北海道を見たことが大変刺戟になったようで、従来の短角 lζ加えて乳牛を導入しました。燃料革命で木

炭が下火になるとシイタケを栽培し始め、切れ目なく経営を持続したととも良かったのですが、なんと

いっても普段から話合い、皆で力を合わせてやってきたことに鍵があるのではなかろうかと思います。

(文責:編集員)
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草地利用技術にふミける最近の進歩

John Hodgs∞博士

(英国・傾斜地農業研究機構放牧生態部長〉

講師紹介

1 960年英国の Leeds大学農学部を卒業。 1960 

年から 1974年英国のHurleyにある草地研究所にお

いて前半は、草地家畜生態部で後半は、家畜生態部で

研究に従事された。との間 1963年.._.1968年にわた

ってリーズ大学の農学部で講議を担当され、大学教育

にも大きな足跡を残された。 1974年に現在の傾斜地

農業研究機構に移られ、家畜生産栄養部で数多くの研

究を積み重ねられ、 198 1年には同研究所の放牧生態

部の部長になられ今日に至っている。また 1983年か

ら1984年にはN.ZのPalmers tonの草地部lζ留学

研究をされた。先生は特lζ家畜と草地の相互関係、又は接点に関する諸問題lζ興味を持っておられ、今

回の IGCの全体会議において「温帯草地の管理における草地生産特性の意義」と題する講演をされ多

くの感銘を受けた。
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生育するか、それから動物によって

どのように採食されるか、またどの

ように枯死していくかといった構成

要素があり、さらに、とれらに関与

トよ~すっ「寸_--<:.一一___) + 
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図1. 放牧地における牧草と家畜の相互利用
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するものとして草生状態があり、とのような要素が相互に関連していることが問題を難しくしている。

しかし、研究の場面でも農家の場面でも、牧草生産を考えるときはとれらの関連を理解するととが非常

に大切である口草生状態
120 

には株密度、草の形態お

よび構造が含まれている。

ひとつの例としてペレニ

アjレグラスの形態を考え

ると、生きている葉は上

から 3枚だけで、 4番め

から下の葉は死につつあ

る葉である。ペレニアノレ

グラスの生育を考えると

きは、葉がどのような頻

度で出てくるか、葉のサ

イズがどうであるかをみ

なければならない。

草生状態と牧草生産の

聞には図 2のような関係

がある。草高および葉面

積指数の増加につれて牧

草の生育量と枯死量は共

に増加していくが、との

生育量と枯死量の差が純

生産量である。英国では種々の地形のとと

ろで牧草が栽培されているが、草高の関数
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図 2 母子羊連続放牧下におけるペレニア Jレライグラス/白クローパ主体草地の

牧草生育量、老化枯死量および純牧草生産量におよぽす草地の状態の影響

としてとったときに、純生産量というもの

が広い範囲にわたってほほ一定であるとい

うととは驚くべきととである。放牧強度を

上げると草高が低くなると共に分けつ 1本

当りの生産量が下るが、分けつ数がふえる

ために純生産量が一定に保たれているもの

と思われる。

草地の管理状況によって純生産量があま

り変らないもうひとつの理由は、図 3のよ

うに横軸に草の乾物現存量をとり、たて軸

に採食された量と生産量との比 (C.G 

(Bircham， 1981より)
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をとってみると、との比が現存量の増加にともなって急激に低下するととにある。草高の高ra t i 0 ) 

い草地は純生産量が大きいように思われがちなのであるが、このような草地は葉面積指数が大きくて光

合成が盛んである反面、老化し枯死していく部分も大きいのである。.

放牧の管理のしかたによっても純生産量はあまり変らない。我々の研究結果では輪換放牧と連続放牧

を比較しでも純生産量は同様であヲた。そとで放牧のシステムを考えるとき、農業者にはよく連続放牧

で十分であると言う ζ とにしている。

草生状態と子羊の増体量との関係を図 41C::示した。子羊 1頭当りの体重のふえ方は、草高 3cm位まで
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( B i rcham， 1981より)

4 
。

図 4

は急であるが、草高がそれ以上になると緩慢になる口また、 ha当りの増体量は草高 3~4cmで最大にな

るととがわかる口草生状態と放牧強度とを異にした場合の増体量は表 1のようになった口すなわち草高

3~4cmの草地l乙 2 0頭放牧した場合の増体量の総重は 550K~/haであるのに対し、草高が 6~8cmで

牧草生産量が大きい草地に 9頭放牧した場合は 310K砂1mとなったロとのような傾向は牛の放牧でも同

様であり(表 2)、草高 4~5cmの方が増体量が大きい口
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表 1 めん羊のための草地 表 2 牛のための草地

草 高 (cm) 草 高 (cm)

3 ......_ 4 6 ......_ 8 4 ......_ 5 8 ......_ 10 

現存量(OMKμ1a) 1 200 1 800 現存量 (O.Mlゆ/}1a) 1，500 2，500 

子羊の 1日増体量([}) 275 340 子牛の 1日増体量([}) 1.0 1.2 

雌羊の 1日増体量([}) 。 1 00 成牛の 1日増体量([}) 。 0.5 

合計増体量 ( K~/11a) 550 3 1 0 合計増体量 (Kル11a) 450 400 

放牧頭数(雌羊パ1a) 20 9 放牧頭数(成牛/ha) 5......_2.5 3.5......_2 

これらを農家に普及させるにあたっては、輪換放牧方法や放牧強度の問題が色々出てくるが、まず目

的:どんな肉生産をしたいかを明らかにし、最初にとるべき放牧強度を示し、それからどうマネージし

ていけばよいかを示せばよい。草地の草高を最適に保っていけば、羊の生産を最大限にひき出すことが

できる。管理方法を表 3に示したロ草の生産量は北海道に比べるとイ島、が、これは天候によるものであ

る。放牧強度は草量との関係で変動する。

表 3 傾斜地農業研究機構における草地ーめん羊のシステム

めん羊品 種 Greyface(B L X B lackface ) 

成雌体 重.60"""_ 7 0 K~ 

草 地:ペレニアノレライグラスの優占草地

N 施 肥 .120......_150Kル11a

乾物収量 8......_9 tパ1a

放牧頭数:雌羊 10 ......_ 1 5野11a

貯蔵飼料給与量:全養分要求量の 10......_ 1 5弼

草純 100
生

古書 80
同亘

ここ c" 6 0 
じ刊~ l¥.fl 

'-../ OM  
1α40  

-1 

標準的な牧草生産量

〉，-ー・‘
、、
‘ ‘ ‘ 、、、、、、、、、

研究所のあるスコッ卜ランド

中部低地の牧草生産の季節変化

を図 5，ζ示した。牧草の生育期

間は 4月から 11月までで、北

海道よりも長い。草高を示す線

は 9月頃が最大になっているが

とれは 10、 11月の生産量の

低い時期へまわすために必要で

あるロ早春は生産量が少ないの

で、多少の施肥をするととによ

って、それ以後の時期における

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

図 5 丘陵地帯における草生の状態
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牧草の生産を高めるようにすすめている。ついで春の盛りになると生産が高まってくるので、サイレー

ジ用に刈って目標草高の 3.5 ---4. 0 cmを保つようにする。夏になるとまた生産量は下ってくる。最も望

ましい草生状態を維持するために、生産量が多いときは貯蔵にまわし.生産が少ないときは施肥を行な

う必要がある。特l乙酪農の場合には貯蔵飼料を多く生産するととをすすめている。

めん羊を放牧する場合、放牧強度が同じなら草地に対する施肥量を大きく変えても、めん羊の増体量

はあまり変らないととが知られている(表 4)。また、その場合の貯蔵飼料の生産状況について調べた

のが表 5である口 20頭/haにNを 100K9'施用する場合および 12頭/halζ200K9'を施用する場合は

実際的ではないので、現在関心が持たれているのは 20頭/hal乙200f匂施肥する方法と 12頭/ha1ζ 

100 K9'施肥する方法の二通りである口

表 4 丘陵地帯における子羊の生産性(子羊/成雌 比:1.20 ) 

放牧頭数 成雌 20頭/ha 成雌 12頭/ha

一一一一一一札主盟主 200 1 0 0 200 100 

子羊の日増体量([}) 224 21 9 233 240 

子羊の離乳体重([}) 29.3 28.8 29.6 29.5 

ラム生産量 (K9'/ha) 705 688 420 429 

表 5 丘陵地帯における貯蔵飼料の生産

成雌 20頭/ha 成雌 12頭/ha

200 1 00 200 1 0 0 

採草地の面積割合(婦) 1 9 。 50 40 

冬期の飼料の充足率(領) 80 。 200 1 3 3 

成雌 1頭当りの肥料費 5.00 3.00 8.20 4.90 

粗収益

成雌 1頭当り 26.05 22.0 5 24.35 27.65 

ha当り 52 1 441 292 332 

家畜が草をどのように採食するかについて検討した

い。まず草の消化率が高い場合に採食量が多いととが

知られているD 春先の一次生長期の草であれ再生長期

の草であれ、との傾向ははっきりしている。放牧する

と家畜は常に若い葉を食べようとする。放牧牛の採食

表 6 放牧牛の 1日の採食行動
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採

の様子を調べたのが表 6である口 1口あたり採食量は

草生状態(草高、葉群層の密度と深さ)によって大きく左右される。しかし採食時間はそれほど影響を
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うけない。そとで採食量は草生状態によって大きく違ってくることになるので、草地の管理は注意深く

なされなければならない口

以上で本論を終るがなお二、三付言する。

今まではイネ科牧草を中心に話をしてきたが、研究所では窒素管理の観点からクローパについても研

究している。クローパの形態、生態、草地全体の生産量に対する貢献などに興味がもたれている。

近年、森林と放牧との共存lζ関心が持たれているが、とれがうまくいくものかどうかについては、北

海道の方々も興味をお持ちのととと思う。

スコットランドも北海道と同様大変きれいな所なので、ぜひ来訪されて私共と意見を交換していただ

きたい。

質 疑 応 ~ 
Eヨ

村山〈酪大):北海道で放牧する場合は、草高が低い場合でも 7.8 cmあるいは 10 CfTl;位である。今回

のお話のようなととろまで草高を下げると、

①イネ科草とマメ科草のバランスがくずれるo

e雄草が侵入する。

ととが、特に連続放牧の場合に心配されるが、との点いかがでしょうか。

ホジソン博士:スコッ卜ランドは一般的にペレニアルグラス主体の所で、分けつは盛んであるし葉の

生長回転も非常にはげしい。草高は草地の生産性において問題になるが、御質問のようなととは問題に

なっていない。北海道あるいは日本とスコッ卜ランドでは使っている草種が違うかもしれないし、環境

条件も違うかもしれない。また、管理によってマメ科草の割合をどうするかについては、色々の議論が

あって一定の答が出ていないと理解している。

単純化された方法をどとにでもあてはめようとすると誤解を生むことになる。どんな目的で、どのよ

うな状況下で、どういうととをさせたいと思って放牧を行なうのかを明らかにさせるととによって、放

牧圧やレベルが決ってくるものである。

手島(北海道農試) :放牧草地では、枯死していないが家畜には採食されない部分があって、それも

純生産量に含まれるととになる。北海道はスコッ卜ランドよりも季節生産性がシャープであり、特に連

続放牧をした場合には草地の採食性に非常に大きな変異が生じると思う口今日のお話では草地の家畜に

よる利用性についての説明が少なかったが、どのような考えを持っておられるでしょうか。

ホジソン博士:たしかに家畜は新しい葉を好んで食べるが、老化・枯死した部分も食べないことはな

い。スコッ卜ランドにおいて、ペレニアjレライグラスは新しい葉が 1週間に 1枚位ずつ出てきて、 3週

間たつと古い葉は死んでし、く。純生産量lζ応じた家畜を放牧することが原則であるD 連続放牧でも輪換

放牧でもこの原則は同様であるが、放牧方法によって純生産量がどのように違うかは難しし、問題である。

平山〈日高種畜牧場):牛を放牧するとフン尿による牧草の汚染があるが、草高が低いとその汚染がと

れないと思われる。そのへんの心配はないかD

ホジソン博士;汚染はたしかに問題になる。しかしフン尿がおちた時に、草高が低い方が高い場合よ

りも周囲をよごす割合が少ないとともあり、放牧地を維持・利用していくうえで結果的には変りがない

-21-



と思う口

杉山(北大):日本では採草用、放牧用というふうに草を分けているが、育種の観点からみた場合、

理想的な草型というものが管理方法によって異なるものかどうか口

ホジソン博士:それぞれ現想的な草型は違う可能性があるかとも思うが、放牧が多い少ないといった

条件(管理)が変っても適応性の広い草が望ましいと考える。

(文責:編集員〉
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世界の食糧事情からみた北海道農業への提言

W.F Wedin博士

(米国・アイオワ大学農学部教授〉

講師紹介

ウィスコンシン州の生れで 1953年にウィスコ

ンシン州立大学から博士号を取得。ウィスヨンシ

ン州立大学( 1953~1957 )、 ミネソタ大学の

USDA農業試験場(1957~1961 )に勤務さ

れ、 1961年からアイオワ州立大学の教授になら

れ今日に至っている。との間 1973年から 77年

にかけて世界食糧研究所の所長を歴任。研究は主

に米固または世界各国における粗飼料生産および

草地の管理と利用、それから反すう動物生産のた

めの草地あるいはリグニンセノレローズ結合物の役

割といった多彩な研究に従事され、 1 50編以上の論文を発表された。現在米国草地飼料協会の会長も

務めておられる。また先生は、ウィスコンシン州のマジソン市の米国酪農飼料研究センターの創立委員

であり、そとで出版した I2 1世紀の人類の需要のための畜産研究」と題する著書の中で飼料生産の章

を共同執筆された口英国のWi1 ton Park貸 (1974) を始め多くの賞や研究基金をうける口 1985 

年には、アイオワ科学アカデミー名誉会員に選ばれ地域の農業についても幅広い活躍をされている。北

海道の訪問は今回で 4度目になり、本道の草地農業に関しても深い造詣をもっておられる。

本講演においては先ず資源について説明し、その後、草地農業の果す役割、草地農業の発展の方向、

草地農業におけるアメリカと北海道の比較、草地農業の将来展望という順序で話したい。

草地農業と資源との関係

飼糧生産と関連して物理的資源と生物的資源がある。物理的資源には土地、水、空気、ミネラ jレ、エ

ネノレギーの 5つがある口また生物的資源には主要な生育環境要因として光、温度、水分、栄養分、生物

的遺伝資源、そして肥料のようなその他の投入エネノレギーがある。

食糧と資源の係り合いについては、土地、水および空気が植物 (Vegetation)に反映して直接わ

れわれの食料になる場合と、いったん動物を通して人間の食料となる場合がある。すなわち、植物によ

る1次生産物を直接穀物や野菜として利用する道と、いったん動物を通して 2次生産物として利用する

道がある。

一方、 1次生産物たとえばトウモロコシの収量を高めようとすると窒素などのエネノレギーの多投を要

するととになる。また 2次生産物としての動物を食料とする場合には、作物を生産して人聞が利用でき

ない残査を動物の飼とする場合と、飼料として穀実をたくさんつくって動物に与える場合の 2つの方向
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があり、後者は効率の点では良い方法とは云えない。

アメリカの土地利用状況(婦)表 1次に土地について話したい。アメリカの土地利

用について述べると、表 1~ζ示したように普通作
U.s.A 

立立
国 2 1 

全世界

1 1 物作通
物lζ利用される土地の割合は全世界では 11婦で

あるが、アメリカでは 21婦と高い。その他の草

地または森林などの割合は世界の平均とほ Y等し

27 23 牧草地・自然、草地

3 1 30 林

-h出
'
A
l
 

森

そ
く、アメリカは世界の 5婦の土地を有するだけで

2 1 

91 6 

36 

17.943 

の

合計面積(100万ha)
あるが、普通作物の栽培面積は世界の 13婦に達

しているのが特徴である白

ことで土地の利用に伴なう諸問題、すなわち土

草
地
開
発
可
能
地
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地
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100万h

地の劣悪化の原因についてふれたい。それにはエ

ロージョン、養分損失、土壌硬化、塩類蓄積およ

1.000 

び砂漠化がある。例えば土地の乱用による世界的
800 

な砂漠化の進行がある口

世界の土地利用に関して、耕作地面積と潜在的
600 

耕作化可能面積、および草地面積と潜在的草地化

可能面積があるが、図 1に示したように潜在的耕

400 
地化可能面積は北アメリカに比べると南米および

アフリカで大きく、日本はほとんどない。潜在的

200 草地化可能面積はオース卜ラリアおよびニュージ

ーランドで最も高く、ソ連にもかなりあるが、北

アメリカおよび南アメリカには少ない。なお、日

本の潜在的草地化可能面積はどくわずかだが存在
7
7
9
カ

南
ア

j
p
カ

北
7
j
p
カ

しており、現在の草地面積よりやや大きくなろう。
世界各地の土地利用面積と開発可能面積図 1

次に気候に関して西暦 2000年の世界の状況に

ついての研究報告を紹介すると、第 1番目は空気の質の問題で、 802、N02および CO濃度は多くの

場合WHO(世界保健機構)の安全基準を越えるとされている。第 2番目は酸性雨の問題で、ヨーロッ

パ、スカンジナピア、アメリカでは PH 5.7，..._， 4. 5以下の雨が降るとともある口北海道ではいまのとと

ろとの問題はないようである。もう 1つの問題は大気中のC02濃度で、過去 l世紀の間lと 15婦高くな

っているo とれは産業革命以前のレベノレより実に%の上昇である。最後の問題は、オゾン層の破壊に

よる紫外線の地上への透過量の増加であり、とれは温室効果と云われる。とれらの問題は草地管理とか

かわってくるものである。

次に植物と動物の遺伝的資源に関する西暦2000年の世界の状況について説明する口現在、地球上に

は 1000万の種が認められるが、 2000年までにその 15，..._， 2 0 婦が失なわれるとされている D その要

2 )エコシステムにおける水質の悪化、 3)食糧および飼料としての穀

実作物の遺伝資源の広がりの 3つがあげられる。
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資源についての問題点は以上であるが、

とれらは将来の食糧と草地について考える

とき、考慮しなくてはならない問題である。

食糧と動物生産のための草地の貢献

まず、世界の平均値として見た場合の人

聞のカロリー源は、 Thompson(1977 ) 

によると穀実作物から 55婦、豆類から

1 :It7s 9ヵ
2 中央アj リカ

3 南アメリカ

4 西ヨーロッバ

5 mヨーロフパ

6 :Jピエト

7 中l 国

8 北ア79カ及び中近東

9 中央及び束アフリカ

10 南ア79カ

11 イy ド

12 東南アジア

13 日本

14 オセアニア

15 その他

40 60 80 100 悟

殺 類 口問・酬作物図 マ嶋田その他の作物口 畜産圃

1 3婦、肉、乳製品および卵から 18婦、 図 2 世界各地域のカロリー摂取源

その他のものから 14婦で、世界的には肉、乳製品および卵への依存度はごくわずかである。世界各地

域のカロリー摂取源を図 2に示したが、オセアニアでは 40冊以上を動物製品から摂取しているのに対

し、南あるいは東南アジアでは動物依存率は 6......7婦で大部分のカロリーを穀実作物より得ている。ま

た日本でも穀実作物への依存率が高い。ととで動物性食料の内訳を見ると、反すう動物がエネノレギーの

6 5婦、蛋白質の 73婦を占めていて、草地農業のエネノレギーと蛋白質供給上の重要さを物語っている。

次に食糧生産を行なうために、どのようにエネルギーが使われるかについて、 1973年のオーストラ

リアの山 McClymountの報告を例に述べる。エネノレギー消費は①舎飼いによる家畜生産、@作物生産

物からの合成肉、③管理草地での家畜生産、④作物生産、⑤野草地での家畜生産、の!聞に少なくなって

いる。

投下した化石エネノレギーに対する可消化エネノレギーの比率では、 トウモロコシ 2.5倍、大豆 2.0倍、

乾草 7.1倍、牧草サイレージ 8.2倍に対して、放牧草は 30......115倍ときわめて高い値となっている。

との意味からも草地農業が食料生産に寄与しているととが分る。

米国で使われている飼料中に占める牧草の割合は、肉牛で 84婦、乳牛で 6 3婦、羊と山羊で 9 0婦

また反すう家畜全体では 80 婦となっている。乳牛での比率が低いのは濃厚飼料が使われているためで

とれには現在の酪農製品と穀実作物の価格が関係している口したがって将来穀実作物の価格が上がれば、

とのような値を示す酪農は成り立たなくなる可能性もある。

一方、草地農業の利点は肉および乳生産以外に、繊維や皮の生産、畜力や排世物の利用、病害防除、

資源保護、レクリェーションなどの場としての環境文化の保全などがあげられる。とのように反すう動

物を飼うととにより得られる産物は多種多様であり、さらにマメ科牧草の窒素固定により化石エネノレギ

ーの消費節減が可能である。

Mc B owe 11博士 (1977)によれば、世界の 20婦の人々が運搬に畜力を使っており、 75 ...... 9 0婦

の力を家畜に依存している国もある口また、世界の 40 婦の農家は肥沃度を高めるために家畜の排世物

を利用しており、糞尿から得られるメタンガスは天然ガスの 7 1婦のエネ jレギ一価を有し、多くの国々

で使われている。さらに森林と草地農業の共存、いわゆるアグロフォレストリーが多くの人々の関{;事

であることはいうまでもない。

草地農業の発展の方策
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いくつかの道筋が考えられるが まず 収入増加があれば肉と乳の需要は高まる。また北海道に代表

されるように政策的に拡大してし可く方法もある D さらに集約的草地農業を行なうととによって余った土

地をその他の作物生産に振向けていくことも考えられる。以上は原員同句なととであるが、実際には 1) 

草種、品種の問題、 2)施肥の問題、 3)放牧管理と草地管理の問題、 4)高能力家畜の育成の問題、

5 )経済とくに価格と需要の問題の 5項目について考慮していく必要がある。例として述べると、米国

の草地農業では、まだ 22掃しか潜在能力が利用されていないという人もいるo

米国と北海道と の比 較

米国と北海道の酪農の動向を表 2および 表 2 米国における酪農の動向

表 3にそれぞれ示した。 (1984年牛乳生産者連合の資料による〉

米国では農家戸数は 1950年から 1980 1 980 

年の 30年聞に約半分に減少したが、なか 農 家 戸 数(x 1，0 0 0戸)I 5400 2400 

でも酪農家戸数は、わずか 8婦に激減した。 乳牛飼養戸数(X 1，0 0 0戸)|3600 30 0 

との聞に一戸当りの飼養頭数は約 6倍lζ増 1戸当り飼養頭数 頭 5.8 3 1.3 

加した。また 1頭当りの牛乳生産量は 2倍 1頭当りの平均牛乳 K~ 5386 

になり、牛乳10 0ポンド当りの労働時間は 1頭当りの労働時間 hr 1 25 3 5 

2.3 6時間から o.3時聞に減少した。 牛乳 100gb当りの労働時間 hr 2.36 0.30 

北海道では乳牛の飼養頭数は 1965年か

ら10年聞に 2倍以上に増加し、その後も 表 3 北海道における酪農の動向

増え続け現在では約 80万頭に達している。 (大原久友博士からの資料による〉

飼養戸数は急激に頭数が増えた際に一時増 1 965 1 975 1 984 

加したが、その後減少し現在では 5，600戸 飼 養 頭 数(千頭) 31 8 6 14 794 

となっている。 1戸当りの乳牛飼養頭数は 飼 養 戸 数(千戸) 4.7 7.7 5.6 

1 0年前の 32頭から 44頭に増えている口 1戸当り飼養頭数(頭) 32 44 

1頭当り産乳量も、もちろん増加している 1頭当り乳量(K~ ) 373 8 4188 5545 

が、興味深かったのは、牛乳生産費に占め 乳価に占める割合

る人件費の割合がとの 10年聞に余り増え 人 件 費(婦) 23.2 24.6 

ていないとと、購入飼料費の割合が低くな 購入飼料費(弼) 25.4 22.8 

っているととと、自給飼料費の割合が高く 自給飼料費(婦) 28.8 31.7 

なっているととである D

両国の 1 頭当りの産乳量を比較すると、米国では 5386K~(1980 年)、我国では 5539K~(1983

年〉でありほ Y等しくなっている。

草地農業の将来展望、一方向と需要一

日米両国の乳製品および肉の消費量を表 4IC示した。人口一人当りの牛乳消費量、パタ一、チーズお

よび牛肉ともに米国の方がはるかに多い。とのととから逆に、人口 l人当りの消費量を増やす可能性は
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日本のほうが米国よりも高いと云える。

世界の多くの国々において肉と乳製品の消費を増や

す可能性についての大きな問題点は、多くの国々で人

々が肉や乳製品に金を支払ととがむずかしいという点

である。

次l乙「牛乳生産における粗飼料の寄与」を北海道と

日本全体とで比較すると、表 5Iζ示すように、 1965 

年から 1982年にかけて粗飼料の寄与率は両者とも低

表 4

生

ノt

チ

牛

乳製品および肉の消費量

(人口 1 人当り K~ ) 

u. S. A. 日本

手L 59.3 35.4 

タ 2.0 0.6 

ス 1 1.0 0.7 

肉 49.1 5.6 

下しているが、北海道が日本全体の平均値よ

りも高い値を示している。一方濃厚飼料の寄

与率は近年漸次高くなってきており、全体の

平均値は 50掃を越えている。粗飼料の寄与

率が近年低下したとはいえ、北海道が 66婚

を維持していることは、称賛に値する口

表 5 牛乳生産における粗飼料の寄与

次に酪農において共通の問題が北海道と米

国でおとっているととについて述べてみたい

(大原久友博士からの資料による)

北海道 日本全体

1965 1982 1965 1982 

粗飼料(婦〉 78 6 6 60 48 

濃厚飼料(弼) 22 34 40 52 

第 1I乙生産力の高い草生を確立し、維持するととが私たちに共通の問題である。また牛乳を生産するた

めの投入費用を軽減するととも共通の問題の一つである。たとえば、穀実飼料にすると、との投入費用

が高くつく。そして、だれでも自介が生産した牛乳や肉の新たな市場を探している。その市場を開拓す

るととも共通の問題である。さらに、草地がどんな点で役立つことが出来るかを一般の人々に広く教え

るととにおいても共通の問題がある。公共政策、草地農業による生産から利益を得る政策を政府に立て

させることにおいても共通の問題がある。

具体的な共通の問題の一部をあげると、以下のとおりである。アノレファノレファの複数の病害に対する

抵抗性、越冬性、あとに残る窒素、つまりし、かにアノレファノレファが窒素を固定し、その窒素がその後の

作物栽培体系で利用されるか、という問題があるロまた茎葉生産(放牧、乾草〉や道路わきの土壌保全

のためのマメ科牧草こ関する研究では、クラウンベッチ、パーズフットトレフォイノレ、シロクローパを含

むクローパ類、サイザーミノレクベッチのようなものの利用がある。サイザーミノレクベッチは北海道では

見当らなかったが、米国では今、非常に関心がもたれている。イネ科牧草では今我々はライグラス類に

興味をもっている。ライグラス類はナ分な越冬性を持ち、米国の中西部の上部での生存が可能と思う。

北海道でも関心をもたれていると聞いている口また一年生の小穀類を飼料用として利用するととにも関

心をもっている。

最後に草地の将来への明るい見通し、云うならば Light at the End of the Tunnelげ に

ついてお話しします口

そのような明るい展望のひとつは、土地利用と土壌保全の倫理あるいは哲学、つまり土地の価値と将

来のために土壌を保全することがますます論議に値する課題となりつつあるととに人々が気づいている

ことである。米国についていえばそう云える。とれはひとつの明るい話題である。
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もうひとつの明るい話題は 我々は省エネルギ-技術を常に考えなければならないととである。たと

えば、系に入る窒素肥料の節約のためにマメ科牧草を利用するととの必要性はしだいに明らかになりつ

つあり、関心も深められつつある D

もうひとつの話題は、今や人々が植物ー動物ー土のつながりについてより深く考えるようになってい

るととである。土地利用などに関しては、との点を考えつつ、我々はよりよい仕事をしつつある。

終わりに、私の展望として教育と公共政策がある。教育とは、私たち以外の一般の人々に、草地とは

牧草とは一体どんなものかを知ってもらうととである。政府の人たちにも勉強してもらうととである。

我々が働きかければ、政府の政策も我々を支持するように変えられるであろう。とれらのととが草の将

来への明るい展望だと思う。

質 疑 応 2立
にコ

中金(道庁):アメリカ農業において地下から大量の水をくみあげて濯概しているが、その地下水の

枯渇の心配はないのですか。さらにアメリカの食料生産の将来の見通しについて聞かせて下さい。

ウェディン博士:米国の食料生産の可能性はもちろん無制限ではありえず、問題はあると思います口

しかし我々はその問題に取り組んでいます。たとえアイオワ州で今トウモロコシ、大豆をもっと生産す

るとしても、長期的なよりよい土地利用の観点からは、今のやり方をかえるような新しい作付体系を考

え出すべきです。私自身は将来のアメリカの食料生産を心配しているのでなく、いま現在のととを考え

ています口

篠原〈酪農大): 1 5年前にアイオワ州において生産過剰のため生産調整が行なわれていましたが、

現在はどうなっているでしょうか口

ウェディン博士.，部、州、連邦政府それぞれにプログラムがあり、また毎年変わるものですから、あ

なたの云っているのがどれかは分かりません。

作付転換をした場合、大部分の農家は自発的にそうしたのです。またこうも思えます。個人が土地利

用のことをかえりみないときには政府が あなたはとれとれのととに気をつけなければならない、そし

て土を下流へ流れるままにしてはいけない、と云ったかもしれない。

また、たとえば農家がトウモロコシ生産を 10 ，.._， 1 5領程度へらしたとすると、あるプログラムのも

とでは、その農家はアカクローパ、アノレファノレファ、イネ科牧草のような多年生作物を播くよう求めら

れるでしょう口そして支払いを受けます。穀物を作るためにではなく、ほかにもやらねばならないとと

があるのです。それをしないなら支払いを受けません。たとえば雑草のコントローノレ等の要請がありま

す。プログラムに加わらねばならないというととはありませんが、いったん加わればプログラムの規則

を守らなければなりません口その点では最初は自発的であっても強制的です。

大原(本会名誉会員):米国で竜巻がトウモロコシや大豆等の作況に与える影響を教えて下さい。

ウェディン博士:竜巻の被害は地域が限定されており、台風ほど広範囲に被害が及ばず、作況に影響

を与えるととはありませんD

(文責:編集員〉
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ファーマーズフォ ーラム

北海道草地研究会創立 20周年記念事業の一環として、 IGC北海ツアーに参加した外国人 3 6名を

交え、昭和町 0年 9月 3日、帯広市の十勝農協連ピノレにおいて、ファーマーズフォーラムを開催した。

総勢 123名の参加を得、盛会であった。

会議は吉田則人氏(帯広畜大)の座長、通訳を兼ねた源馬琢磨氏、美濃羊輔氏(帯広畜大)の副座長

の下で進められ、今回で来道 3度目になる本道の事情lζ詳しいW.F.Wedin博士および十勝農協連専務

理事の山口晃甫氏に話題を提供して頂き討論を行った。

提言の論旨はつぎの通りである。

アメリカ酪農にjo，.ける草地管理の考え方

W. F. Wedin博士(アイオアナ卜|立大学教授)

とと北海道での有益なツアーの聞に、アメリカ酪農における草地管理についてお話しする機会を得ま

したととは、私にとりまして非常に名誉なととであります。北海道における酪農とアメリカにおけるそ

れとの聞には、多くの類似性があります。かつて釧路に降り立ち、大原久友博士の出迎えをうけた 10 

年前の第一印象がいまだに心に残っております。そのあと、 1977年と 79年に再び私は皆様の盛んな

酪農業について多くのものを見せていただきました。

われわれはお互い多くのことを学ぶことができました。それゆえ、本日アメリカ酪農における草地管理

について、わずかではありますがお話しできる機会を得まして感謝しております。源馬琢磨博士からと

の件についてお便りを頂いて以来 私はとの演題に関してなにを申しあげようか考え続けてまいりまし

7こ白

第ーに、私の職業経歴がアメリカ中西部の北部における農学者であることを知って頂きたいと思いま

す。アメリカからの他の参加者からは、皆様に私の考えとはいくぶん違ったととが述べられるかもしれ

ません。

アメリカ酪農における草地管理といいましでも、それが最初から存在したわけではありません。多かれ

少なかれ酪農経営の必要性から生じたものではありますが、結局は酪農を成功さるうえで草地管理が重

要であり、貢献するととが認識されるようになったわけであります白われわれはアメリカで二つのタイ

プの牛乳生産地域、すなわち 草地や牧草生産に最も適した地域のほかに、 トラックで運び込まなけれ

ば牧草などどとにも見られないような、たとえばカリフォノレニアのようなととろにも牛乳生産地域をも

っております。

畜産というものは、まず土壌や地形を利用することから始まり、ついで作物あるいは植物を生産し、

そして最も適した家畜を利用し、さらに環境を整え、飼料を有効化するものであると私は常々考えてお

ります。しかし、そうでない場合がしばしばあり、そとでは市場性や労働力供給などといった他の多く
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の要因が重要な影響をもっております。

アメリカにおける草地管理に関する現在の考えかたを理解するうえで、いくつかの歴史的事実につい

て簡単に触れなければなりません。ほとんどの酪農は農業の一部とし:て始められました。酪農は単一企

業ではありませんでした口例えば、私はウィスコンシン州北部のある農場で成長しましたが、そとでは

8 ~ 1 2頭の乳牛が飼われていまレた。付近の大きな酪農家でもせいぜい 20頭程度であったと思いま

す。との地域では、酪農は製材業lζ続いておとりました。そして現在、非常に集約的なウィスコンシン

州の酪農地域においてすら、かつてはコムギが主要な作物で主要な収入源だったのです。 19 80年には

乳牛を飼う農場は 1950年のたった 8婦に滅少しましたが、との 30年聞に飼養頭数は 6倍に、 1頭当

たり産乳量は 2倍に増加し、 l頭当たり労働時間は 4分の 1~ζ減少しました。

アメリカにおける初期の酪農家は、未改良放牧地や刈り遅れなど適性を欠く乾草、雌穂、を収穫した後

のトウモロコシのサイレージ、あるいはエネノレギ一、たんぼくのどちらかまたは双方とも低含量の材料

によって調製された飼料などで供給される栄養分では、乳牛には不十分で、乳牛はもっと多くのエネノレ

ギーを含んだ飼料を必要としていることを徐々に知るようになりましたロそのため吊 刊飼料のバランスを

とるとと Cbalancingthe ration) "は、乳牛当たり、農場当たりの牛乳総生産量を高めるための

補助的たくぼく質や穀物を与えるととを意味しただけでなく、農場外から飼料養分を購入するととにつ

ながりました口だがしかし、学ばなければならなかったととは、必要とされる栄養分の多くが実は自分

の農場で、より経済的に生産するととができるというととだったのです。しかしやがて、放牧地や採草

用牧草が、非常に改良されうるものであるというととがだんだん認識されるようになりました。との変

化は 40 ~ 5 0年前に始まりました。例えば、ウィスコンシン州では、 1940年代および 1950年代に

草地酪農への移行がおとりました。放牧地や採草用牧草の生産に対し、必ずしもとの順序ではないので

すが、次のような基礎的改良が施されました。 1)土壌養分の欠乏を補正するとと、 2)望ましくない

草種をのぞくか抑制するとと、 3)望ましい草種を定着させるとと、 4)放牧地や採草用牧草の植生管

理を行うとと、 5)家畜を管理するととロ

との過程において、単位面積当たり最高の乾物収量をあげた人や、最高のたくぼく収量をあげた人な

どが表彰されたりしました。乳牛の遺伝的能力も改良され続けられました。しかしそれ以上に多くの穀

物が飼料として与えられ、より多くたんぼくが購入されましたロ最後に、飼料分析が行われるようにな

ったとき、酪農家たちは彼等が観察し、考えていたこと、すなわち、飼料における牧草の役割が質的に

大きく変化したととを確信することになりました。

初期の飼料分祈ー最も初期のものの一つは、ペンシノレパニア州立大学のもので、創始者のひとり、

J ohn B ayl or博士がとの旅行に参加されていますがーは、ほとんどの酪農家が、低質牧草を利用

し、他方で必要以上に多くのたんぽくや穀物を購入しているととを明らかにしました。

飼料分析は、以後も改良され続け、今日のようなものになりました。現在酪農家は、自分の牧草につ

いてただちに結果を得るととができます。近赤外分析言十 (NIRS)をのせた移動車が酪農家の集会や

乾草のオークションなどに出向き、分析を行っています。

とのようにして、乳牛飼料における牧草の主な役割が、エネノレギーを供給するととにあるというよう

に考えかたが進歩してきました。適期刈取りは、単播、混播とも最も主要な要因の一つです。さいわい、
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とれらのマメ科・イネ科牧草は、たくぼく質・ビタミンや他の多くの栄養分の非常にすぐれた供給源で

あります。とのためできるだけ高品質の牧草をできるだけ多く与えるようになりましたロエネルギーや

たんぱく質の摂取を最大ならしめるために行うべきことは、次のようなことです。早期刈取りは最も重要です。

葉の部分をなるべく失わないととや、草地に放置する時聞を最小限にするとともまた重要です。とれら

のことは、総合的に実践されなければなりませんD さいわい、 Hoard's Dairyman (1985.7. 10) 

などに見られるように、指導的な酪農研究者たちは、"良質な牧草に代わりうるものはなし、"という事

実を認識し、また述べています。アメリカの酪農家が草地管理について現在もっている考えかたは、高

品質の牧草を生産するとと、放牧や貯蔵飼料の調製を通してそれを最大ならしむるととに要約できます。

とうした農業的実践をなによりも大切なものと考え、実行している酪農家が、先進的で採算のとれた経

営をしており、また将来ともアメリカ酪農を健康で経済的なものにしてゆく役割を果たすであろうこと

は、記録に見られる通りであります口

質

質問;北海道の草地の印象はどうか。

疑 応 ~ 
Eコ

答:昨日釧路の俵橋で草地をみたが良い草地であった。しかし、刈取りが少し晩いようだ。

質問:北海道のアノレファノレファ栽培についてどのように評価するか。

答:面積が少ないし、あまりみていない口日本では土壌の酸性と排水が問題だと思う。

十勝に.Jo:'ける粗飼料生産の問題点

山口 晃甫 (十勝農協連専務理事)

1. 十勝農業の概況

十勝の農業は、日高山脈と大雪山系を背に、太平洋に面した平野に展開されている。

平年 5月--9月の積算温度は 2，415
0C、日照時間 816時間、降水量 533聞で、気象条件の良い内

陸部では畑作を中心とし、気象条件の悪い沿海部と山麓では酪農を主体とした経営が営まれている。

1 984年における耕地面積は 255千haで、農家戸数は 11，3 50戸、うち 73.7婦が専業農家で、 1 

戸平均にすると約 23 haを耕作している。

乳牛は 18 1，1 00頭を 3，960戸の農家が飼育しており、 1戸当りの飼育頭数は 45.7頭となり、経

産牛 1頭当りの年間出荷乳量は 5，642 K~となっている。

なお、管内総生乳出荷量は 532千 tである口

2. 十勝管内粗飼料の作付面積と収量の動向

表 Iの十勝管内における青刈とうもろとし及び牧草の作付面積と単位当り収量の動向をみると、

1 )青刈りとうもろとしの作付面積は、 1979年の 24，600haを頂点とし、以降減少、 198 1年

-31-

1 



より概ね 22，000haを中心とし横ばいである。

2 )牧草の作付面積は、 1978年の 106，200 haを頂点とし、以降減少し、 1 981年よりは概ね

96，000 haを中心に横ばいである。

草種は、禾本科はチモシーが主流となっている。アノレファノレファについては、 1984年の本会

調査では 766haで、前年より 125 haの増加であるo

3 )青刈とうもろとしの 10 a当り収量は、 1977年に 5，000K~台になったものの、 1 98 1年、

1 983年の冷害では大きな減収となり、現在 5，000K~台で安定している。

また、表2にみるように、近年栄養収量確保を考え、早生種の作付比率が増え、 1 9 8 1年~

1 983年には 65婦、 1984年には約 75婦に達している。

4 )牧草の 10 a当り収量は、 1977年に 3，000 K~台になったが、以降大きな収量増はみられず、

停滞している。

5 )表 3の家畜飼育頭数の動向をみると、乳牛及び肉用牛は一貫して増え続け、 1984年には乳牛

1 81，1 0 0頭、肉用牛は 79，600頭である口

なお、馬については、 196 1年頃より減り続けていたが、 1979年の 2，693頭を底として、以

降関係者の努力で増えはじめ、現在は 4，500頭を上回る飼育頭数となっている。

6 )以上のような状況から、管内粗飼料の生産量は、家畜飼育頭数に比し最小限の量であり、1981

年、 19 83年のような冷害年次には、飼料確保のため大変な苦労を必要とする口

7 )飼料面積の拡大については、今までのすう勢からも、現農家経済からしても、見込むととは困

難であり、今後の家畜増を考えると、単位当り収量の増加対策を積極的に講じなければならない。

3. 十勝における組飼料の栄養価と問題点

1) 1984年産イネ科牧草一番刈乾草の栄養価は、 TDNの平均 54.17婦で、最低 43.07婦、最

高 71.94婦の聞に分布し、 cpは平均 9.27 婦に対し最低 4.14婦、最高 20.58婦、 occ十Oa
は平均 38.91婦で、最低 22.41婦、最高 69.41婦と、同じ牧草でも大変な差となっている。

(注 ;occ=細胞内容物質、 Oa=高消化性繊維〉

2 )との差を生じる原因は、主として草種と刈取ステージの違い、および乾草調製技術によるもの

と考えられる。

3 )また、同じくとうもろとしサイレージの栄養価は、 TDNで最低 59.77婦、最高 68.77婦、平

均65.75婦、 cpは最低 6.36婦、最高 11. 80婦、平均 8.95婦でイネ科牧草に比べ、栄養価の

分布差は小さくなっている口

しかし、デンプンについては最低 0.49婦、最高 39.61婦、平均 24.65婦と分布差は大きくな

っている。

特lζ、1983年分析値をみると、冷害年のデンプンは最低 o婦で、最高 36.8婦、平均 10.0婦

と、平年lζ比べほとんどが低位に分布が偏っており、栄養価の高いとうもろとしサイレージを作

るととの必要性を教えている口

4 )とれらの栄養価の差は、単位面積当り生草収量ではなく、黄熱期以降の雌穂熟度の子実量がど
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れだけ含まれているかにかかわっている。

5 )以上のような諸点から、今までの粗飼料生産についての関心の薄さを反省し、生草量の増加を

図るととは当然であるが、むしろ乾物収量や栄養収量の高位安定をめざす必要がある。

4. 今後の対応策

今後、単位当り収量を増やし、さらに栄養収量の高位安定を図るために、次のような諸対応策を進

めることが必要である。

1 )青刈とうもろとしについては、降霜前l乙雌穂熟期は黄熟期以降となり、乾物率が 25 %.......... 3 0 

9もの収穫になることを前提に、品種の選定を行うことが重要である。

2 )適正な栽植密度を保つため、耕うん、整地を丁寧に行ない、施肥による障害、播種機の調整、

覆土など、不発芽、枯死株の発生をおさえ、欠株をなくすとともに、 N質肥料の分施、追肥技術

確立など、一般作物と同等以上の管理技術を修得するととが重要である。

3 )牧草については、更新の土壌改良、その後の植生、施肥、管理によってまだ増収効果をあげる

ととは、そう困難ではなく、地帯、土壌条件、利用目的によっての草種組み合せとともに、早急

に確立する必要がある口

4 )また、牧草の調製方法如何によっては栄養価値に大きな差を生ずる。

管内では、 198 3年の冷害を機に、牧草サイレージを利用する農家が増えつつあるが、飼料の

栄養価値を低めない牧草調製技術の確立も必要である。

5 )要は、組飼料の生産についtは、まだまだ片手間的な取り扱いが多く、一般耕種作物と同様に

品種改良をはじめ、草地の造成更新技術、粗飼料の栽培管理技術や調製利用技術について、試験

研究が進められ、早急に技術体系が確立されなければならない。

5. まとめ

本会としては、十勝総合畜産共進会における乾牧草の審査や、 36回を数える十勝飼料品質改善共

励会の成果をふまえ、新たに酪農経営情報システムを本年 4月より発足させたが、今後、飼料分析の

情報蓄積を加え、粗飼料の栄養価値を基本とした生産並びに利用の技術解明に、一層の努力を傾注し

なければならないと考えておりますが、関係試験研究機関の倍旧のど指導とど協力をお願い申し上げ

ます。
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表1. 十勝管内青刈とうもろとし及び牧草の作付面積と単位面積当り収量の動向

( 1 975年 --1984年、農林統計〉

年 次
青刈とうもろとし

作付(ha面)積 収(Kc/10a量) 

牧 草

作付(ha面)積 収(K~/10a量〉
備 考

1 975年 17，000 4，880 1 02，500 2，720 

1 9 76年 17，900 4，480 1 0 3，500 2，81 0 

1 97 7年 1 9，70 0 5，100 1 0 5，60 0 3，1 90 

1 978年 23，200 5，890 1 0 6，200 3，280 

1 979年 2 4，60 0 5，750 1 0 4，20 0 3，170 

1 980年 23，847 5，01 0 99，780 3，030 

1 981年 2 1，70 0 3，780 9 6，4 0 0 3，1 30 冷害年

1 982年 2 2，20 0 5，13 0 96，300 3，260 

1 983年 2 2，1 0 0 3，230 95，5 0 0 2，900 冷害年

1 984年 2 1，80 0 5，470 9 5，950 3，000 

表 2. 十勝管内青刈とうもろとしの早生種の作付割合

( 1 981年--1984年十勝農協連畜産統計)

総作付面積 早生種作付面積 早作 生種
付割合

備 考

1 981年 20，934 ha 1 3，80 0 ha 65.9 弼

1 982年 20，90 6 1 3，6 9 7 65.5 

1 983年 20，12 5 1 3，1 63 65.4 

1 984年 1 9，7 5 6 1 4，723 74.5 

表 3. 十勝管内大家畜飼育動向

( 1 975年--1984年、農林統計〉

年 次 手L 牛 肉 牛 ，馬 備 考

1 97 5年 1 32，7 76頭 23，06 1頭 5，329頭

1 976年 131，057 20，497 4，1 73 

1 977年 1 3 8，1 7 5 26，0 32 3，337 

1 978年 147，020 26，7 79 2，978 

1 979年 1 56，430 28，887 2，693 

1 980年 1 61，0 87 3 3，3'70 2，952 

1 981年 171，690 37，272 3，082 

1 982年 1 80，00 0 73，1 70 4，540 

1 983年 1 79，800 74，580 4，640 

1 984年 181，100 79，60 0 4，570 肉牛の内肉専用種 18，5 0 0頭
」ー L 一一
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質 疑 応 ~ 
Eヨ

質問:酪農情報システム(1 N S )についてもう少し詳しく説明して欲しい。

答:農協連のホストコンピュータを中心に 25の端末コンピューターが連絡している。とのうち 5つ

は、牛乳・飼料・土壌分析センターがあるワークステーションに設置しであり、残りの 20の端末が町

村の各農協に設置されている口参加している酪農家は約 1，400戸である。…ーなどの詳しい説明がなさ

れた。

質問:サイレージ用のトウモロコシの収穫適期として黄熟期が良いと強調されたが何故か。

答:サイレージ中の澱粉含有量を最大にするためには黄熟期が良いと判断している。

質問:アメリカのテネシー州では、乳熟期から糊熟期に収穫すると栄養収量がもっとも高いというこ

とになっている。黄熟期では晩過ぎないか。

答:澱粉含有量がもっとも高い時期が高栄養であると判断しているD さらに検討したい。

質問:放牧草地は非常に良い状態であった。しかし、全般に少し伸び過ぎていないか。

座長:新得畜試の小崎場長、どうぞ口

答:日本では草の生長量の季節的変動が大きい口との変動に家畜頭数を合せて調節するととがなかな

か困難である。技術的に大きな問題となっている。

質問:どのような対策がとられているか。

答:一部を採草用として利用するとと、草種品種の選択により生産力の平準化をはかるとと、草が不

足する 10 ....._ 1 1月には草量を増やすための対策が検討されるなど、いろいろ検討されている。

期せずして両提言者から良質な粗飼料生産の重要性が指摘された口しかし、時間の関係で十分に論議

を深めるととができず残念であった。との後、 1 8時から 19時 30分まで農協連 5階ホー jレで懇親会

が開催された。小原農協連会長、田本市長、鈴木畜産大学長の挨拶lζ続き、などやかなうちに会が進行

した。とくに印象的であったのは各国代表による挨拶であった口フォーラム、懇親会を通して多くの参

加者から有意義であった旨の発言があった。

(文責:嶋田 徹・美濃羊輔)
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ポストコングレス北海道ツアーの概況紹介

北海道コースは、不運にも台風に見舞われた。 8月 31日に九州に上陸した台風が北上したために、

北海道ツアー一行を後追いする状態となり、 9月1日大阪空港から羽田経由で千歳まで到着したが、釧

路に向かうことができず、急きょ札幌に宿泊して、翌日朝早く汽車で釧路に向かい 正午過ぎに無事到

着した。従って、前日(9月 1日〉訪問する予定であった白糠大規模草地や、当日(9月 2日〉訪問予

定の芳賀牧場、俵橋大規模草地、根釧農試を割愛し、別海町新酪農村の下村牧場を訪問し、途中摩周湖

及び硫黄山を展望した後、当日宿泊予定の川湯グランドホテノレに到着した口

根釧農試はじめ、釧路支庁、割11路市役所、訪問先及び町村関係の皆様には、長期間の準備で精神的物

質的に多大の御迷惑をおかけしましたことを、事務局から深くおわび申し上げるとともに、絶大の御支

援を頂きましたととを、紙上を借りて厚くお礼申し上げます。 9月 2日は台風一過の秋晴れで、新酪農

村の下村牧場を訪問できたととは唯一の救いであり、ツアー一行も見なれぬ酪農風景に、多大の感銘を

受けたようであった。

翌 9月 3日は、上士幌町の大規模草地を見学した後、士幌町の鈴木牧場を訪問し、帯広市十勝農協連

の会議室でファーマーズフォーラムが開催され、その後懇親会が行なわれた。ブァーマーズフォーラムでは

放牧及びフォーレジテストのシステムについての、質疑応答が多かった。

翌 9月 4日は、帯広畜産大学の農場を訪問した後、日勝峠を経て長沼町の雪印種苗中央研究農場を訪

問し、野幌の北海道開拓記念館を見学した後、柏院のホテルでフェアウェノレパーティを開催し、北海道

ツアー最後の夜をお互いの懇親を深めながら、有意義に過した。

翌 9月 5日は、北農試及び早来町の山田牧場を訪問して、正午すぎ千歳空港に到着し、成田 lζ向かう

一行をお見送りして、北海道ツアーを終了した。以上のように、台風には見舞われたが、その後はスケ

ジューノレ通り遂行するととができた口外国人参加者は、京都や東京とは全くイメージの異なる日本の側

面をみて、認識を深めたようであり、北海道ツアーは大成功のうちに終始するととができたと思うロと

れはひとえに、各地域の関係者の皆様の御努力と御支援の賜物であるととは言うまでもありませんロ紙

上を借りて、事務局より厚く御礼申し上げます口

なお、今回の外国人ツアー一行の国別出席者人数は、下記のとおりです。この中には、 9月 6日北大

クラーク会館で行なわれた、北海道草地研究会 20周年記念事業で特別講演されたアメリカのウエディ

ン博士、イギリスのホジソン博士も含まれております。

アメリカ

中国

ニュージランド

スウェーデン

フィンランド

イギリス

オーストラリア

1 1名(うち女性 3名〉

1 0 11 (うち女性 3名)

2 11 

2 11 

2 11 

1 11 

3 11 (うち女性 1名〉
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カナダ

西ドイツ

ノーノレウェイ

ケニヤ

1名

1 11 

2 11 ( うち女性 1名)

1 11 

計 36名( 1 1ヶ国〉

〔鳶野 保 (北海道農試) J 
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北海道の草地農業に対する 1G C 

ポスト・ゴングレス・北海道ツア

ー参加者の印象i>"よび提言

先に紹介したようにファーマーズ・フォーラムがツアー参加者を混じえて帯広でもたれたが、ツアー

参加者にとっては、かなり窺屈なスケジューノレの旅行中というととで 不十分な時間の制約のもとで行

なわざるを得なかった。それゆえ、論議が十分につくせないととが当初から予想された。そとで質問書

を予めツアー参加者に渡し、広く意見を集めて不足を補う事とした。

回答は、 1 1名の欧米系参加者から寄せられた。中国からの参加者も多かったが、回答はなかった。

とのととは言葉の制限の他、中国における草地農業の現状からみて、止むを得ないと考えられる。 11 

名の方々の御意見を紹介するo

B A R N E S， R. F. (U S A ) 

・マメ科草地の造成と維持年限の延長は、万国共通の問題である。

・十勝農協連によるインフォメーションサービス網が印象的であったD

CROFTS， F. (Australia) 

-購入飼料を減らして、より効率的経営にするととが望まれる。そのためには、一頭当りの乳量を高め、

なおかつヘクターノレ当りの産乳量を向上させること。また、労働生産性を高めるための機械利用を行

なうべきである。

C R U S H， J. R. (N. Z. ) 

-北海道の酪農はアメリカの技術を主として取り入れているが、それに替わる技術についても考える必

要がある口

-以下の研究をシステムで行なう必要がある。

①N無施のマメ科優先放牧草地。

②N施肥の採草用草地とそれにふさわしい草種の選択。

③冬期に乾乳して濃厚飼料を節約する。そのために繁殖時期を揃える。

・日本とニュージーランドは火山灰土その他の点で似ており、研究者や農家の親密な交流が望まれるo

E L G 1 N， J. H. J r. ( U S A ) 

-北海道のトウモロコシ生産はアメリカに勝るとも劣りません。

・チモシー/アカクローパとトウモロコシのローテーションが 10年というのは長すぎ、 5年が適当で

あると思う。

・乾草およびへイレージの質を向上させるために、アノレファノレファを導入すべきであると考える。しば
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らくはアメリカ又はヨーロッパの適品種を活用し、 2--3年後には自国育成品種を利用できるように

すると良い。

HODGSON， J. (UK) 

・濃厚飼料多給・高乳量体系よりも、効率的放牧と簡易な牧草保存体系の方が、コス卜と価格のバラン

スの変化に対して、より柔軟である。現在好まれている体系よりも、草地lζ根拠を置いた体系を確立

する方が、潜在的な有利性をもっているのではなかろうか。

・放牧時期あるいは採草時期は、ヨーロッパよりも遅いように思う。草地からのTDN生産が、想像し

てた数字よりも低し '0 制限要因は生産よりも利用にあると思われる D

JON S S ON， H. A. (Sweden) 

・より早い収穫を奨励していたが(たぶんHodgsonによる)、あまりその点を追及すると、草地に

無理がかかるであろう。

KEMP， D. (Australia) 

・牧草を最高水準に生産するよりも、利益を最大にする生産をすべきである。

-牧草の利用を効率的に行なった後、サイレージ用トウモロコシを補助的に利用するととが望ましい0

・早春利用や耐寒性品種をウェーjレズ・ニュージーランド・ヨーロッパの品種から選ぶとよい。

.N施肥を抑えて、イネ科とマメ科の適正な割合いを保っとと。

・リン酸施肥は減らすととが出来るのではないだろうか?また、帯状の無施肥地を残すよう、農家を指

導するo とれによって必要施肥量がわかる。

・パンカーサイロやコンクリー卜サイロの方がスチーノレ気密サイロより安い。

K U N E L 1 U S， H. T. (C a na da ) 

・アルファ jレファを使うべきである。東カナダlζ適当な品種があり、試みる価値はあろう。

-北海道ではタワーサイロが多くを占めているが、パンカーサイロ等の低コスト貯蔵方式についても再

考の余地があろう。

-牧草の伸びない 10、 11月には、ケ-)レ・飼料用カブ・家畜ビート等を栽培するとよい。

S P A T Z， G. (w. Germany ) 

-西ドイツでは、屋内でドライヤーを用いた乾草作りが導入されている。

・自然、草地となっているペレニアルライグラスのエコタイプを研究中である。とれは、きびしい気候、

強い利用にも耐えることができる。

WE R E， A. O. ( Kenya ) 

・ケニアホワイトクローパを混播用lζ試してみてはいかがですか。
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WESTGAARD， P. (Norway) 

・北海道で草地農業が短時聞に発展した理由は、研究の成功と効率的な普及によるものであろう。

ブァーマーズ。フォーラムではワェディン、山口両氏から期せずして同じように、 「有利な酪農経営の

ためには、安価で良質な粗飼料生産、とくに草地生産が基本的に重要である。 Jととが強調された。ま

た、ツアー参加者の多くは、この事に関して提言をしており、酪農経営における草地生産の重要性が改

めて認識された。しかし、と 7)ととは単にー酪農家の経営にとどまるととろではない口 IGC総会にお

いて確認されたように、全世界の穀物の約 40 婦が飼料用に消費されている現状からみて、草の生産増

大と、その穀物への代替は世界の食糧供給へも大きく貢献するものである。さらにとれからの新しい研

究の発展に対して、ホジソン氏の「草生産より、その利用が問題では……」という提言、あるいはジョ

ンソン氏の「品質を高めるために早刈りが勧められているが、早刈りは草地密度を減少させ、永続性を

低下させる。それ故、早刈りを行なう場合は長期利用をしないということを前提とすべきである。酪農

家の経営のなかで、個々に判断されるべきととである。 Jとしづ提言などは、非常に示唆に富んでいる

ように思われる。如何がなものであろうか。

(文責:嶋田 徹・美濃羊輔)
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第 15回国際草地学会議 (1G C) 

の概要報告

第 15回国際草地学会議 (XV International Grassland Congress， 略称 IGC)は、

日本草地学会と日本学術会議との共同主催および農林水産省、文部省の後援を得て、 1985年 8月 25

日から 31日までの 7日間、京都市左京区宝ケ池にある京都国際会議場で開催された。参加者は、 45 

か国から 90 7名に達したが、これは予想を 100名以上も超えており、きわめて盛会であったととを

物語っている。

8月 25日午前 9時、京都国際会議場のメインホールlζ約 700人が参加する中で、吉山事務局長に

よって開会宣言がなされ、仁木組織委員長の司会で開会式が行なわれた。会議は特別講演、一般講演、

ファーマーズフォーラム(農業者の集い)、商業および学術展示、現地見学等から構成された口主要項

目別にその概要を記すとつぎのようである口

1. 特別講演

特別招待講演は、 8月 25日から 27日までの 3日聞にわたって行われつぎの 4つの大課題のもと

に、 12名の研究者が講演した口

1 )アジア地域の草地農業と草地研究

大泉久一(日本)、祝 成(中国)、1.M. N i t i s (インドネシア〉

2 )新草種および品種の開発と総合的生産力の向上

1. K. Va s i 1 (米国〉、 J.R.Wilson (オース卜ラリア〉、 P.R. Ball & J. R. Crush 

(ニュージーランド〉

3 )草地の造成・管理・利用の理論的・技術的発展と生態系との調和

J.Hodgson (英国〉、 G.B1 a g 0 V e s c h e n s ky (ソ連邦〉、 J.M. T 0 1 e d 0 (コロンピア〉

4 )飼料の画期的保存技術と家畜生産の集約的技術の開発・利用

K. K. Bolsen (米国〉、 G.C. Marten (米国〉、 C.Beranger (フランス)

上記 1)の課題は、今回 IGCがはじめてアジア地域で開催されるととを記念して設定されたもの

で、最初に大泉日本草地学会会長は、日本の草地農業が最近 30年間で急速に進展し、現在では 100

万haを越え、北から南まで多種類の飼料作物が利用されているととを述べ、その生産力の推移、研究

活動等について報告した。中国からは草地の開発と草資源、インドネシアからは熱帯多雨地帯の草資

源とその利用が報告された口ついでバイオテクノロジーの利用による新作物の作出、根粒菌による窒

素固定、ソ連のツンドラ地帯の家畜と飼料資源、コロンピアの草地の開発と適草種の導入、飼料作物

の化学物質の添加による品質改善、栄養価の評価法、集約放牧と家畜生産等についての報告があり、

活発な討論が行われた。

2. 一般講演

一般講演は、 8月26日から 31日までの 6日聞にわたって行われ、 4 1か国から合計 479課題の
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報告があった。表 1には、各州別、国別講演発表論文数を示した。発表論文の多かった国順に、その

数を示すと、日本の 140を筆頭に、米国 83、中国(含台湾)47、オース卜ラリア 39、フランス

1 6、韓国 15、ニュージーランド 14、イタリアおよびコロンピア各 12、イギリス 12、カナダお

よびブラジノレ各 8等となっている。今回の論文発表国をみて特徴的なのは、従来の IGCで、ほとん

ど報告のなかった、主として発展途上国からの報告がかなりみられたことで、例えば、ガーナ、イラ

ン、レソ卜、ザンピ了、シリアなどの国々があげられる。一方、北海道内の大学および試験研究機関

の研究者が発表者もしくは共著者となった論文は合計 35題あり、その題名と著者名は表 3Iζ示して

おいた口

論文の発表は、 16の分科会にわけで行ったが、その学問分野から 9つのグノレープに大別し、その

報告論文数を示すと表 2のとおりである。との表から遺伝資源・育種、生理・生態、飼料貯蔵・飼料

価の 3分野がそれぞれ全体の 20 婦近くを占めていたととがわかる。発表された論文の大部分は第一

線の研究者によって得られた最新の研究成果であり、そとには今後の草地研究を推進していくうえに

表1. 各州別、国別講演論文数

アジア 南アフリカ共和国 6 ゴtアメリカ

日 本 1 40 モロッコ 1 米国 83 

イスラエノレ 1 レソ卜 1 カナダ 8 

イラン 1 (小計 14 ) (小計 91) 

インド 7 

インドネシア 6 ヨーロッノマ 中南アメリカ

シリア 1 アイ jレランド 5 コスタリカ 1 

スリランカ 2 イギリス 10 コロンピア 1 2 

中華人民共和国 47 イタリア 1 2 チ 1 

(含台湾〉 オランダ 2 フラジノレ 8 

大韓民国 1 5 スイス 3 ぺjレー 1 

タ イ 5 スウェーデPン 3 (小計 23)

バングラデシュ 2 スペイン 2 

(小計 227) 西ドイツ 8 オセアニア

ハンガリー 1 オーストラリア 39 

アフリカ フィンランド 3 ニュージーランド 1 4 

エジプ卜 2 フランス 1 6 (小計 53)

ガーナ 1 ベノレギー 1 

コートジボアーノレ 1 (小計 66 ) ソ連 5 

ナイジエリア l 

ザ、ンピア 1 (合計
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表 2. 分野別、国際草地学会議での分科会別講演論文数

講演論文数

分 野 国際草地学会議での分科会
口頭発表

ポスター
言十 (婦〉

発表

①遺伝資源・育種 1 )遺伝資源の導入と評価 54 36 90 (19) 

2 )育種と採種

②生理・生態 3 )牧草の生理 50 38 88 (18) 

6 )牧草の生態と草地生態系

③土壌・肥料 4 )土壌および植物栄養 26 1 5 4 1 ( 9) 

④病害虫・雑草防除 7 )草地における病害虫、雑草の防除 1 5 5 20 ( 4) 

⑤飼料作物および牧草 14) トウモロコシ、ソノレガムおよび暖地型 30 20 50 (10) 

の栽培と草地生産 牧草の生産

15)熱帯、亜熱帯、半乾燥およびツンドラ

地域の草地生産

16) アジアモンスーン地域の草地生産

⑤草地造成・更新・植 5 )草地造成、更新、および牧草地、自然 22 1 5 3 7 ( 8) 

生管理 草地の植生管理

⑦飼料貯蔵・飼料価 9 )牧草の成分分画と貯蔵 52 3 8 90 (19) 

1の飼料価と家畜生産

③放牧管理 11)放牧利用システムと放牧家畜の行動 3 1 1 4 45 ( 9) 

①作付体系・農業機械 8 )作付体系および草地機械 1 3 5 1 8 ( 4) 

-環境保全・経済分 12)草地農業の経済分析

析 13)環境保全と草地の多面的利用

(合計〉 293 1 86 479 (100) 
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表 3. 国際草地学会議で報告された北海道在勤者関係の論文(合計 35編)

分科会
(表2参照)

2 

論文名・著 者 ( 所 属 〉

-チモシーの実験集団におげる隣接植物の競争効果と遺伝的変異

島本義也・津田周弥(北大農〉

・オーチヤードグラスにおける世代促進法

池谷文夫・川端習太郎(北農試〉・佐藤信之助(九州農試〉

・数種のMelilotω 属(スイートクローパ〉牧草の染色体分化

喜多富美治・前川雅彦(北大農〉・伊勢一男(農研センタ-)・上原由里(北大農〉

・オーチヤードグラスの細胞質雄性不稔の遺伝

佐藤信之助(九州農試〉・川端習太郎・池谷文夫(北農試〉

・ビート (Be tαuμgαγi s L.)の雄性不稔性に関する細胞質突然変異の誘起

木下俊郎(北大農)

・単播および混播条件下でのアカクローパ品種・系統の菌核病抵抗性

松浦正宏(広島農試)・松本直幸・沢井 晃・我有 満・植田精一(北農試〉

3 ・日本の土壌凍結地帯におけるアノレフアルファの冬枯れ

小松輝行(滝川畜試〉・丸山純孝・堀川 洋・土谷富士夫(帯広畜大〉

・寒地型牧草の刈取り後の株におけるフレインの分解

山本紳朗(草地試〉・美濃羊輔(帯広畜大〉

・生殖生長期におけるオーチヤードグラス メドウフェスクおよびトーjレフェスクの生

産性と群落構造の関係

杉山修一(北大農)・楠谷彰人(北見農試〉・高橋直秀・後藤寛治(北大農)

・チモシ一品種の生長と可消化成分含量におよぼす高温ストレスの影響

古谷政道(北見農試)・増谷哲雄(北農試)・筒井佐喜雄(北見農試〉

・振湯培養したアノレファノレファ細胞の低温順化

新発田修治(帯広畜大〉

4 ・同一土壌に生育したオーチヤードグラスとアノレファノレファのミネラノレ吸収における栄

養特性比較

原田 勇・篠原功・青木慶子(酪農学園大)

.耐酸性の草種間差

宝示戸雅之・西宗 昭(天北農試〉・高尾欽弥(道立中央農試〉

・燕麦の生育における水産工業副産物のミネラノレとしての評価

滝沢寛禎・永井秀雄・宮崎元(滝川畜試〉

5 I ・日本の積雪寒冷地帯における草地開発

1. 北海道の気候、水文と草地
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分科会
(表2参照)

5 

論文名・著者(所属〉

高橋英紀(北大環境研〉・梅田安治・朝日田康司(北大農〉

・向上 2. 北海道の自然草地

辻井達一・朝日田康司(北大農)

・向上 3. 北海道における草地造成のための基盤整備

赤沢伝(専修大道短大〉・朝日田康司(北大農〉

・向上 4. 北海道の草地開発小史

斎藤万之助(道開発局土木試〉・朝日田康司(北大農)

・向上 5. 泥炭草地の排水と沈下

梅田安治・朝日田康司(北大農)

・向上 6. 草地開発のためのインパクトマトリックス分析法(草地造成における影響の

解析)

泉 重雄(農業近代化コンサノレ〉・辻井達一・朝日田康司(北大農)

6 ・イネ科草種とアノレファノレファの混播草地における構成品種間の相互関係

脇本 隆(道開拓記念館)・佐竹芳世・田川雅一(道立中央農試〉・北守 勉(滝

川畜試)

・放牧草地におけるチモシーの節からの栄養繁殖と個体群構造

沢田 均(北大農〉・平野繁(雪印種苗〉・津田周弥(北大農)

.草地造成初期におけるチモシーの個体群構造の変化

沢田 均(北大農)・高橋哲也(雪印種百)・津田周弥(北大農)

・異なる施肥条件の草地の微生物学的、生物化学的研究

東田修司・西宗昭(天北農試)

7 I・Epicμ o e t ypん印α の菌糸の伸長lζ及ぼす浸透性殺菌剤の抗菌力およびチモシーが

まの穂病に対するそれらの治病効果

島貫忠幸(草地試〉・佐藤 徹(北農試〉

• Typんおよ α zncαγnatαとT. i s h i k ar i e ns i s I乙起因する雪腐病の生物的防除の試み

松本直幸・但見明俊(北農試〉

9 ・乳酸菌 (Lαctαbacittvs cαs e i ) 接種によるサイレージ発酵の制御

安宅一夫・中村弘明・楢崎昇・菊地政則(酪農学園大)

・水稲ホーノレクロップサイレージのアノレカリ処理

鳶野保・三上昇・山崎昭夫・小林亮英・古郡浩(北農試)

・セノレラーゼ製剤の添加がサイレージ発酵に及ぼす影響

野 英二・原沢康範・安宅一夫・楢崎昇(酪農学園大)・末吉 忠(明治製菓)

10 ・中性デタージェン卜分析によるアノレファノレファとオーチヤードグラスの栄養価と自由採
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分科会
俵 2参照)

論文名・著者(所属〉

食量の評価

石栗敏機(道立中央農試)

・自由摂取レベルにおける粗飼料の評価

岡本明治・ K.1. Sung・長谷川信美・吉田則人(帯広畜大〉

1 2 ・北海道における草地型酪農の経営的特徴

宮沢呑春(北農試〉

14 ・トウモロコシとインゲンマメの間作における収量性

源馬琢磨・三浦秀穂(帯広畜大〉

・北海道の異なる環境下におけるタイフォンの生産力及び化学成分

大原久友(帯広畜大名誉教授〉・ D.J.Hayes (デンマークデーンフェjレトネエ)

.暖地型牧草の日長および温度反応

名目陽一(北農試)

極めて貴重な情報が含まれていたと考えられる。その要約は、数が莫大でかつ専門分野も広いため、

とうてい筆者 1人で限られた時間内になし得ることではないが、独断と偏見をお許し願って、多少ハ

イライト的に書いてみるとつぎのようである。①世界各地から種々の新しい飼料作物が紹介され、関

心を惹いた。わが国からは、ススキやオオクサキピの報告があった。②遺伝子の消失がとくに半乾燥

地域の過放牧地帯ですすんでおり、生態系全体の保存が重要であるととや、遺伝資源の収集・評価の

国際協力の必要性が論議された。③新品種育成のための種属間交雑、アポミクシス、雄性不稔、五目織

培養の利用等広範な育種技術のその後の進捗状況と品種育成の実績が報告された。④暖地型イネ科牧

草の大部分l乙窒素固定菌のあるととが報告され、大きな関心を呼んだロ⑤草地生産や草地資源の評価

をより一層科学的、合理的に進めるための数学モデノレの有用性やリモートセンシング技術の草地分野

への応用について報告の多かったととも、今回の特徴の 1つであろう。③難溶性の燐を溶解する能力

を持つ「燐溶解菌」の確認について報告された口⑦サイレージ貯蔵については、パイテク技術の応用

が考えられており、より有効な乳酸菌の添加についての研究等が注目された。③草地の維持および生

産性について世界各地の事例の報告があり、とくに中国の現状の紹介に関心が集まった口①放牧の方

法、アグロフォレストリー(混牧林〉の利用等についても、いくつかの事例の報告があった。さらに

放牧下の草の反応等、草と家畜とのかかわり合いについては、いくつかの新しい知見が報告され、と

の分野はとくに特別分科会として、まとまった論議がなされた。

一般講演の発表は二つの方法すなわち口頭発表(従来一般に行われてきたように、壇上に立って報

告する方式〉とポスタ一発表(1. 8 m四方のボードに図表をはりつけて、発表者と 1対 1もしくは少

数の参会者で討議する方式)で行われた。前者は、日英同時通訳付で発表時間は 1論文につき討論時

間を含めて 15分であり、後者は、 1会場lζ約 20のボードを用意し、通訳なしで、発表時間は 1時
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間30分であった。ポスター発表は、われわれ日本人にとっては、通訳がなしかっ従来なじみのう

すい発表方式で、一般的に前評判は悪かったけれども、論文数を消化するうえに止むを得ないもので

あった口しかし、実施してみると、総じて実に活発な論議が展開され 1時間 30分の予定を 1時間近

くも延長した会場も出るなど盛況であった。今後、日本草地学会の大会においても採用したらどうか

という意見も何人かの方から聞いた口検討に値することと考えられる。

注)とのポスタ一発表方式は、本年 12月に開催される北海道草地研究会で、一部採用される由で

ある。

3. ファーマーズフォーラム〈農業者の集い〉

農業者の集いは 29日の午後開催されたが、日本の草地畜産の現状について、海外からの注目が集

り、 250人が参加した。まず、日本の草地畜産全般について報告のあと、日本の酪農の代表として、

草地酪農の芳賀信一氏(北海道〉畑地酪農、都市近郊型酪農について、それぞれの代表がその概要を

報告したロつづいて日本独特の公共育成牧場の役割と現状について、安い牛肉づくりの代表として北

上山地の急傾斜地を利用した日本短角種の特性と飼料について、さらに世界最高級の神戸牛生産の秘

訣についてそれぞれ発表があり、乳牛の健康管理、 ミネラノレバランス、土地利用問題、肉質と飼料の

関係等について活発な討論がなされた。欧米とし、また、ラテンアメリカやアジア諸地域とも異なる

独自の形態で努力して、高い生産をあげて来た日本の牛飼いが、海外からの参加者に深い感銘を与え

たようである。

4. 商業及び学術展示

商業及び学術展示は 2 8日と 2 9日にイベントホーノレで行われ、延 950人が参加した口草地、畜

産、稲作lと関連する、最先端の機械、分析・計測機器、資材、種菌、書籍などが展示され、とくに最

新の小型機械に人気が集中した。また、日本の草地を紹介するパネル展示、ビデオも上映され、参加

者全員に「日本の草地Jの美しいカラー写真集が配布された。

5. 会期中の現地見学等

会議期間中の現地見学は 2 7日及び 28日の両日、滋賀県の大中の湖の大規模肉生産基地で行われ

1 84名が参加して農協の活動、複合農業(肉用牛と稲作)、飼料づくり、糞尿処理等をめぐり活発

な質疑討論が展開された。

同伴者のためのプログラムも設定され、 26日は大徳寺、銀閣寺、西芳寺等の庭園巡りと、お茶と

お花の実習が行われ、 2 9日は日本伝統文化探訪で、清水焼や天ぷら料理、琴と抹茶等の実習が行わ

れ、 2日間で 180名が参加し好評を博した。

6. その他の催;し

大会初日の特別講演終了後に歓迎レセプションが、 30日の午後 6時からはパンケットが、それぞ

れ聞かれ、約 700人が参加した。各国の歌や踊りも披露され、盛大な国際交流の場となった。
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最終日の 31日午後 1時から IGCの総会とそれに引き続いて閉会式が行われた。本大会の経過等

の概要および、講演のハイライトの報告、新しい IGC継続委員の紹介と委員長に就任した日本の真木

代表の挨拶、次回 1989年の開催国フランス代表の歓迎の挨拶、草地農業をより強力に推進するため

の協力を世界各国政府、機関に要請する「国際草地学会議・京都アピーノレ・ 1985 Jの採択、 3名

の代表(インドネシア、エチオピ了、米国〉による今回の IGCの印象報告等があり、最後に仁木会

長の閉会挨拶があって、第 15回 IGCの幕を閉じた。

会議終了後、北海道、東北・関東、中園、九州の 4コースに分れて、現地見学旅行(ポスト コン

グレス ツアー〉が実施され、 1 76名が参加し好評の中に無事終了した。(北海道ツアーの概要に

ついては、本誌別項を参照のとと)

会議の概要は、以上のとおりであって、得られた成果は、いろいろ挙げるととが出来ようロその中

でも、とくに強調したいのは、国際間のコミュニケーションの活性化であり 1 0月4日に開催され

たIGC最終幹事会資料の報告書の中で事務局はつぎのように要約した。

会議の参加者は、第一線の研究者は勿論、研究行政や管理を進める立場の人達、学生、すでに第一

線を退ぞいたとの道の先輩達、フランスやニュージーランドの畜産農家の方々といるように、極めて

多様であった。種々のIJ集会やロビーにおいて、普段は接することのできない国や立場の人々の間で

愉快で、かっ熱のともった会話が交された。特に、わが国の若い、多くの研究者にとっては、との会議

は誠に見逃すととのできない、第一線の研究者の講演と会話に接するととのできた貴重な機会であっ

た、との刺激は今後の日本における草地の研究に大きく寄与するととであろう。

なお、会議の一議事録(プロシーディングス〉は、本年 12月中に刊行するととを努力目標として、

編集委員会が作業中であり、出来次第参加者に配布される。 IGCの財政については、議事録の出版

という大口の支出が残とっているとともあって、まだ決算の詳細は報告されていないが、何とか赤字

を出さずに済みそうな状況と聞いている。とのように、 IGCが、万事うまく運営できたのは、草地

関係研究者のど努力は云うまでもないが、関係各位の絶大など協力とど援助の賜であり、組織委員の

1人として、末筆ながら各位に、心からお礼を申しあげ、概要報告の筆を摘くととにする。

(川端習太郎、 IGC講演小委員長)
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北海道草地研究会報(必~1~19) 総目次

北海道草地研究会報第 1号(昭42.11.) 
凡例号(頁)

1. 犬飼正吉・杉村幸一・柴田 勇・高野定郎・大原久友:十勝山麓北落合地区開拓地における草

地造成試験について(5 ) 

2. 桐田三好・河津政武・川向 勲・金川博光:国営十勝中部地区大規模草地造成に関する報告(5 ) 

3. 林 満・片岡健治・小梁川忠士:組粒火山灰地における牧草の肥培管理

(1) 造成段階と維持段階における施肥管理法(6 ) 

4 林 満・片岡健治・小梁川忠士:粗粒火山灰地における牧草の肥培管理

(2) 組粒火山灰地における降水に伴う肥料の流亡(7 ) 

5 相田隆男:牧草の重量分布からみた刈取り高さが収穫量に及ぼす影響について (8) 

6. 奥村純一・平島利昭・袴田共之・能勢 公:不耕起造成草地における秋播限界(9 ) 

7. 喜多富美治・新関 稔:ア lレプア/レブァの貯蔵養分推移と再生との関係について(10 ) 

8 大塚良美・沼辺正一郎・高野定郎:牧草地における宿根d性雑草処理試験について(11 ) 

9 難波直樹・高野信雄・鈴木慎二郎・山下良弘:放牧利用強度が放牧家畜と草生に及ぼす影響

第 1報 放牧初年目における強度が牧養力および草生に及ぼす影響(12 ) 

10. 三股正年・平山秀介・浅原敬二・上出 純・沢田嘉昭:蹄耕法による草地造成利用試験

第 1報 草地簡易造成時におけるめん羊の野草種別晴好性(13 ) 

11. 雑賀 優・宮谷内留行・石井力男:オーチヤードグラス品種聞にみられる採食量の差異につい

て(1 3 ) 

12. 大森昭治・小塩 栄・千田 勉・田辺安一:エンνレージハーベスターによる乾草調製につい

て(第 1報)( 14 ) 

13. 鈴木慎二郎:乾草品質に影響を及ぼす各種要因の解析に関する試験

第2報 牧草の水中浸漬による成分の溶脱について(15 ) 

14. 西 勲:草サイレージの簡易調製に関する調査研究(16) 

15. 大森昭治・小塩栄・千田 勉・田辺安一:へイベーラーによるサイレージ調製について(第

1報)(18) 

16. 高野信雄・山下良弘・難波直樹・鈴木慎二郎:草サイレージ品質に及ぼす各種要因の解析に関

する研究 第 1報 サイロ規模がサイレージ品質、消化率および養分回収率に及ぼす影響

について(19 ) 

17. 高野信雄・山下良弘・難波直樹・鈴木慎二郎:草サイレージ品質に及ぼす各種要因の解析に関

する研究 第 2報 刈取期別サイレージの品質、消化率ならびに乳牛の採食量に及ぼす影

響(1 9 ) 

18 坂東 健・鳶野保:原料草の水分含量、無細切および添加物がサイレージの醸酵過程に及ぼ

す影響について (20)
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19. 宮沢香春・木原義正・木戸賢治・相田隆男:草地型酪農経営の確立に関する研究

第 1報 乳牛規模と草地利用との関係(21 ) 

20. 宮沢香春:公共草地の経営管理に関する研究

第 1報公共草地の経営収支不均衡対策lヒついて (22)

21. 高野定郎:北海道における常習的冷災害地帯における牧草生産とその利用状況について(23) 

22. 山本為雄:コーン殻穂増加を目的とした普及と研究の経過 (24)

北海道草地研究会報第 4号(昭 45.3 ) 

1. 三浦悟楼・兼子達夫・寺栖喜久男:いね科放牧型品種の特性調査(sI ) 

刈取高さと再生(茎数、伸長)の関係 (35)

2. 三浦悟楼・松原 守・松井道子:いね科放牧型品種の特性調査 (N ) 

採食部位及び季節による含糖分の差異 (36)

3. 兼子達夫・山下太郎・上原昭雄:西洋芝草の草種、品種の数種特性について(37) 

4. 脇本 隆・大口勝啓:チモシー・オーチヤードグラスの草種間競合に関する試験例(予報)(38) 

5. 湯原 巌:造成草地および未墾地における線虫生息相(41 ) 

6. 尾崎政春 a 土屋貞夫:根ま111地方に発生するマメ科牧草の病害 (42)

7. 土屋貞夫・尾崎政春:根釧地方におけるアカクローパ黒葉枯病の発生生態と被害実態について(43)

8. 柴田 勇・大原久友・高野定郎・平尾 章・犬飼正吉:高冷火山灰地に於ける草地造成に関す

る研究(45) 

9. 高畑滋・早川康夫:不耕起草地造成に関する研究(N ) 

追播種子の吸水特性について (46)

10 村山三郎・高杉成道・野口正昭・宮森 孝:不耕起法を中心とした草地造成法の比較(47)

11.村山三郎・高杉成道・野原正治・宮森孝:蹄耕法における造成年の放牧頻度が植生・収量に

およぽす影響 (48)

12. 宮沢香春・木原義正:天北地域の酪農展開に伴う土地主利用の変遷 (50)

13. 米内山昭和・大沼 昭・小林道臣・斉藤恵二:公共草地預託農家の意識について(51 ) 

14. 鈴木慎二郎:放牧利用率等の実態について(52) 

15. 吉田 悟:草量および滞牧日数の違いが採食量、採食速度におよぽす影響 (52)

16. 蒔田秀夫・岸美司・牧野清一:乳用子牛の早期集団放牧育成法に関する試験

第 3報 イネ科・マメ科植生比率の違いが早期放牧子牛の発育および健康状態におよぽす

影響(予報)(53) 

17. 伊藤巌:放牧家畜生体におよぽす環境温度の影響(54)

18. 宮下昭光・早川康夫:公共草地における輪換放牧法の研究

早春放牧開始の季節生産調制効果(55) 

19. 佐藤康夫・早川康夫:公共草地における放牧草地の車時管理 適正草丈の季節別変遷 (56)
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20 鳶野保・小倉紀美:粗飼料の飼料価値評価法に関する試験

第 7報 根室地方産乾草および牧草サイレージの飼料成分表(56) 

21. 高野信雄・山下良弘・山崎昭夫・鈴木慎二郎:草サイレージの品質に及ぼす各種要因の解析に

関する研究第 6報塔型サイロ lこ対する Vacuum方式の応用と効果(58) 

22. 高野信雄・山下良弘・山崎昭夫・鈴木慎二郎:サイロ型式とサイレージ品質及び養分回収率に

ついて (58)

23. 住吉正治:草サイレージの添加剤について(第 1.報 )(60) 

24・ 高野信雄・山下良弘・鈴木慎二郎・山崎昭夫・工藤吉夫・杉原敏弘:公共草地における乳用牛

の育成管理方式の改善に関する研究 第 l報 冬期間の飼料構造及び飼養方式と育成効果(61 ) 

25. 早川康夫・佐藤康夫:土壌改良資材としての熔燐の効果(63) 

26. 林 満・新田一彦:牧草の生育特J性に関する研究(第 5報〉 牧草の生育段階(刈取草高)

を異にした場合の生産性 その1. イネ科牧草(64) 

27. 能勢 公・平島利昭:放牧用牧草(単葉〉の時期別同化量について(65) 

28. 石栗敏機・田辺安一:牧草収量の電気的測定方法について(予報)(66) 

29. 大森昭治:牧草堆積用シート保持用具考察について (66)

30.、坂東 健:フレイノレ型フオレージハーベスター利用による乾草調製試験 (68)

31. 大森昭治:牧草収穫機械体系の青刈玉萄黍収穫への応用について(69) 

北海道草地研究会報第 5号(昭46.2)

1. 雑賀 優・川端習太郎・後藤寛治:放牧地におけるオーチヤードグラス主要品種の特性(9 ) 

2. 川端習太郎・雑賀 優・後藤寛治:季節生産d性を異にするオーチヤードグラス 2品種を混播し

たときの生産力(11 ) 

3. 兼子達夫・山下太郎・上原昭雄・松井道子:オーチヤードグラス 24品種の多国刈りに関する

研究(14 ) 

4. 雑賀 優・川端習太郎・鈴木 茂・阿部二朗:オーチヤードグラス品種聞にみられる採食率の

差異(17) 

5. 脇本 隆・堤 J 光昭:チモシ一個体の飼料価値に関する諸形質の相互関係(19 ) 

6 林 満・新田一彦:光の強度に対する牧草の生育反応の草種間比較(牧草の生育特'性に関す

る研究)(20) 

7. 大原洋一:アノレファノレファの初期生育の要因解析に関する研究(第 1報)温度の変化が乾物生

産および若干の飼料成分に及ぼす影響 (24)

8・ 丸山純孝・高倉雄二・佃 忠雄・福永和男・大原久友:栽培密度を異にする豆科牧草の生長解

析 (25)

9 奥村純一・大崎亥佐雄・関口久雄:草地造成時における燐酸施用に関する一考察 (25)

10. 片岡健治・新田一彦:アノレファノレファに対する石灰施用効果について (26)
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11. 片岡健治・新田一彦:アルファノレファ初年目草地における雑草処理の影響 (29)

12. 大森昭治・福井孝作・小林道臣:融雪剤による草地融雪促進効果の検討(31 ) 

13. 小倉紀美:生育時期別 2番草サイレージの品質と乳牛飼養効果(33) 

14. 山下良弘・山崎昭夫・佐々木博:細切および無切断サイレージの発酵に及ぼす草汁、水添加、

排気処理の影響 (34)'

15. 兼子達夫・松原 守・山下太郎・上原昭雄・安部道夫・岡田 良:ハイシュガーコーン HS50 

に関する試験 (1) HS 50の生育特性と収量(36) 

16. 高野信雄・山下良弘・山崎昭夫・三上 昇:草類の品質評価法に関する研究(第 1報)人工胃

法による消化率の測定について (38)

17. 山下良弘・三上 昇・鈴木慎二郎・高野信雄:刈取り時期が草類の外観および栄養価に及ぼす

影響(第 3報〉チモシ一、アカクローパについて(39) 

18 坂東 健・金曾常治:フォレージハーベスター利用による青刈り給与方式に関する試験(第 2

報)青刈り草の番草別生育日数別消化率(4 1 ) 

19. 小倉紀美・鳶野 保:粗飼料の飼料価値評価、法に関する試，験(第 8報〉生育日数および飼料成

分による乾草の可消化養分含有率推定法 (42)

20. 高野信雄・鈴木慎二郎・山下良弘・三上 昇:乾草調製技術の改善に関する研究(第 6報)防

パイ・防腐剤添加による高水分乾草の貯蔵効果とその品質、消化率および乾物回収率につ

いて (43)

21. 鈴木慎二郎・高野信雄・山下良弘・山崎昭夫:晩秋用放牧地の草質と育成牛の発育 (45) 

22. 佐藤康夫.Foggageの時期別質、量的変化について (46)

23. 高畑 滋:空中写真より判読した放牧草地の植生むらについて (48)

24 蒔田秀夫・前橋春之:乳用子牛の早期集団放牧育成法に関する試験(第 5報〉早令放牧子牛に

対する濃厚飼料の給与方法が発育におよぽす影響 (49)

25. 早川康夫:飢餓放牧におけるワラビ採食(51 ) 

26. 宮下昭光:乾草による肉牛の雪中屋外飼育と放牧による回復(5 1 ) 

北海道草地研究会報第 6号(昭日 2) 

1. 川端習太郎:秋率の最終刈取り日の差異に対するオーチヤードグラス品種の反応(17) 

2. 雑賀 優:オーチヤードグラス品種にみられる採食率と成分含量の関係 (20)

3. 植田精一・筒井佐喜雄・樋口誠一郎・古谷政道:イネ科牧草における雪腐病被害の草種・品種

間差異と諸形質の関係 (23)

4. 真木芳助・佐藤博保・早川力夫:酸性土壌におけるアルファノレファ品質と根粒菌の反応につい

て(26) 

5. 片岡健治・沢田泰男:アノレファノレファの雑草対策について (27)

6. 花田 勉:ウリハムシモドキ幼虫の被害がラジノクローパの初期生育に与える影響(32) 

-54-



7. 林 満・沢田泰男:草地の永続確収のための肥培管理、異なる施肥配分による生産性の推移(35) 

8. 奥村純一・大崎亥佐雄・関口久雄・坂本宣崇・山神正弘・児玉兼吉・斉藤利夫:浜頓別町一円

の草地に対する現地施肥試験から得られた問題点

第 1報担当農家の聴取り調査と牧草収量 (38)

9. 安部道夫・松原 守・兼子達夫:いね科主要草種の全糖、組脂肪、組リグニン成分 (39)

10. 石栗敏機:同一採草地から乾草調製した 1、 2および 3番刈オーチヤードグラスとオーチャー

ドグラス主体混播牧草の飼料価値について(42) 

11. 小倉紀美・鳶野保:組飼料の飼料価値評価法に関する試験

第 10報生育時 期別 2番乾草の飼料価値とその栄養価査定法(45)

12. 吉田 悟・鳶野保:根室地方の放牧草利用における草量、草丈、飼料成分の時期的変化 (47)

13. 中川忠昭・水島俊一・鳶野保:反趨家畜による放牧草の利用に関する試験

一牧草の連続刈取り給与による消化試験ー(50) 

14 早川康夫・宮下昭光:放牧牛のワラビ採食(52) 

15. 宮下昭光・早川康夫:ラジノクローパとイネ科草地の肉牛と搾乳牛の放牧効果(54) 

16. 佐藤康夫:放牧期間延長に関する研究

第 2報 晩秋に伸長する草種を用いた放牧試験(57) 

17. 吉田 亨・藤井義昭・小林信也・赤石宏昭:耕転が牧草生育に及ぼすこ、三の影響について (60)

18 大森昭治:放牧地の排糞処理用具(パスチャーハロー〉の考案例(60) 

19. 高畑 滋:大縮尺空中写真を利用した株化現象の測定(63) 

北海道草地研究会報第 7号(昭 48.2)

1. 楢崎 昇・安宅一夫・大島安友:サイレージの品質におよぽす窒素施肥および糖密飼料添加の

影響(14 ) 

2. 箭原信男:高水分アノレファノレアァのサイレージ調製における蟻酸添加効果(1 7 ) 

3. 蒔田秀夫・小倉紀美・五十嵐義任・及川 寛:組飼料給与時における補助飼料添加の効果に関

する試験 第 2報 牧草サイレージ給与時におけるヘイウエファーの給与効果 (22)

4. 鳶野保・三上 昇:人工jレーメンおよび中性デタージェント抽出処理による乾物 cwc消化

率の再現性について (25)

5. 小竹森訓央・新沼庄一・大木忠士・広瀬可恒:牛糞尿液肥散布が牧草の生育収量に及ぼす影響

肥料 3要素成分の出納(29) 

6. 能勢 公・平島刺昭:放牧草地におけるマメ科率抑圧現地実証試験(32) 

7 奥村純一・大崎亥佐雄・関口久雄・坂本宣崇・山神正弘・渡辺正雄:砂圧ポドソノレに立地する

草地について(34) 

8. 央村純一・大崎亥佐雄・関口久雄 a 坂本宣崇・山神正弘・長江幸一・安孫子茂・斉藤利雄:浜

頓別村一円の草地に対する現地施肥試験から得られた問題点(38) 
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第 2報 土壌の理化学性と牧草収量(38) 

9 山本紳朗・鈴木慎二郎・沢村 浩:晩秋用放牧草地の準備時期と草の栄養価・採食性について(4 1 ) 

10. 吉田 倍:放牧強度の差が草地の利用率および乳牛の採食量、採食速度におよぽす影響 (45)

11. 佐久間智工・上出 純・沢田嘉昭:めん羊と牛の組合せ放牧に関する研究

3. 放牧強度と増体量の関係におけるめん羊と黒毛和種牛の相違(48)

12. 佐久間智工・上出 純・沢田嘉昭:めん羊と牛の組合せ放牧に関する研究

4 放牧家畜を異にする草地植生の季節ならびに年次推移の比較(51 ) 

13. 佐藤康夫:放牧草地における施肥と家畜の採食行動

第 2報燐酸追肥と家畜の採食(53) 

14. 高畑 滋:リモートセンシングによる草地植生の判読

第 2報 赤外カラー写真による草地植生の判読 (57)

15. 早川康夫:放牧草地の生態学的管理の研究、モンスーン気候帯における Overgr az ing の草地

と家畜への影響(59) 

16. 湯原 巌:自然、シパ草地に発生する土壌線虫について(62) 

17. 脇本隆・吉良賢二:チモシーの個体変動に及ぼす集団密度の影響 (64)

18 脇本隆・堤光昭:牧草類のメIj取回次による栄養性の推移 (66)

19. 上原昭雄・安部道夫・松原 守・山下太郎・兼子達夫:ペレニアノレライグラス 2n及び 4n品

種の収量と成分含有率(69) 

20. 長谷川春夫・金子幸司:サイレージ用トウモロコシの密植栽培試験(73)

北海道草地研究会報第 8号(昭級 3)

1. 早川康夫:放牧群中における分娩牛と幼牛の行動(1 6 ) 

2. 宮下昭光:イネ科、マメ科草地における晴乳子牛の放牧について(1 7 ) 

3 榎本博司:糞尿処理時間調査結果の考察 (20)

4 山崎昭夫・山下良弘:スチーjレ気密サイロの循環利用方式に関する研究

第 1報 気密サイロの気相状態、サイレージ品質に及ぼす詰込み、取り出し条件の影響(23) 

5. 山下良弘・山崎昭夫:サイレージの 2次発酵機序の解析とその防止

第 2報変敗の進み方とその抑制(24)

6. 小倉紀美・坂東健・蒔田秀夫・中川忠明・吉田 悟:粗飼料の可消化養分含量推定法の検討

再生草への応用を中心として (26)

7. 鳶野保・三上昇・山下良弘・山崎昭夫・三股正年:流通組飼料の規格および等級の設定方

式に関する調査研究 第 l報北海道産流通梱包乾草の品質と飼料価値(31 ) 

8 蒔田秀夫・佐々木厚仁・五十嵐義任:搾乳牛に対するへイウエフアーの給与効果、配合飼料の

代替試験(予報)(35) 

9. 蒔田秀夫・五十嵐義任・小倉紀美:組飼料給与時における補助飼料添加の効果に関する試験
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第 3報 牧草サイレージ給与時におけるヘイウエフア一、相包乾草、乳牛用配合飼料の給

与効果 (37)

10 野 英二・楢崎 昇・安宅一夫:サイレージの発酵的品質におよぽす窒素施肥レベルと添加物

の影響について(39 ) 

11. 安宅一夫・楢崎 昇・野 英二:サイレージ発酵における硝酸塩の消長に関する研究(42)

12. 大森昭治・福井孝作:こん包乾草運搬用グラスボードの試作(46) 

13. 大森昭治・丸矢義徳農牧道補修用ストーンレーキの試作(49)

14 大森昭治・福井孝作:ウインドロー被覆用長尺ビ、ニーノレシート保定具の試作(53) 

15. 原田 勇:Alfalfaの3cul tivars の生育に対する温度の影響(57) 

16. 片岡健治:アノレファノレファの生育と土壌水分条件についての一考察(6 1 ) 

17. 荒木 博・雑賀 優:オーチヤードグラスおよび卜ーノレフェスク種子の休眠打破に関する研究

(予報)(64) 

18. 樋口誠一郎・植田精一・古谷政道・筒井佐喜雄:チモシー植物体における含水率の変異と選抜(66) 

19. 阿部二朗・荒木 博・川端習太郎:ォーチヤードグラス晩秋草地における分けっ数、地上および

地下部重の品種間変異(70) 

20. 雑賀 優・川端習太郎:出穂期前後の消化率推移にみられるオーチヤードグラスの品種間変異(72) 

21. 脇本隆:草種試験区における雑草の混生傾向 (74)

22. 坂本宣崇・奥村純一:多肥栽培草地において最終刈取り時期が翌春収量に及ぼす影響(77) 

23. 平島利昭・袴田共之・能代昌雄・能勢 公:冬枯れ草地の実態調査について、 48年春、中標

津町計根別の事例(79 ) 

24. 能代昌雄・平島利昭:極寒冷地域における放牧草地の生産性とその管理法

第 10報 初年目牧草の越冬性におよぽす造成時の厩肥施用効果 (84)

25. 沢村 浩・楢山忠士:オーチヤードグラス(キタミドリ)、 卜ーノレフェスク(ホクリョウ、ヤ

マナミ)の放牧噌好d性について (86)

26. 佐藤康夫:放牧草地の施肥と家畜の採食

第 3報石灰追肥と採食行動 (88)

27. 高畑 滋:マルチスペク卜ノレ写真による大野町営牧野の植生判読(9 1 ) 

北海道草地研究会報第 9号(昭 50.5)

1.脇本 隆・吉良賢二・堤 光昭:混播草地の草種構成l乙及ぼす草種組合せおよび施肥量の影響(20)

2. 大村邦男・赤城仰哉:根釧火山灰草地の施肥法改善

第 1報 根室管内における土壌と牧草の無機組成の実態について(23) 

3. 脇本 隆・堤 光昭・吉良賢二:チモシーの草収量に対する刈取法と施肥法の影響 (24)

4. 居島正樹・村上馨・嶋田 徹:マメ科牧草の永続性に関する研究

I アカクローパおよびシロクローパの永続性(27)

-57 



5. 嶋田 徹・村上馨・居島正樹:マメ科牧草の永続性に関する研究

E 分枝体系からみたアノレファノレファおよびスィ一卜クローパの永続性(29) 

6. 手塚光明・古明地通孝:天北地方におけるべレニアノレライグテス品種の適応性に関する研究

第 1報冬損程度とその変異(30) 

7. 手塚光明・古明地通孝:天北地方におけるべレニアノレライグラス品種の適応性に関する研究

第 2報 冬損程度と収量の季節的特t性について(34) 

8. 能勢 公・平島利昭:新植造林地における放牧草地の造成と管理

第 2報 牧草生育に及ぼす植体仁の遮へいの影響(36) 

9. 山神正弘・大崎亥佐雄・央村純一・佐藤辰四郎・坂本宣崇:天北地方における alfalfa草地の

造成管理 第 1報 Stand確保と耕鋤法の関係(38) 

10. 山下太郎・谷本孝一・兼子達夫:臨海工業地帯における芝生植生定着試験

第 1報異なる土壌処理条件下での草種の定着状況について(41 ) 

11. 能代昌雄・平島利昭:極寒冷地域における放牧草地の生産性とその管理法

第 11報 採草地の晩秋放牧利用が翌春の産草量に与える影響 (43)

12. 下出 純・古明地通孝:天北地方における造成初期のアノレファ jレファ生育におよぽす雑草の影

響 第 1報 播種当年における雑草の種類・密度量とアノレファノレファ生育 (45)

13. 西 勲・大塚良美:牧草の宿根性雑草(フキ)に対するアシュラム処理について (49)

14. 鈴木慎二郎・楢山忠士:コウリンタンポポの生態的特性に関する研究

第 1報 北海道内での分布と草地における草生状況(53) 

15. 高畑 滋:撮影高度を異にするマルチスベクトノレ写真の判読について(56) 

16. 山本秀樹・朝日敏光・菊地秀利・安宅一夫・楢崎 昇:野外における牧草・飼料作物のN03-

N含量簡易測定法について (58)

17. 安宅一夫・楢崎 昇:オーチヤードグラスのN03-N含量におよぽす年次・季節および窒素施

肥 νベノレの影響について(60) 

18. 近藤秀雄・原模 紀:牧草体内におけるミネラノレ含量の草種間差異と石灰施用量の影響 (62)

19. 吉田 悟・及川 寛:放牧草の垂直部位別飼料成分および乾物消化率(65) 

20. 五十嵐義任・蒔田秀夫・伊藤鉄太郎:生草給与期における濃厚飼料の給与水準の違いが、乳牛

の産乳量・乳組成ならびに体重変化に及ぼす影響(68) 

21.大森昭治・福井孝作・渡辺 寛・吉田 悟・住吉正次・玉木哲夫・熊切 隆・丸矢政雄:ピッ

クベーラ(ローjレ式)の特』性について(予報)(70) 

22. 鳶野保・三上昇:流通組飼料の等級お上び規格の設定方式に関する研究

第 2報 北海道産へイキュープについて (73)

23. 楢崎 昇・安宅一夫:アノレファノレファおよびオーチヤードグラスに対するギ酸の添加がサイレ

ージの品質ならびに利用性におよぽす影響(75) 

24 山下良弘・山崎昭夫:サイレージの 2次発酵機序の解析とその防止
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第 3報 2次発酵の誘発と抑制の条件(77)

25. 宮下昭光:トランスミッターによる放牧家畜の行動調査について (79) 

26 早川康夫:晴乳時に放牧させた子牛の行動 (82)

27. 佐藤康夫:石灰追施肥における家畜の採食行動(84) 

28 渡辺正雄・村田正員Ij・吉田寿一・奥村純一・大崎亥佐雄:草地に対するし尿処理廃液の利用に

関する検討(予報)し尿処理廃液の散布と放牧牛の行動 (86)

29. 坂本宣崇・奥村純一・石坂光男・河島治夫・高瀬正美・大戸昌雄:草地に対する施肥法の比較(89) 

北海道草地研究会報第 10号(昭 51.2 ) 

し 島田章生・美濃羊輔:刈取高さがチモシー球茎中の貯蔵炭水化物および加水分解酵素におよぽ

す影響(43) 

2 大曲明子・美濃羊輔:チモシー球茎切片中における糖類分解酵素の合成におよぽす 2、 3の植

物ホノレモンの影響について(46) 

3. 中野長三郎・美濃羊輔:オーチヤードグラスの分けつについて(49) 

4. 古谷政道・植田精一・樋口誠一郎・筒井佐喜雄:チモシー草地の生産構造(53) 

5. 樋口誠一郎・植田精一:チモシーの個体における風乾率の推定について(56) 

6. 木村邦男・赤城仰哉:火山灰地の配持管理(第 2報)堆きゅう肥の施用効果について(59) 

7 大崎亥佐雄・奥村純一:経年草地の収量と土壌理学性(64 ) 

8 小松輝行・玉木哲夫・田辺安一・及川 寛:土壌凍結地帯の飼料作物に対する乳牛スラリーの

肥効に関する試験、とくに秋注入および春注入のちがいについて(66) 

9. 野田哲治・大堀信雄・北野 均・関口正雄・高野定郎:ポリシーノレ工法による新しい畜産施設

について(第 1報〉家畜の尿だめ槽(70) 

10. 能代昌雄・平島利昭・安達 篤:根釧地方における主要イネ科牧草の耐寒性(71 ) 

11. 安達 篤:牧草の越冬性(第 1報〉耐寒性の草種・品種間差異(74)

12. 安達 篤:牧草の越冬性(第 2報)雪腐大粒菌核病および雪腐小粒菌核病に対する草種・品種

の反応(76) 

13. 安達 篤・阿部二朗・古明地通孝・能代昌雄・平島利昭・西村格:牧草の越冬性(第 3報)

北海道主要気候帯における牧草の冬枯れとその要因に対する考察(78)

14 及川 寛・田辺安一・大原益博:十勝地方における雪腐病による牧草被害の異常発生

1. 気象の経過と被害との関連 (80)

15. 及川 寛・田辺安一・大原益博・山川政明:十勝地方における雪腐病による牧草被害の異常発

生 2. 土地条件及び草地造成後の経過年数などと被害との関連 (84)

16. 原田 勇・篠原功・浅倉貞男:Alfalfaの初期生育における N-吸収 Patternについて (88)

17. 赤城仰哉・山口 宏:根釧地方におけるアノレフアルファの栽培について(第 1報〉栽植方法の

相違による土壌凍結様式と凍上害の関連(9 1 ) 
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18 坂本宣崇・山神正弘・附す純一:天北地方におけるアノレファノレファ草地の造成管理(第 2報〉

播種および刈取りの時期と翌春収量 (94)

19. 下小路英男・古明地通孝:天北地方における造成初期のアノレファノレファ生育に及ぼす雑草の影

響(第 2報〉アノレファ jレファの Band seed ingと雑草競争について(97) 

20 竹田芳彦・村上馨・嶋田 徹:マメ科牧草の永続性に関する研究 Eアカクローパの根部お

よび冠部の崩壊(101 ) 

21. 嶋田 徹・村上 馨:マメ科牧草の永続性に関する研究 Wアノレファノレファの根部および冠部

形質の品種間差異(103) 

22. 上原泰樹・村上 馨・嶋田 徹:造成時における競合がアカクローパおよびアノレファノレファの

生育と個体密度におよぽす影響(105 ) 

23. 村山三郎・小坂進一・福田勝博:雑草の整理・生態学的防除に関する研究一遮光処理が雑草の

生育・体内成分におよぽす影響(108 ) 

24. 内村忠道・本間 久・早坂好:採種圃場における雑草の発生消長(110 ) 

25. 確井正行・西島 浩:十勝地方においてアノレブアノレファを訪花するハナパチ類について(11 3 ) 

26. 朝日敏光・楢崎 昇・安宅一夫:イオン電極による牧草のN03-N測定法について(11 5 ) 

27 前田善夫・伊藤憲治・扇 勉・伊東季春・谷口隆一:窒素多肥放牧地における牧草中の硝酸

態窒素および羊血液中メトヘモグロビンについて(119 ) 

28. 安宅一夫・名久井忠・櫛引英男・阿部 亮:とうもろこしのN03-N含量におよぽす品種・刈

取時期・部位およびサイレージ化の影響 (122)

29. 石栗敏機:十勝地方におけるイネ科牧草の刈取りスケジューjレと飼料価値(124 ) 

30. 坂東健・佐野信一・五十嵐義任・城 毅:ブォレージハーベスター利用による青刈給与方

式に関する試験 W草地の晩和じ利用時における青刈給与と放牧刺用方式の比較(128 ) 

31. 名久井忠・岩崎 薫・早川政市:窒素源添加とうもろこしサイレージの緬羊による窒素代謝に

ついて (130)

32. 北守 勉・藤田 保・折田芳明:サイレージ添加剤の利用法および効果に関する試験一試験1.

蟻酸添加による牧羊の効率的利用法の検討(予報〉添加蟻酸によるサイレージ品質におよ

ぽす影響(133 ) 

33. 北守勉・藤田 保・折目芳明:サイレージ添加剤の利用法および効果に関する試験一試験 2.

プロピオン酸添加による牧羊の効率的利用法の検討(予報〉添加プロピオン酸のサイレー

ジ品質におよぽす影響(1 36) 

34. 楢崎 昇・安宅一夫:オーチヤードグラスに対する蟻酸および乳酸の添加がサイレージの品質

ならびに利用性におよぽす影響(139 ) 

35. 楢山忠士・鈴木慎二郎:輪換放牧牛の移牧後における体重変化について(141 ) 

36. 沢村 浩・楢山忠志:放牧牛の日没後の採食行動について一暗視装置による観察例(144 ) 

37. 大森昭治・松田隆須:牧柵代用としての立木利用法について (146)
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38. 上出 純・藤田 保・折目芳明・千田 勉:乾草調製法に関する試験予報有機酸添加による乾

草調製法についての 2、 3の知見(150 ) 

39. 吉田則人・岡本明治・安宅一夫・楢崎 昇:水平型サイロによる大規模調製サイレージの特性

1. 刈取時期別サイレージの品質と栄養価 (153)

40. 吉田則人・岡本明治:スチーノレ気密サイロによるデン卜コーンサイレージの調製と飼料価値に

関する研究第 1報 降霜がデン卜コーンサイレージの発酵品質とサイロ内の温度変化に

及ぼす影響(1 56) 

北海道草地研究会報第 11号(昭 52.2)

1. 丸山純孝:帯広における Orchardgrass分げつの発生消長と草地生産(26) 

2 中山修一・田村 哲・柴田弘行・丸山純孝・福永和男:人工草地の植生の動態(28) 

3. 杉信賢一・島貫忠幸・佐久間勉・荒木隆男・真木芳助:アノレファノレファ炭痘病感受性に対する

品種・系統間差と選抜効果(3 1 ) 

4. 松浦正宏・早川力男・真木芳助:アカクローパ採種量の年次問、地域間変動と気象要因(34) 

5. 手塚光明:天北地方におけるべレニアノレライグラス品種の適応性に関する研究

第 3報最終刈取り時期と翌年の冬損の関係について(38) 

6 能代昌雄・平島利昭:根釧地方におけるオーチヤードグラス草地の冬枯れ対策(41 ) 

7. 小松輝行・山川政明・田辺安一・住吉正次:十勝地方における雪腐病による牧草病害の異常発

生(第 3報〉異常発生以後のオーチヤードグラス優占草地の生育動向と若干の問題点につ

いて (44)

8. 美濃羊輔:チモシ一斑点病菌 Cladosporiumphlei によるフノレク卜サン代謝(47) 

9. 原田 勇・篠原功・村上良夫.Pot s栽培牧草の温度変化(g r 0 w t h c h a mb e r )に伴う

anions吸収競合について(49) 

10. 林 満:牧草の水要求とかん水効果(第 1報)牧草の要水量(5 1 ) 

11. 林 満:牧草の水要求とかん水効果(第 2報)牧草に対するかん水効果(54) 

12. 片岡健治・原横 紀:アノレファノレファ lζ対する根粒菌の接種法とその効果(58) 

13. 上出 純:アノレファノレファの生育過程における葉部割合の保持ならびに栄養収量の推移につい

て(61 ) 

14. 坂本宣崇・奥村純一:天北地方におけるアルファノレファの造成管理

第 3報 Cutting schedulesに関する一考察(65) 

15. 吉沢 晃・中山修一・丸山純孝・福永和男:播種時期を異にしたアノレファノレファ草地における

雑草の影響(68 ) 

16. 吉岡真一・田中武雄・石井力男・早坂好. 5草種の無機物組成に及ぼす牛ふん尿施用の影響(71 ) 

17. 小松輝行・玉木哲夫・田辺安一・大森昭治:北海道畑酪地帯における乳牛スラリーの合理的還

元法確立に関する研究(第 1報)草地への還元法を異にしたスラリーの連用効果(第 1年
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目〉について (74)

18. 小松輝行・玉木哲夫・田辺安一・大森昭治:北海道畑酪地帯における乳牛スラリーの合理的還

元法確立に関する研究(第 2報〉施用レベルを異にして作土注入されたスラリーの OG優

占草地に対する連用効果について(2年固まで)(76) 

19. 小松輝行・玉木哲夫・田辺安一・大森昭治:北海道畑酪地帯における乳牛スラリーの合理的還

元法確立に関する研究(第 3報〉干ばつ年におけるスラリーのデントコーン(へイゲンワ

セ)生育に及ぼす影響について(連用 2年目)(79) 

20. 大橋 忠・佐藤芳孝・田中繁男・谷口淳美・西村茂吉・菅原康臣・五十嵐竜夫・春日 朗'松

岡 賢・富田信夫:天北地域におけるトウモロコシ導入に関する試験 昭和 51年度(初年目〉

の生育概況 (82)

21. 沢田壮兵・小林仁司・源馬琢磨.~葉厚によるトウモロコシ葉面積の推定(84)

22. 源馬琢磨・沢田壮兵:草地更新としての Zero-tillage 1. エンバク (86)

23. 中野長三郎・美濃羊輔:刈取回数がイネ科混播牧草地の密度に及ぼす影響について (88)

24. 小阪進一・村山三郎・坂庭 勉:混播草地における草種の競合に関する研究(第 1報〉栽植密

度を異にした場合の混播草地における様相(91 ) 

25. 山神正弘・奥村純一:草地のフキ抑圧に対する葉切除の効果(93) 

26. 石栗敏機:空知地方におけるイネ科牧草の季節別の栄養価 (96)

27. 小倉紀実・石田 亨・阿部英昭:放牧型牧草の草種及び刈取回次別無機成分含量 (98)

28. 石田 亨・蒔田秀夫・和泉康史・芳村 工:ギ酸添加サイレージに関する試験

I ギ酸添加が牧草サイレージの品質、消化率及び利用率に及ぼす影響(100 ) 

29. 蒔田秀夫・石田 亨・和泉康史・芳村 工:ギ酸添加サイレージに関する試験

E ギ酸添加無添加サイレージ給与時における濃厚飼料の給与水準が、乳牛の体重変化、

乳量および乳組成に及ぼす影響 (104)

30. 石田康郎・安宅一夫・楢崎 昇・高橋清志:施肥がサイレージの発酵品質とその給与がメン羊

の生体l乙及ぼす影響(106 ) 

31.和泉康史・坂東 健・安宅一夫・楢崎 昇・吉田則人:高窒素施肥がサイレージの発酵品質l乙

およぽす影響。とくにNOa-N含量との関連について(108 ) 

32. 安宅一夫・楢崎 昇:サイレージの発酵品質におよぼす硝酸塩の効果 (109)

33. 矢野一男・安宅一夫・楢崎 昇・菊地政則・松井幸夫:サイレージの発酵におよぼす

Lactobacillus Plantarum接種の効果(112 ) 

34. 楢崎 昇・安宅一夫・菊地政員Ij.松井幸夫:有機酸添加サイレージの発酵的品質ならびに微生

物について(11 6 ) 

35. 名久井忠・岩崎 薫・早川政市:刈取期日および刈取回次別チモシーサイレージの栄養価につ

いて(118 ) 

36. 竹田純男・草薙睦雄・岡本明治・吉田則人:サイレージの調製と利用に関する研究
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2. 原料デントコーンの被霜がサイレージ品質・飼料価値・産乳に及ぼす影響(124 ) 

37 上出 純・藤田 保・折田芳明・千田 勉:乾草調製に関する試験(第一報)プロピオン酸添

加が乾草の保存ならびに採食性に与える影響について (128)

38. 藤田 保:成形乾草の調製利用法

I へイウエハー調製における原料供給草地の選択に関する 2、 3の知見(1 31 ) 

39. 藤田 保・千田 勉・上出 純:成形乾草の調製利用法

E 育成時における自然乾草・サイレージと供給されるへイウエハーの品質差違と補助効

果(134 ) 

40. 吉田 悟・清水良彦・丸矢政雄・熊切 隆・渡辺寛:肉用牛の大規模繁殖経営における集団

飼養技術に関する試験 I 肉用牛の行動 (3) 放牧時における母牛の採食行動(138 ) 

41. 清水良彦・吉田 悟・玉木哲夫・丸矢政雄・熊切 隆:肉用牛の大規模繁殖経営における集団

飼養技術に関する試験 2. Bi g B alerを中心とする粗飼料の調製 (2) 乾草収穫

作業(1 4 1 ) 

42 吉田則人・岡本明治・一条 茂・石川 潤・渡辺英雄:グラステタニ一様牛の各飼養期におけ

る飼料給与と血清成分について (144)

43. 沢田嘉昭・小原 勉:ペレニアノレライグラス・ラジノクローパー混播草地におけるめん羊と黒

毛和種牛の草種別利用率の相違(147 ) 

北海道草地研究会報第 12号(昭 53.3)

1. 察済天・本江昭夫・丸山科摩・福永和男:ォーチヤードグラスおよびラジノクローパーの初期

生育における根系発達について I 土壌水分の影響(25) 

2. 沢田壮兵・田辺 久:北方型イネ科牧草の花粉生産量(27) 

3. 嶋田 徹・村上 馨・古谷将・源馬琢磨・近堂祐弘:アノレファノレファ凍上害の発生機作(29)

4. 下小路英男・吉沢 晃・山木貞一:天北地方における造成初期のアノレファノレファ生育に及ぼす

雑草の影響第 3報雑草の種類と初期生育の関係について(31 ) 

5. 片岡健治:アノレファノレファの定着に対する土壌条件の影響 (34)

6. 奥村純一・坂本宣崇:天北地方におけるアノレファノレファの造成管理

第 4報 ノマー卜ナーとしてのイネ科牧草(37) 

7. 吉岡真一・村井信仁・中山修一・中野長三郎・美濃羊輔:海岸草地における土壌中のミネラノレ

含量と牧草および雑草によるその吸収について(40) 

8. 林 満:草地の永続確収のための肥培管理一きゅう肥施与による牧草生産と地力維持一(42)

9. 佐藤辰四郎・射す純一:草地土壌の特性解明

第 7報 排糞尿の有無と牧草生育に関する考察(47)

10. 近藤秀雄・原模紀:採草地に対する液状きゅう肥の施用効果(49)

11. 袴田共之・平島利昭・近藤正治:根釧地方における夏期のふん尿混合物施用効果について(54) 
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12. 原田 勇 ・篠原功・竹内実:Pots栽培牧草の温度変化 (Growth chamber) に伴う

an i ons吸収競合について(その 2) (56) 

13. 山本伸朗・美濃羊輔:刈取後におけるチモシー球茎中の糖類加水分解酵素の消長について (58)

14. 小阪進一・村上三郎・津田良伸:混播草地における草地の競合に関する研究

第 2報 燐酸施肥レベノレの相違が収量、草種構成に及ぼす影響(61 ) 

15. 折目芳明・藤田 保:天北地域における飼料生産とその刺用

第 1報 オホーツク沿岸地帯における飼料作物生産比較 昭和 52年度(初年目)(63) 

16. 手塚光明・山木貞一:天北地方におけるペレニアjレライグラス品種の適応性に関する研究

第 4報 根雪前の株の生理的並びに形態的特性と翌年の冬損の関係(66) 

17. 大橋 忠・佐藤芳孝・田中繁男・谷口淳美・西村茂吉・河田 隆・五十嵐竜男・永山 洋・春

日 朗・松岡 賢・富田信夫:天北地方におけるトウモロコシ導入に関する試験

1. 本年度の生育における環境要因(70)

18 木原義正:草地型酪農経営の負債償還力 (72)

19. 朝日敏光・吉田則人・岡本明治・ M.C.N.ジャスリヤ:スリランカにおける南方型牧草の飼

料価値(75) 

20. 吉田則人・岡本明治，赤石真人・岩田剛士・植松宏子・尾本 武・太田三郎:放牧草の消化性

について(77) 

21. 沢田嘉朗:めん羊放牧における草種を異にする草地の生産性および採食性 (80)

22. 能代昌雄・袴田共之・小関純一・松中照夫・平島利昭・能勢 公:根釧地方における放牧地の

管理方法が植生と採食性に及ぼす影響(83) 

23 藤田 保・折目芳明:放牧における家畜の牧草選択と利用法

放牧における育成牛の噌好牧草について (86)

24. 藤田 保・折目芳明:放牧における家畜の牧草選択と利用法

E 放牧用草種の生育ステージ進行に伴う採食性と利用効果 (89)

25. 吉田 悟・清水良彦・丸失政雄・熊切 隆:肉用牛の大規模繁殖経営における集団飼養技術に

関する試験 2. Big Balerを中心とする組飼料の調製 (3) 乾草調製時における

牧草水分の蒸散速度(92) 

26. 安宅一夫・楢崎 昇:サイレージにおける乳酸異性体含量について (96)

27. 中村弘明・菊地政則・安宅一夫・楢崎 昇・松井幸夫:サイレージのスターターとしての

Lactobacillus casei の効果について (97)

28. 重久一馬・石田康郎・安宅一夫・楢崎 昇:窒素、加里および苦士の多施用がサイレージの発

酵品質と消化率におよぽす影響(101 ) 

29. 楢崎 昇・安宅一夫・菊地政則・松井幸夫:窒素補足源として尿素、ブロイラー鶏糞を添加し

たとうもろこしサイレージの飼料的価値(1 0 3) 

30. 蒔田秀夫・石田 亨・和泉康史:早刈り牧草に対する蟻酸、プロピオン酸、ヘキサミン複合剤
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の添加がサイレージの品質、回収率ならびに飼料価値に及ぼす影響(106 ) 

31. 中村克己・藤田 保・折目芳明・上出 純:天北内陸地帯における乳成分(SNF )に関する

調査(109 ) 

32. 寺田康道:ヒマラヤ高地の自然草地について(11 2 ) 

33 中山修一・丸山純孝・福永和男:人工草地の植生動態

2. 放牧圧の異なる草地における各草種の分布について(11 5 ) 

34. 中山修一・丸山純孝・福永和男:人工草地の植生動態

3. 地形と植物群の動態(118 ) 

北海道草地研究会報第 13号(昭 54.6)

1. Perera Athuia、源馬琢磨:トウモロコシの収量構成要素におけるヘテロシス効果(31 ) 

2. 宮川 覚・源馬琢磨 .Coringによるトウモロコシ根系調査法(33) 

3. 橋爪 健・菱山和夫・都筑基子・上原昭雄・山下太郎:導入Ftとうもろこし品種(種子)の

低温発芽性について (35) 

4. 吉良賢二:とうもろこしの初期生育における Ageと低温との関係(37) 

5. 金川直人・藤岡幸助・納田 裕・木村正行・宮本正信:北部根室地域におけるサイレージ用と

うもろとし栽培の実績検討について (40)

6. 菊地富治・大橋忠・佐藤芳孝・西村茂吉・佐藤実・吉田慎治・河田 隆・永山 洋・松岡

賢・橋本孝信・富田信夫:天北地域における飼料用とうもろこし導入に関する試験

3. 宗谷管内における栽培適応区分と実態調査結果について (42)

7・ 野村 貞・伊東尚武:空知管内におけるアルフアルファ栽培の一事例(.46)

8. 脇本隆・田川雅一・北守 勉・佐竹芳世・中村克己・山崎 潤:道央地域におけるアノレファ

ノレファ刈取時期について (49) 

9. 下小路英男:マメ科牧草の維持管理 第一報 アノレファノレファの播種後年数と刈取時期(52) 

10. 片岡健治・原横 紀:アノレファノレファの根粒着生に関する 2、 3の知見(55) 

11. 細田尚次・五十嵐俊賢・上原昭雄・山下太郎:アカクローパの挿木増殖について(58) 

12. 山本紳朗・美濃羊輔:刈取後のオーチヤードグラス茎基部における糖類の消長について(60) 

13. 吉沢 晃・下小路英男:チモシーにおける秋の分げつ発生におよぽす刈取時期の影響 (63)

14. 能代昌雄・小関純一・平島利昭:放牧利用を前提とした場合のチモシ一品種の混播適性(67) 

15. 井戸沼忠博・美濃羊輔・酒井隆太郎:チモシ一斑点病菌 (Cladospriumphlei )が生産す

る色素Phleichrome の宿主葉 invertaseに対する作用について(69) 

16. 竹田芳彦・田辺安一:イネ科牧草の株形成に関する研究

1. 4種イネ科牧草の株の大きさの推移(72) 

17. 島本義也:ペレニアノレライグラスにおける生存株数と乾物収量の推移 (75)

-65-



18. 手塚光明:天北地方におけるペレニアjレライグラス品種の適応性に関する研究

第 5報播種年次における収量(77) 

19. 小松輝行・山川政明:Age を異にするオーチヤードグラス草地の冬枯れ反応について

ーとくに施肥形態との関係一 (80)

20. 井上直人・丸山純孝・福永和男:上ノ口八幡牧野の植生 (1)(84)

21. 亀田 孝・岡本明治・吉田則人:牧草におけるヒートダメージの影響について (89) 

22. 上出 純 2、 3の草種を用いた良質サイレージ調製期間の延長について (94)

23. 上出 純・折田芳明・千田 勉・藤田保:乾草調製に関する試験

第 2報 プロピオン酸添加適正水準と普及上の問題点 (98)

24. 松中照夫・三浦俊一:別海町における乾牧草の無機成分含量について(101 ) 

25 中村克己・藤田 保・上出 純・折目芳明:天北内陸地域における舎飼期の乳成分 (SNF)

に関する調査(104 ) 

26. 西部潤・及川 博・前田 亨・名久井忠・岩崎薫・早川政市:とうもろこしサイレージの

好気的変敗(二次発酵)に関する一考察(106 ) 

27. 佐藤文俊・名久井忠・岩崎 薫・早川政市:とうもろこしサイレージの夏期と冬期における発

酵品質の比較(109 ) 

28 名久井忠・岩崎 薫・早川政市:とうもろこしの品種・刈取時期別飼料成分の経時的変化(11 3) 

29. 堤 光昭:発酵によるとうもろこしの飼料価値査定(11 6 ) 

30. 坂東 健・出岡謙太郎:とうもろこしサイレージの切断長が乳牛による消化率に及ぼす影響

(予報)(119) 

31. 石栗敏機:空知地方におけるトウモロコシサイレージの飼料価値(1 22) 

32. 重久一馬・安宅一夫・楢崎 昇・熊谷宏:卜ウモロコ、ンから調製されたサイレージとキュー

ブの飼料価値比較 (124)

33. 山口 宏・赤城仰哉:火山灰草地における柱状水層生成の様相について(129 ) 

34. 平光志伸・美濃羊輔・村井信仁・吉岡 真:乳牛スラリーの微生物発酵 (132)

35. 袴田共之・小関純一・平島利昭:放牧草地における排世物の肥料的評価

一牧草の反応からみた効果の持続性一(1 34) 

36. 佐藤康夫:放牧を主体とした乳用雄牛の飼育限界(137 ) 

37. 原田 勇・篠原 功・富士原勝三:草地土壌の長期栄養管理に関する研究(第 1報)

(その 3) 泥炭草地土壌の栄養管理(142 ) 

38. 及川 博・稲村裕文・沢口正利・横井義雄・菊地晃二・丸山純孝・名久井忠:北海道十勝地方

における牧草地の生産力要因の解析 第 2報施肥の実態について(145 ) 

39 石田義光・岡本明治・吉田則人:草地の簡易更新について(151 ) 
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北海道草地研究会報第 14号(昭55.3)

1. 松浦正宏・杉信賢一・真木芳助.4倍体アカクローパにおける近交弱勢(25) 

2 杉信賢一・松浦正宏・真木芳助:生育温度および受粉後日数がアノレファノレファの種子関連形質

に及ぼす影響 (28)

3. 石田義光・岡本明治・吉田則人:チモシーの梓(茎)直径に関する考察 (30)

4. 柳沢淳二・藤田敬一・丸山純孝・福永和男:シパムギの個体群形成に関する研究

一群落構成要素の季節的推移一(34) 

5. 丸山純孝・福永和男・大部善之・高橋義明・村井信仁:機械力を用いたオーチヤードグラス主

体草地の簡易更新(37) 

6. 高野定郎・金川直人・宮本正信・藤井育雄:草地内フキ駆除の一考察(39 ) 

7. 山神正弘・佐藤辰四郎・坂本宣崇・三木直倫・高尾欽弥・富樫 昭:道北地方における公共草

地の植生・生産力変化に関する一考察 -幌延町・南沢牧場の事例一 (43)

8. 佐藤久泰・村田孝夫・丹代建男:網走地方におけるアメリカオニアザミの発生生態と防除法(47) 

9. 堀川 洋・稲井重樹・山井雅文:採革、放牧利用によるオーチヤードグラス集団の変化 (49)

10. 山口 宏・赤城仰哉:火山灰草地における「柱状氷層」生成を規制する要因について

第一報 土壌の緊密度および根系の多寡と土壌凍結様式(51 ) 

11. 片岡建治・原横 紀:ノーキュライド効果に関与する若干の要因(55) 

12. 原田 勇・篠原 功・古関定之・安松伸比古:草地土壌の長期栄養管理に関する研究(第 3報〉

2年目草地土壌の栄養管理の土壌間北較(58) 

13. 林 満:石灰資材と牧草への効果(60) 

14. 福原道一・林成周・安田嘉純・飯坂譲二:ランドサッ卜・データによる草地の判読解析(64) 

15. 能代昌雄・小関純一:実験室内で牧草に雪腐大粒菌核病を発生させる方法とその応用 (66)

16. 下小路英男:マメ科牧草の維持管理

第 2報 アノレファノレファのスタンド確立および越冬性におよぽす刈取の影響(69 ) 

17. 吉沢 晃・佐々木紘一:チモシーにおける収量構成分げつの推移 (72)

18. 折目芳明・藤田 保:天北地域における飼料生産とその利用

第 2報 ひまわりの栽植密度と生育特性(74) 

19 安藤道雄・井芹靖彦・北田 薫・大西芳宏・中家靖夫・松永光弘・樋口文彦:十勝北部管内に

おける粗飼料栄養価の実態第 1報 とうもろこしサイレージの栄養価について (76)

20. 名久井忠・岩崎 薫・早川政市:とうもろこしホーノレクロップと茎葉サイレージとの飼料価値

の比較(8 1 ) 

21. 石栗敏機:水稲用パインダ一利用による混播牧草の乾草調製 (85)

22 石栗敏機:オーチヤードグラスの不消化細胞壁物質 (86)

23 川崎 勉:放牧牛の排糞量推定における酸化クロムペーパーの精度(88) 

24. 佐藤文俊・須田考雄・早坂宏治・吉田則人・岡本明治・坂東健・名久井忠:一番刈乾牧草か
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らみる飼料価値と評点との関係(9 1 ) 

25. 三上 昇・鳶野保:劣質乾草に対するアンモニアガス処理が飼料成分と消化率に及ぼす効果(95)

26. 井沢敏郎・篠原 功・原田 勇:乳牛起立不能症の原因解明のための調査研究、とくに社会的

・技術的背景を中心l乙 (97)

北海道草地研究会報第 15号(昭 56.3)

1. 松浦正宏・真木芳助:アカクローパ 2倍体と 4倍体の近交弱勢の相異(39) 

2. 船水正蔵・福永和男・丸山純孝・本江昭夫:草種の生態的組合せ能力について(41 ) 

3. 堤光昭:牧草耐寒性のー比較法 (46)

4 我有 満・松浦正宏・真木芳助:マメ科牧草の耐凍』性について (48)

5. 竹田芳彦:イネ科牧草における再生分げつの種類とその量的割合の推移(5 1 ) 

6. 堀川 洋・木村滋人・桜庭望:放牧利用によるオーチヤードグラス生存株の形質変化(54) 

7 柳沢淳二・中川幸子・丸山純孝・福永和男:シパムギ個体の生長様式について (57)

8. 門馬栄秀・鈴木信治:イタリアンライグラスの採種量に対する CCC重複処理について(60) 

9. 前田良之・岡本明治・吉田則人・高橋利和:アノレファノレブァノーキュライド種子の保存性と根

粒菌の有効J性について (62)

10 片岡健治・原横 紀:アノレファ jレファの根粒着ときゅう肥施用 (65)

11. 宮本正信・藤井育雄・和田勝美・高野定郎:現地酪農家に於けるjレーサン栽培の一考察(第 1

報)(67) 

12. 前田善夫・小原 勉:アノレファノレファ混播草地の収量推移(7 1 ) 

13. 宝示戸雅之・坂本宣崇・高尾欽弥:天北地方のオーチヤードグラス主体草地における気象要因

と乾物生産量(73)

14. 三浦俊一・村川栄太郎:植生および土壌からみた放牧地と採草地の比較 (77)

15. 佐藤久泰・佐藤辰四郎・佐藤正三:北海道の放牧地を中心とするアメリカオニアザミの発生分

布(80)

16. 北山洋子・木村泰二:セイヨウ卜ゲアザミ(カナダアザミ〉とアメリカオニアザミの相違点と

駆除上の問題点 (83)

17. 山川政明・小松輝行・田辺安一:十勝地方における翌春収量に及ぼす 2番草以降の追肥効果に

ついて(予報)(87 ) 

18. 吉沢 晃・下小路英男・大槌勝彦:チモシーにおける早春と秋の施肥法が収量に及ぼす影響 (89)

19. 原田 勇・篠原 功・藤井久美子:草地土壌の長期栄養管理に関する研究(第 4報)

土壌中の熱水可溶棚素と牧草中棚素の関係について(91 ) 

20. 大村邦男・関口久雄・赤城仰哉:根釧火山灰草地の施肥法改善

第 5報 土壌中 Ca含量が牧草生育に及ぼす影響 (94)

21. 山口 宏・赤城仰哉・土谷富士夫:火山灰草地における「柱状氷層」生成を規制する要因につ

-68ー



いて 第 2報 土壌の緊密度と温度伝導率および根系の有無 (97)

22・ 丸山純孝・福永和男・小島 勉・高橋義明・村井信仁:人工草地における各種植生撹乱が牧草

の追播・定着に及ぼす影響 (1) ロータリーテーラーを用いる方法(101 ) 

23・ 丸山純孝・福永和男・石川順二・西部 潤・及川 博・佐藤文俊:人工草地における各種植生

撹乱が牧草の追播・定着に及ぼす影響 (2) 化学薬品を用いる方法 (103)

24・ 永井秀雄:重粘地の耕転砕土がサイレージ用とうもろとしの発芽生育におよぽす影響(107 ) 

25. 石田 亨:サイレージの詰込み密度と取出し速度がサイレージの二次発酵に及ぼす影響(111 ) 

26. 蒔田秀夫・坂東健・鳶野保・石田 亨・和泉康史:牧草サイレージの比重および空隙率と

二次発酵(11 4 ) 

27. 折目芳明・藤田 保・中村克己:天北地域に於ける飼料生産とその利用

第 3報 ひまわりサイレージの品質・飼料価値と採食性(11 6 ) 

28. 坂東 健・出岡謙太郎:とうもろこしサイレージと組合わせて給与した乾草と高・低水分牧草

サイレージの乳牛による消化率(11 9 ) 

29・ 野英二・安宅一夫・楢崎 昇・菊地政則・菊池之:各種乳酸菌添加がサイレージの発酵品

質および製品の飼料価値におよぽす影響 (121)

30. 杉本亘之:とうもろこしのサイレージにおける原物と風乾試料中の pH、乳酸含量、アンモニ

ア態窒素および VFA濃度との関係 (123)

31. 杉本亘之:とうもろこしサイレージにおける密度と化学成仔および栄養価との関係(125 ) 

32・ 名久井忠・岩崎 薫・早川政市:土砂・雑草の混入がトウモロコシサイレージの発酵品質・飼

料価値に及ぼす影響(128 ) 

33・ 佐藤文俊・名久井忠・西部 潤・及川 博・岩崎薫・早川政市:トウモロコシサイレージ通

年給与農家における 1978年産サイレージの品質調査ーサイロ内密度と切断長の関係(132 ) 

34. 能代昌雄・小関純一:チモシー主体牧草地の生産性制御に関する考察(136 ) 

35・ 石栗敏機:ペレニアノレライグラスとオーチヤードグラスのめん羊による自由採食量と飼料価値

の比較(139 ) 

36. 石栗敏機:青刈ヒマワリの飼料価値(143 ) 

37. 原田禎彦・岡本明治・吉田則人:牧草のヒートダメージについて

ヒートダメージ飼料における成分変化と消化性の検討(145 ) 

38. 岡本明治・多田輝美・吉田則人:チモシー乾草とアカクローパ乾草の給与比率の違いが羊の消

化性に及ぼす影響(148) 

39・ 大泉権吾・岡本明治・吉田則人:とうもろとしサイレージと乾草の給与比率の違いが牛の消化

性lこ及ぼす影響 (151 ) 

40・ 井芹靖彦・安藤道雄・松永光弘・大西芳弘・北田 薫・中家靖夫・樋口文彦:十勝北部管内に

おける飼料栄養価の実態 第 2報乾草の栄養価(155 ) 

41. 井芹靖彦・安藤道雄・大西芳宏・北田 薫・中家靖夫・松永光弘・樋口文彦:十勝北部管内に
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おける組飼料栄養価の実態 第 3報放牧草の栄養価(160 ) 

42 川崎 勉:食道フィステノレ装着牛から採集した放牧草の成分組成 (164)

43. 手島道明・楢山忠士・高橋 俊:部分施肥した放牧草地の生産力(1 67) 

44. 楢山忠士・手島道明・高橋 俊:放牧がワラビに及ぼす影響(170 ) 

45. 手島道明・楢山忠士・高橋，俊:牧草・野草を組合せた草地におけるホノレスタイン去勢牛の放

牧行動と増体 (172)

46. 松中照夫・小関純一・三浦俊一・森 雅雄:根釧地方における放牧に関する問題点とその解決

方向(174 ) 

47. 宮下昭光:山地野草によるアンガスの母子放牧について(177) 

48. 小松芳郎'宮谷内留行・浅野昭三:えん麦ホー jレクロップサイレージを基礎飼料とした肉用牛

(ホノレ種雄)の育成 (180)

49. 山下良弘・山崎昭夫・鳶野保・三上昇:肥育期飼料としての牧草サイレージの増体効果に

ついて 第 3報 オーチヤードグラス及びアノレファノレファ 1番草の増体効果(183 ) 

北海道草地研究会報第 16号(昭 5ス3) 

1. 大村邦男:りん酸の施肥位置および施肥量が牧草生育におよぽす影響(38) 

2. 蒔田秀夫・山川政明・田辺安一・西 勲:サイレージ用とうもろこしの不耕起栽培に関する

試験施肥位置について (41) 

3 東田修司・高尾欽弥:草地の経年化と土壌微生物 (44)

4. 村山三郎・小阪進一・阿部繁樹・小尾松恭史・八百板康:草地における雑草の生態的防除に関

する研究 第 11報北海道における牧草地雑草の種類と分布 (47)

5. 板谷守・嶋田 徹:ミヤコグサ (Lotus corniculatus var. japonica Regal. ) 

の地理的変異 (54)

6. 小阪進一・村山三郎・中村史生:混播草地における草種の競合に関する研究

第 6報 温度条件が生育、収量および草種構成に及ぼす影響(57) 

7. 門馬栄秀・岡部 俊:トウモロコシの生育および諸形質に及ぼす防風網の影響(62) 

8. 手塚光明・吉沢 晃・下小路英男・大槌勝彦:ペレニアノレライグラスにおける秋の刈取回数と

窒素施肥量が越冬d性に及ぼす影響 (65)

9 小関純一・松代平治・松中照夫・三谷宣充・赤城仰哉・西陰研治:根室地方の採草地における

牧草生産力の実態とその規制要因の解明 第 1報実態およびその問題点(68) 

10. 丸山純孝・斉藤栄治・福永和男・及川 博・佐藤文俊:化学薬品を用いた草地更新

チモシー主体の追播について (72)

11. 丸山純孝・川瀬貴時，太田三郎・福永和男・及川 博・佐藤文俊:初冬および春期におけるデ

ントコーン栽培跡地の簡易草地造成 同期での差異、慣行的造成法との比較を中心に(74)

12. 高畑 滋・馬場強逸:広葉樹壮令林内への牧草類の播種について(77) 
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13. 平島利昭:永年放牧草地の草生回復 第 1報不耕起直播方式の適用 (80)

14. 宮下昭光:肉用牛母子牛群の野草地への放牧(83)

15. 楢山忠士・手島道明・高橋 俊:牧草・野草を組合せた草地における放牧牛の行動と増体(87) 

16. 手島道明・高橋 俊・楢山忠士:時間制限放牧牛群の採食行動と増体 (90)

17. 石栗敏機:寒地型イネ科牧草における粗蛋白質の含量と消化率、可消化量および他成介との関

連(94) 

18. 小松芳郎・宮谷内留行・藤岡澄行:収穫方法の異なるスイートコーン茎葉サイレージの可消化

成分(95) 

19. 藤縄利通・岡本明治・吉田則人:反趨家畜に対する馬鈴薯澱粉粕サイレージの飼料価値につい

て(97)

20. 近藤秀雄・山下良弘・山崎昭夫:めん羊によるササおよび牧草のミネラノレ出納(101 ) 

21. 野 英二・安宅一夫・楢崎 昇・井上初郎・佐々木健二・佐々木康雄・名波雅秀・三河一志・

牛島 巧:乳牛に対するトウモロコシサイレージの多給が飼料摂取量ならびに乳量・乳質にお

よぽす影響 (104)

22. 奥野裕史・岡本明治・吉田則人:とうもろこしサイレージの切断長の違いが乳牛の消化d性に及

ぽす影響について(107 ) 

23. 井芹晴彦・松永光弘:大型サイロにおけるコーンサイレージ調製に伴う排汁の実態(111 ) 

24. 佐藤文俊・及川 博・丸山純孝・大野京子・福永和男・小松輝行:十勝におけるアノレファルフ

ァ栽培、利用に関する実態(第 1次調査について)(116) 

25 小松輝行・丸山純孝・佐藤文俊・及川 博:アノレファノレファ単・混播草地の無機成分とその問

題点 ー十勝地方のアルファノレブァ栽培の第 1次実態調査一(11 9 ) 

26. 脇本 隆・佐竹芳世・北守 勉・田川雅一:イネ科草種・アノレファ jレファ混播草地の秋造成

(その 1)(121) 

27. 大村純一・高橋利和・山崎 昂・岡本明治・吉田則人:根粒菌 (R.meliloti)株がアノレファ

jレファの生産および窒素固定におよぽす影響 (124)

28. 山川政明・竹田芳彦・小松輝行・田辺安一:十勝地方におけるアノレファノレファの刈取り時期(128 ) 

29. 宮下昭光:アノレファノレファ優占草地における育成牛の放牧(1 32) 

30. 佐藤久泰・森脇芳男:アノレファノレファに異常発生したアメリカネナシカズラについて(134 ) 

北海道草地研究会報第 17号(昭58.3) 

1. 小阪進一・村山三郎 a 阿部繁樹:混播草地における草種の競合に関する研究

第 8報 刈取り高さの相違が生育、収量および草種構成におよぽす影響(利用 1年目)(42) 

2. 下小路英男・吉沢 晃・大槌勝彦:アノレフアルファ混播草地における播種割合と造成年の管理

について (47) 

3 脇本 隆・佐竹芳世・北守 勉・田川雅一:イネ科草種・アノレファノレファ混播草地における品
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種組合せと草種構成利用 1、2年目における草種構成の推移(52) 

4 平島利昭:永年放牧草地の草生回復

第 2報 ワラビ、優占草地の除草剤利用による簡易更新(55) 

5. 伊藤鉄太郎・佐藤久泰・増谷哲雄・高野 博:フキ密生草地の簡易更新例とその問題点(58) 

6. 脇本 隆・北守 勉・田川雅一・佐竹芳世:イネ科草種・アノレファノレファ混播草地の造成、維

持における除草剤体系処理の一例 (62)

7. 村山三郎・小阪進一・川畑厚哉:温度条件がアメリカオニアザミ(Ci rs ium vulgare)の生育

および体内成分におよぽす影響(66) 

8. 村山三郎・小阪進一・川畑厚哉:土壌水仔がアメリカオニアザミ (Cirsi um vulgare)の生育

および体内成分におよぽす影響(71 ) 

9. 森脇芳男・佐藤久泰:アjレファノレファ(新播〉に異常発生したアメリカネナシカズラについて

その 2(76 ) 

10. 早川嘉彦・小関純一:放牧草地の植生の簡易迅速調査法の検討 (80)

11. 古谷政道・増谷哲雄・樋口誠一郎・筒井佐喜雄:チモシ一品種の生育と乾物消化率に及ぼす日

長時間の影響 (83)

12. 山岸直樹・新発田修治・嶋田 徹:オーチヤードグラスの凍害発生経過の形態観察 (87)

13. 松中照夫・小関純一・松代平治・赤城仰哉・西陰研治:根室地方の採草地における牧草生産力

の実態とその規制要因の解明 第 2報収量規制要因およびその相互関係 (90)

14. 松中照夫・小関純一・松代平治・赤城仰哉・西陰研治:根室地方の採草地における牧草生産力

の実態とその規制要因の解明 第 3報草地の経年化と生草収量および収量規制要因と

の関係 (95)

15 三浦俊一・村川栄太郎・安達 稔・岡 一義・永島正男:別海町中春別地域における牧草生産

の実態と施肥管理技術の問題点(99) 

16. 生方雅男・後藤計二:道北泥炭草地の無機成分実態(予報)(102) 

17. 大村邦男・菊地晃二:草種の土壌養分に対する適応性について(105 ) 

18. 木曾誠二・菊地晃二:&JII路管内に分布する泥炭地より生産される牧草の晴好性に関連する基礎

調査 1. 土壌断面形態との関連性(109 ) 

19. 平島利昭:野草地植生l乙及ぼすりん酸施用の影響(111 ) 

20. 柴田弥生・高畑 滋・馬場強逸:クマイザサの刈払いが新ササ発生に及ぼす影響(114) 

21. 高畑 滋・柴田弥生:混牧林における家畜の行動と樹葉のし好性について (117 ) 

22. 佐藤康夫:肉用牛によるクマイザサ優占野草地の夏期放牧と、その利用限界 (120)

23. 手島道明・高橋 俊・槍山忠士:放牧牛の時期別の増体量(124 ) 

24 三股正年 .ij)i;爾迫:中国新彊・内蒙古地方のステップ草原 (128)

25. 佐藤文俊・及川 博・土谷富士夫・丸山純孝・小松輝行:アノレファノレファ栽培利用の現況と問

題点 十勝地方のアノレファノレファ栽培の第 2次実態調査 (1)(133)
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26. 小松輝行・及川 博・佐藤文俊・久保政則・高橋 敏・丸山純孝・土谷富士夫:アノレファノレファ率

と組蛋白質・無機成分組成との関係 十勝地方のアノレファノレファ栽培の第 2次実態調査

(日)(138) 

27. 小松輝行・久保政良iJ・土谷富士夫・丸山純孝:雪腐小粒菌核病被害とその特徴について

十勝地方のアjレファノレファ栽培の第 2次実態調査(][ )(140) 

28 土谷富士夫・丸山純孝・小松輝行・及川 博・佐藤文俊・久保政則:土壌凍結による断根と多

雪による病害の分布状況 十勝地方のアノレファノレファ栽培の第 2次実態調査 (IV)(144)

29. 脇本隆・田川雅一・北守 勉・佐竹芳世:転換畑におけるサイレージ用トウモロコシの多収

栽培(147 ) 

30. 永井秀雄:サイレージ用トウモロコシの生雌穂重と乾物部位別重の関係(1 50) 

31. 石栗敏機・永井秀雄:トウモロコシサイレージの TDN含量推定式(新得方式)の改良(1 55) 

32. 坂東 健・出岡謙太郎・原 悟志:リン酸カノレシウム剤の添加がトワモロコνサイレージの化学

的品質、保存性、栄養価、採食噌好性などに及ぼす影響(158 ) 

33. 前田良之、・岡本明治・吉田則人:ヒートダメージ飼料における蛋白質の溶解性とアミノ酸組成

に関する研究(161 ) 

34 石田 亨:好気的変敗が牧草サイレージの飼料価値におよぽす影響(165 ) 

35. 楢崎 具・安宅一夫・手島正浩・大原久友:土ぽとり・土壌の混入がトワモロコ νサイレージ

の発酵品質、飼料価値ならびに家畜の曙好性に及ぼす影響(168 ) 

36. 野 英二・安宅一夫・佐々木康雄・佐々木健二・楢崎 昇・井上錦次:トップアンローダーに

よる取り出しがトウモロコシサイレージの飼料価値におよぽす影響 (173) 

37. 上出 純:天北地域における飼料用麦類の利用に関する研究

1. 飼料用大麦の飼料価値(176 ) 

38. 上出 純:天北地域における飼料用麦類の利用に関する研究

2. えん麦の飼料価値(180 ) 

北海道草地研究会報第 18号(昭 59.3) 

1. 脇本 隆・佐竹芳世・北守 勉・田川雅一:イネ科草種・アノレファノレファ混播草地における品

種組合せと草種構成の関係利用 3年目における草種構成の推移 (49)

2. 小阪進一・村山三郎・小笠原貴志:混播草地における草種の競合に関する研究

第 9報 刈取り高さの相違が生育、，収量および草種構成におよぼす影響(利用 2年目)(52 ) 

3. 吉沢 晃・下小路英男・大槌勝彦:チモシー主体草地の混生比に及ぼすマメ科草種の影響 (58)

4. 丸山純孝・米田 勉・福永和男:人工草地および路傍におけるオーチヤードグラス幼植物個体

群の季節的変動(61 ) 

5. 小関純一:根釧地方の放牧草地へのペレニアルライグラス導入の可能性について(65) 

6. 下小路英男・吉沢 晃・大槌勝彦:ペレニアノレライグラスの越冬性におよぽす秋の刈取時期と
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N施用量の影響(68) 

7. 木曾誠二・菊地晃二:根釧地方におけるチモシー草地の生産性向上に関する土壌肥料学的研究

第 1報 チモシー草地の植生区分と施肥反応 (72)

8. 日笠裕治・三枝俊哉・菊地晃二:根釧管内における草地の土壌診断に関する研究

第 1報 土壌養分含量の実態について(77)

9. 篠原功・青木慶子・原田 勇:土壌ー飼料の Se含量と黒毛子牛の臼筋症との関連について(8 1 ) 

10. 近藤秀雄・山崎昭夫・山下良弘:数種野草におけるミネラノレ含量の時期別推移 (89)

11. 早川嘉彦・小関純一:根室地方(別海町大成地区〉の放牧草地における土壌無機成分および草

種構成の実態 (93)

12. 滝沢寛禎:水産廃棄物の肥料化とえんぱくに対する適応性について (97)

13. 片岡健治:アノレファノレファ根粒菌の増殖に対するきゅう肥の影響(102 ) 

14. 増谷哲雄・宝示戸貞雄・樋口誠一郎・古谷政道・筒井佐喜雄:チモシーの採種量および採種関

連形質 (1) 品種間差異について (104)

15. 増谷哲雄・宝示戸貞雄・樋口誠一郎・古谷政道・筒井佐喜雄:チモシーの採種量および採種関

連形質 (2) 施肥処理について(107 ) 

16. 新発田修治・嶋田 徹:オーチヤードグラス品種の耐凍性と貯蔵炭水化物含有率との関係(110 ) 

17. 湯本節三・津田周調:チモシーの自生集団における季節的生長様相のダイアレノレ分析(11 3 ) 

18. 楊 中芝・丸山純孝・福永和男:帯広におけるオーチヤードグラスの種子登熟と自然、下種歩合

の解析(11 7 ) 

19. 村山三郎・小阪進一・山口佳寿子:アメリカオニアザミ (Cirsiumvulgare) の施肥反応

について(1 23) 

20. 村山三郎・小阪進一・橋原孝征:草地における雑草の生態的防除に関する研究

第 14報 土壌酸度が牧草および雑草の生育、重量および植生におよぽす影響 (129)

21. 竹田芳彦・蒔田秀夫:シパムギ優占草地における除草剤散布及び播種床造成法と更新後の植生(145)

22. 平島利昭・藤岡澄行・佐藤康夫・宮下昭光:永年放牧草地の草生回復

第 3報 表層播種機の相異による新播牧草の発芽・定着性(149 ) 

23. 須田孝雄・土谷富士夫・丸山純孝・小松輝行:十勝地方のアルファノレファの収量性と栄養成分(153 ) 

24 丸山純孝・丹伊田進・土谷富士夫・小松輝行・高橋 敏:アjレファノレファの雪腐小粒菌核病対

策としての薬剤防除効果 (157)

25. 小松輝行・松田隆須・土谷富士夫・丸山純孝・佐藤文俊:アノレファノレファの凍害と徴地形との

関係(161 ) 

26. 小松輝行・土谷富士夫・丸山純孝・堀川 洋・佐藤文俊・高橋 敏:十勝地方におけるアjレフ

アノレファの凍害分布とその特徴(165 ) 

27. 土谷富士夫・丸山純孝・小松輝行・及川 博:十勝地方におけるアjレファ jレファ草地の土壌凍

結分布と気象的特徴(1 69) 
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28. 川崎 勉・竹田芳彦:卜ーjレフェスクの放牧利用性 卜ーjレフェスクおよびオーチヤードグラ

スの採食性(174 ) 

29. 手島道明・槍山忠士・高橋 俊・杉原敏弘・木下善之:早期離乳ホノレスタイン子牛の放牧成績(178)

30. 小松芳郎・宮谷内留行・宮本進:林内放牧地における野草および樹葉の飼料成分とその季節

的変動(181 ) 

31. 宮谷内留行・小松芳郎・宮本 進・宮下昭光:粗飼料を主体とした肥育素牛の育成

1. 屋外越冬時における濃厚飼料の補給が増体に及ぼす影響

その1. アバディーン・アンガス種について (187)

32. 宮谷内留行・小松芳郎・宮本 進・手島道明・楢山忠士・高橋 俊:組飼料を主体とした肥育

素牛の育成 1. 屋外越冬時における濃厚飼料の補給が増体に及ぼす影響

その 2. ホノレスタイン種去勢牛について(191 ) 

33. 宮下昭光・宮谷内留行:組飼料を主体とした肥育素牛の育成 2. 冬期の栄養水準が放牧期

の増体に及ぼす影響 その1. アバディーン・アンガス種について(1 95) 

34. 手島道明・楢山忠士・高橋 俊・宮谷内留行・宮本 進・小松芳郎:組飼料を主体とした肥育

素牛の育成 2. 冬期の栄養水準が放牧期の増体に及ぼす影響 その 2. ホノレスタイ

ン種去勢牛について(198 ) 

35. 石栗敏機:オーチヤードグラスの生育日数とめん羊による自由採食量および乾物消化率の関係(202)

36. 黒沢弘道・高橋雅信・尾上貞雄:生草利用時における泌乳牛の飼料採食量の予測 (204)

37. 能瀬登・鈴木昌宏・越景陽・藤田 裕・大居明夫・松永光弘・伊藤鉄調・須田孝雄・高橋

敏:小麦稗の化学成分と栄養価l乙及ぼすアンモニア処理の効果(206)

話. 岡本明治・松田雅彦・吉田則人:トウモロコシサイレージとアjレファノレファ乾草の給与比率が

羊の消化性に及ぼす影響 (210)

39. 安宅一夫・原沢康範・楢崎 昇・橋爪健・上原昭雄:トウモロコシサイレージの原料成分と

発酵品質に及ぼす品種と刈取時期の影響 (214)

40. 杉本亘之:空知地方におけるトウモロコシサイレージのミネラノレ含量について(21 7 ) 

41. 石田 亨・五ノ井幸男・高橋雅信:調製条件の違いが牧草サイレージの品質とほ場からの養分

回収におよぽす影響 (220)

北海道草地研究会報第 19号(昭 60.3)

1. 山川政明・大原益博・竹田芳彦:品種と牧草雪腐病 (53)

2. 我有 満・植田精一・松浦正宏・沢井 晃:アルファノレファの幼苗人工凍結処理による耐寒性

の選抜効果(56 ) 

3. 脇本 隆・佐竹芳世・田川雅一・上出 純:イネ科品種・アノレファノレファ混播草地における品

種組合せと草種構成の関係一利用 4年目における草種構成の推移(59) 

4 沢田 均・小林朗志・津田周弥:チモシ一実験個体群における節からの栄養繁殖(62) 
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5. 蒔田秀夫・山川政明・竹田芳彦・住吉正次・大原益博・玉木哲夫・川崎 勉・大森昭治・曾根

章夫・田辺安一:十勝酪農におけるエネjレギ一利用 (66)

6. 伊藤憲治・関谷長昭・湯藤健治:天北地帯の泥炭土草地の草種構成実態 (69)

7. ]1 世1:日・村山三郎・小阪進一:牧草類の温度反応に関する研究

1. グリーンハウス栽培における牧草の草種間差異(75) 

8. 小松輝行・土谷富士夫・須田孝雄: r冬の十勝モデノレ」作成によるアノレファノレファの各種冬枯

れ現象の再現と発生条件の実証 1. 積雪深、土壌凍結深さおよび地温の推移(8 1 ) 

9 小松輝行・大森昭治・土谷富士夫・丸山純孝 :J冬の十勝モデソレ」作成によるアノレファノレファ

の各種冬枯れ現象の再現と発生条件の実証 2. 越冬条件と各種冬枯れの関係 (86)

10. 丸山純孝・堀川 洋・土谷富士夫・楊 中芝・小松輝行・村井信仁・須田孝雄:寒冷地におけ

るアjレファノレファ移殖栽培の検討 春季移殖 1年目の成績を中心に (91) 

11. 木曾誠二・菊地晃二:根釧地方におけるチモシー草地の生産性向上に関する土壌肥料学的研究

第 2報 牧草収量に対する植生条件と窒素施用量の影響 (94)

12. 三枝俊哉・菊地晃二:根釧管内における草地の土壌診断に関する研究

第 2報 土壌中の有効態加里含量l乙対応した加里施用量について (99) 

13. 原田 勇・篠原 功・竹井 伸:草地土壌の施肥処理の相違が土壌および牧草の Na行動に及

ぽす影響(103 ) 

14. 三木直倫・東田修司・宝示戸雅之・山神正弘・高尾欽弥・広瀬 勇:天北地方鉱質土草地の加

里供給力と施肥(111 ) 

15. 沢田 兵・武藤秀憲:帯広の過去 59年間の気温からみた、十勝地方に適するサイレージ用卜

ウモロコシ品種の早晩性(117 ) 

16. 吉良賢二・日井和栄・堤 光昭・千葉一美:根釧地方におけるサイレージ用トウモロコシの栽

培技術の実態 (120)

17. 吉良賢二:根釧地方におけるサイレージ用トウモロコシの初期生育が収量に及ぼす影響(123 ) 

18. 村井信仁・道場三喜雄・玉木哲夫・渡会 昇・山畑久男:牧草管理用機械の開発経過と今後の

課題(126) 

19. 玉木哲夫・村井信仁・南部 悟・伊藤道秋・嶋田純一:パラプラウ (Paraplow)の性能と 2.

3の知見(1 31 ) 

20. 早川嘉彦・近藤照:経年放牧草地の簡易更新法第 1報 グリホサー卜の効果的散布時期

(当年播種の場合〉および、窒素、りん酸の播種溝への施肥量について(136 ) 

21. 丸山純孝・楊 中三・谷川明弘:パラコート剤を処理、パワーテイノレシーダーを用いた泥炭放

牧地の簡易更新(140 ) 

22. 竹田芳彦・蒔田秀夫:チモシー草地へのアカクローパの追播ー除草剤を用いたチモシーの生育

抑制(143 ) 

23 村山三郎・小阪進一・租父江忠史:エゾノギシギシの防除に関する生態学的研究
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1. 遮光処理がエゾノギシギシの生育、重量および体内成分におよぽす影響(146 ) 

24 村山三郎・小阪進一・佐藤公之:エゾノギシギシの防除に関する生態学的研究

2. 温度処理がエゾノギシギシの生育、重量および体内成分におよぽす影響(152 ) 

25. 佐藤康夫・平島利昭:効率的草地生産システムの実証的研究

第 1報 草地利用方式の違いが生産量に及ぼす影響(1 57) 

26. 佐藤康夫・平島利昭:効率的草地生産システムの実証的研究

第 2報 兼用草地における家畜生産位粉(160 ) 

27. 大森昭治・川崎 勉・寒河江洋一郎:混牧林における下草の種類と利用について(165 ) 

28 湯本節三・中村克己・小倉紀美:滞牧日数の違いが放牧草地の分げつ密度に及ぼす影響(168 ) 

29. 中村克己・湯本節三・小倉紀美:天北地域におけるべレニアノレライグラス放牧草地の晩秋利用

法 1. 生育日数および放牧回数が放牧利用性l乙及ぼす影響(1 73) 

30 寒河江洋一郎・川崎 勉:卜ーノレフェスク・シロクローパ混播草地の牧養力(利用初年目 )(176)

31. 小倉紀美・中村克己・湯本節三・伊藤憲治:泥炭草地産乾草の草種構成と噌好性の関係につい

て(179 ) 

32. 石栗敏機. 1番牧草の生育日数と栄養価および自由採食量の関係(182 ) 

33 長谷川信美・小倉敬子・岡本明治・吉田則人・斉藤英夫・阿部 稔:乳量、乳成分に及ぼすメ

チオニンの添加効果(184 ) 

34. 成 慶一・岡本明治・吉田則人:組飼料評価における採食量の影響(188 ) 

35. 熊勢登・鈴木昌宏・越景陽・藤田 裕:無水アンモニア処理が豆穀の化学組成と消化性に

与える影響(191 ) 

36. 阿部英則・藤田 保:アンモニア処理濃度の異なるアノレファノレファ混播乾草の微生物相(195 ) 

37. 西埜進・岩崎元彦・東洋生・近藤誠司:採食草量推定指示物質としての Acid-lnsoluble 

Ashの検討(197 ) 

38. 出岡謙太郎・岡本全弘・原 悟志・坂東健.Surface sample method によるトウモロコシ

サイレージ密度の測定 (202)

39. 安宅一夫・原沢康範・広瀬啓吾・楢崎 昇:サイレージ発酵品質におよぽすLactobacillus 

casei乾燥製品の添加効果 (208)

40 岡本明治・木村文香・長谷川信美・吉田則人・斉藤英夫:牧草サイレージの調製・利用に関す

る研究 ロールベーjレサイレージの飼料価値 (21J!.)
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特 別 講 演

昭和 42年度(北海道草地研究会報第 2号)

1. 村上馨(帯広畜産大学):北海道における牧草研究の発展とその推移(3 ) 

2 遠藤清司(道農務部主任専門技術員):北海道酪農の現状と課題(6 ) 

E 昭和 43年度(北海道草地研究会報第 5号)

1. 前島申次郎(農地開発機械公団) : N Zにおける草地の造成と管理について(3 ) 

2. 西 勲(道農務部専門技術員):酪農近代化計画と草地の果す役割(8 ) 

E 昭和 46年度(北海道草地研究会報第 6号)

1. G. E.カーjレソン(真木芳助訳):アメリカにおける飼料作物の収量、草質および季節生産性

改善に関する研究活動とその成果 ー北海道における草地・畜産の印象一(5 ) 

W 昭和 47年度(北海道草地研究会報第 7号)

1. 松浦正宏(北農試) :英国ウェーjレズ司植物育種場およびヨーロッパ諸国における草地の研究事

情 一育種を中心にして一(6 ) 

V 昭和 48年度(北海道草地研究会報第 8号)

1. 真木芳助(北農試):欧米 10カ国における最近の草地研究事情とその環境保全的役割

ーとくに育種を中心としてー(7 ) 

2. 佐久間智工(滝川畜試):家畜研究との接点にみる牧草および草地の評価研究手法の現状

一欧米諸国における事例とその考察-(12) 

目 昭和 49年度(北海道草地研究会報第 9号)

1. 大原久友(帯広畜産大学):第 12回国際草地会議に出席して (2) 
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I 昭和 43年度(北海道草地研究会報第 2号)

1. 西村 格(北農試):牧草の再生に及ぼす温度と光の影響(35 ) 

2. 佐久間勉(北農試):北海道における牧草の病害 (44)

3. 宮沢香春(北農試):北海道における草地の実態粉(57) 

H 昭和 44年度(北海道草地研究会報第 5号)

1. 高畑 滋(北農試) :簡易草地造成における牧草種子の発芽(29) 

2. 鈴木慎二郎(北農試):草地および家畜の生産からみた放牧圧 (40)

3. 雑賀 優(北農試) . Volvntary Tntake (自由採食量)をめぐる諸問題(48) 

E 昭和 45年度(北海道草地研究会報第 4号)

1. 後藤寛治(北農試):牧草の栄養価と育種(1 ) 

2. 林 満(北農試) :牧草の生育曲線からみた生産性(12) 

3. 鳶野保(根釧農試) :草地酪農地帯におけるサイレージの諸問題(25) 

W 昭和 46年度(北海道草地研究会報第 5号)

1. 奥村純一(天北農試):土壌肥料的立場からみた草地造成に際する 2 ・3の問題点(1 ) 

V 昭和 47年度(北海道草地研究会報第 6号)

1. 大原久友(帯広畜産大学):ヨーロッパ諸国、とくに西ドイツにおける草地の現状とその動向 (65)

2. 伊藤国広(天北西部大規模草地管理事務所):天北西部地区大規模草地管理運営事業の推移と

考察 (71) 

目 昭和 48年度(北海道草地研究会報第 7号)

1. 長田家広(道農務部専門技術員) :北海道の畜産をめぐる諸問題 (77)

2. 小竹森訓央(北海道大学):乳用雄子，牛の若令放牧に関する研究(9 1 ) 

四 昭和 49年度(北海道草地研究会報第 8号)

1. 吉田則人(帯広畜産大学) :牧草類の硝酸蓄積について(94) 
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現 地 研

昭和 44年度現地研究会の概要 4号 73

1.開催時期昭和 44年 9月 4-5日(1泊 2日〉

2. テーマ 「天北草地農業の実態と問題点J

3. 日程

可 b

プし
1込
ヨミ

(第 1日) 9月 4日:エクスカーションと現地検討(8:00 -17:30 ) 

① 浜頓別町

② 幌延町南沢(幌延町南沢地区草地)

③ 天塩町ウブシ(ウブシ泥炭草地試験圃〉

③ 豊富町サロベツ(サロベツ実験農場〉

⑤ 豊富町(酪農家〉

⑥ 大規模草地(天北西部大規模草地)

⑦ 猿払村浅茅野(浅茅野地区草地)

(第 2日) 9月 5日:講演会と天北農試見学(8: 00 - 12: 30 ) 

(1) 講演 会 (浜頓別町福祉会館)

① 「天北農業の概観」 高倉正臣(天北農試場長)

② 「草地の生産利用について」 藤田 保(天北農試草地科長)

③ 「天北地方に分布する鉱質土壌と牧草生産力」奥村 純一(天北農試土壌肥料科長)

(2) 天北農試闘場見学

4. 参加人員 150名

H 昭和 45年度現地研究会の概要 5号 57

1.開催時期昭和 45年 9月 3- 4日(1泊 2日〉

2. テーマ 「根釧草地農業の実態と問題点」

3. 日 程

(第 1日) 9月 3日:エクスカーションと現地検討

① パイロットファーム(機械共同利用と代表酪農家〉

② 春別パイロットファーム

③ 根釧農試

④ 開陽台育成牧場

⑤ 俣落(酪農家〉

(第 2日) 9月 4日

⑤ 計根別(根釧内陸優良草地)

⑦ 標茶町多和(国営大規模草地〉
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E 昭和 46年度現地研究会の概要 6号 84

1.開催時期昭和 46年 10月 1- 3日(2泊 3日〉

2. テーマ 「道南草地農業の実態と問題点」

3. 日程

(第 1日) 10月 1日:エクスカーションと現地検討

① 鹿部村営放牧場

(第 2日) 10月 2日

② 道南農試(小林場長から「道南農業の概況」について説明)

③ 大野町営公共草地

④ 上ノ国肉牛繁殖育成センター

⑤ トラピス卜牧場(当別〉

(第 3日) 10月 3日

⑤ 曾田シャロレー牧場

⑦ 八雲町営育成牧場

4 参加人員 133名(うち青森県から 10名参加〉

W 昭和 47年度現地研究会の概要 7号 99

1.開催時期昭和 47年 10月 12- 13日(1泊 2日)

2. テーマ 「日高地方の畜産の実態と問題点」

3. 日程

(第 1日) 10月 12日:エクスカーションと現地検討

① 日高軽種馬農業協同組合静内家畜センター

② 農林省新冠種畜牧場

③ 北海道えりも肉牛牧場

(第 2日) 10月 13日

④ 農林省日高種畜牧場

⑤ 有限会社谷川牧場

4. 参加人員

会社関係

大学関係

農試(国立・道立)関係

開 発 局

道庁関係(専技・普及所等)

メ口::，.. 言十

34名

10名

38名

5名

11名

98名
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V 昭和 48年度現地研究会の概要 8号 114

1.開催時期昭和 48年 10月 2-3日(1泊 2日〉

2. テーマ 「十勝地方の草地畜産の実態と問題点J

3. 日程

(第 1日) 10月 2日:工クスカーションと現地検討

① 十勝地方の草地畜産事'I育について講演

② スプリングファーム(へイウェファー製造〉

③ 小野瀬牧場(へイタワー〉

④ 鹿追町営乳牛育成牧場(公共草地)

(第 2日) 10月 3日

⑤ 上士幌大規模草地育成牧場(公共草地〉

⑥ 北海道共同乳業(テトラパック市乳製造)

⑦ 十勝種畜牧場(牧草原々種生産検定、圧縮成型乾草製造、大規模草地畜産展示施設)

4. 参加人員

会社関係 32名

大学関係 7名

農試(国立・道立)関係 17名

開 発 局 3名

道庁(専技・普及所等)関係 5名

市町村・農協関係 9名

Aロ入 言十 76名
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シンポジウ ム

第 1回シンポジウム(北海道草地研究会報第 10号〉

昭和 50年 12月 12日 帯広畜産大学 出席者約 250名

課題 「飼料需給の限界とその可能性」

(濃厚飼料の自給とその節減対策について)

座長松村宏(新得畜試〉 原田 勇(酪農大〉 久保嘉治(帯広畜大)

(1) わが国における飼料自給の現状と将来 清水秀三(道酪農草地謀)( 2 ) 

(2) 北海道酪農における飼料給与の実態と改善の方向 西 勲(道専門技術員)(8 ) 

(3) 組飼料の質的面からみた多肥栽培

1) 土壌肥料面からみた別海地区の実態と問題点

松中照夫(南根室地区農業改良普及所)( 17) 

2) 家畜疾病との関係 小野斉(帯広畜大 )(25)

(4) 経営からみた飼料構造の問題点 宮沢香春(北農試)(40 ) 

第 2回シンポジウム(北海道草地研究会報第 11号〉

昭和 51年 12月 10日 帯広畜産大学 出席者約 170名

課題 「自給飼料の生産性維持とその問題点」

座長新田一彦(北農試〉 及川 寛(中央農試) 奥村純一(天北農試)

(1) 公共草地における草生管理

(2) 火山灰草地の経年変化とその問題点

(3) トウモロコシの導入と利用上の問題

小崎正勝(新得畜試)( 1 ) 

大村邦男(根釧農試)(3) 

1) 酪専地域におけるトウモロコシの導入と利用上の問題

高野久次(十勝南部地区農業改良普及所)(9 ) 

2)草地酪農地帯におけるサイレージ用とうもろこしの導入と刺用

金川直人(道専問技術員)( 14) 

第 5回シンポジウム〈北海道草地研究会報第 12号〉

昭和 52年 12月 9日 帯広畜産大学 出席者約 180名

課題 「環境条件からみた北海道の草地および飼料作物の生産性」

座長福永和夫(帯広畜大〉 原田 勇(酪農大) 高野定郎(元道専門技術員〉

森田一彦(北農試)

(1) 物質生産環境からみた生産性

(2) 土壌環境と牧草生産

(3) 草地雑草について
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窪田文武(北農試)(1 ) 

奥村純一(天北農試)(7 ) 

大塚良美(石狩南部地区農業改良普及所)( 13) 



(4) 生産性維持管理の技術的問題点 平島刺昭(北農試)(1 7 ) 

第 4回シンポジウム〈北海道草地研究会報第 13号〉

昭和 53年 12月 8日 帯広畜産大学 出席者約 180名

課題 「粗飼料の品質と飼料価値J

座長鳶野保(北農試〉 藤田保(天北農試〉 山下良弘(北農試)

和泉康史(根釧農試〉

(1) 北海道において生産調製された組飼料の飼料成分の実態

岡本明治(帯広畜大)(1 ) 

(2) 調製期別組飼料の飼料価値 石栗敏機(滝川畜試)( 11 ) 

(3) サイレージの発酵と飼料価値を左右する要因

安宅一夫(酪農大)(13) 

(4) 道東酪農地域における乾草調製の実態とその品質・飼料価値

名久井忠(北農試)(18) 

第 5回シンポジウム(北海道草地研究会報第 14号〉

昭和 54年 12月 3日 北大農学部 出席者約 130名

課題 「草地更新について」

座長西 勲(道農務部) 後藤寛治(北大農) 新田一彦(北農試)

(1) 北海道における草地開発事業の史的発展

(2) 混播牧草の草種構成の推移

(3) 草地の維持管理と更新方式

伝法卓郎(長瀬産業阻三)( 1 ) 

脇本隆(中央農試)(9) 

赤城望也(根釧農試)(14) 

第 6回シンポジウム(北海道草地研究会報第 15号〉

昭和 55年 12月 9日 札幌市 出席者約 130名

課題 「組飼料の低コスト生産と刺用」

座長及川寛(新得畜試〉

(1) 牧草サイレージについて

(2) 放牧利用について

(3) 草地の更新年限について

山下良弘(北農試)(1 3 ) 

吉田悟(新得畜試)(1 7 ) 

西 勲(道農務部)(25) 

第 7回シンプジウム(北海道草地研究会報第 16号〉

昭和 56年 12月 11日 北農試 出席者約 200名

課題 「アノレファノレファの栽培・利用上の諸問題」

座長 吉田則人(帯広畜大) 小崎正勝(中央農試〉
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(1) 栽培上の問題点とその改善

1) 根粒着生と生育

2) 刈取り管理と再生

3) 栄養整理と施肥

(2) 利用上の問題点とその改善

片岡健治(北農試)( 10) 

下小路英男(天北農試)( 13 ) 

原田勇(酪農大)( 1 7 ) 

板東健(新得畜試)(28 ) 

第 8回シンポジウム〈北海道草地研究会報第 17号〉

昭和 57年 12月 7日 北農試 出席者約 200名

課題 「草地を主体とした肉用牛飼養と問題点」

座長 小竹森訓央(北大農) 田辺安一(新得畜試〉

(1) 肉用牛飼養の現況と行政上の問題点

(2) 品種の特性と草主体による育成・肥育

(3) 野草地の利用

(4) 生産の現状と問題点

清水秀三 C道畜産謀)(5 ) 

清水良彦(新得畜試)( 1 3 ) 

手島道明(北農試)(22) 

鈴木昇(えりも肉牛牧場)( 31 ) 

第 9回シンポジウム〈北海道草地研究会報第 18号〉

昭和 58年 12月 6日 北農試 出席者約 100名

課題 「北海道における牧草の生産性向上と育種の役割」

座長 宝示戸貞雄(北農試〉 増谷哲雄(北見農試)

(1) 主要気候帯における草種・品質の適応性と育種効果

嶋田徹(帯広畜大)(8 ) 

(2) 病害抵抗性育種の現状と育種上の問題点 但見明俊(北農試)( 18 ) 

(3) 品質育種の重要性とその育種的対応の現状 古谷政道(北見農試 )(22)

(4) 寒地型牧草の放牧適性と育種効果 田辺安一(中央農試 )(30)

第 10回シンポジウム〈北海道草地研究会報第 19号〉

昭和 59年 12月 4日 北農試 出席者約 195名

課題 「北海道における飼料用トウモロコシの栽培と利用の技術

座長 国井輝男(上川農試) 石栗敏機(中央農試)

(1) 環境条件からみたトウモロコシの乾物生産

中世古公一(北大農)( 10) 

(2) 生態的地域区分とトウモロコシ品質の適応性長谷川寿保(十勝農試)(20 ) 

(3) 家畜生産からみたトウモロコシの飼料価値 鳶野保(北農試)(27 ) 

(4) トウモロコシサイレージの通年別用技術と問題点

阿部敏己(中札内村・みどり牧場)(40 ) 
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g 
Jζ. 

第 1回(昭和 55年度)

脇本 隆(中央農試〉

賞 論 文

「混播牧草の草種構成に関する研究J15号(1 ) 

十勝北部地区農業改良普及所

「土壌飼料分析を活用した普及活動J ( 4 ) 

E 第 2回(昭和 56年度)

山下良弘(前北農試、現中国農試)

「二次発酵の要因解析とその防止に関する研究J16号(1 ) 

網走支庁西紋東部地区農業改良普及所

「アノレファノレファの普及について」 ( 5 ) 

E 第 5回(昭和 57年度)

石栗敏機(滝川畜試〉

「貯蔵飼料の飼料価値に関する研究J19号(1 ) 

W 第 4回(昭和 58年度)

木戸賢治 (前・天北農試天塩支場)

「泥炭草地の造成および維持管理に関する一連の研究J18号(1 ) 

V 第 5回(昭和 59年度)

十勝農業協同組合連合会・畜産指導部

「十勝地域における粗飼料の生産・利用技術の普及事業J19号(1 ) 
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著 者

【あ】

相田隆男 1( 8)， 1 ( 2 1 ) 

浅野昭三 15(180)

朝日敏光 9( 58)， 1 0 ( 11 5)， 1 2 ( 7 5 ) 

安宅一夫 7( 14，)， 8 ( 39)， 8 ( 42)， 9 ( 58)， 

9 ( 60)， 9 ( 75)， 1 0 ( 1 1 5)， 1 0 ( 1 22 )， 

1 0 ( 1 3 9)， 1 0 ( 1 5 3)， 1 1 ( 1 0 6)， 1 1 ( 1 0 8 )， 

11 ( 1 0 9)， 11 ( 11 2)， 11 ( 11 6)， 12 ( 9 6 )， 

1 2 ( 9 7)， 1 2 ( 1 0 1)， 1 2 ( 1 0 3)， 1 3 ( 1 24 )， 

1 5 ( 1 2 1); 1 6 ( 1 0 4)， 1 7 ( 1 68)， 1 7 ( 1 7 3 )， 

1 8 ( 2 1 4). 1 9 ( 2 0 8 ) 

安達篤 10 ( 7 1)， 1 0 ( 74)， 1 0 ( 7 6)， 1 0 ( 78 ) 

安達稔 17(99)

阿部繁樹 16 ( 4 7)， 1 7 ( 42 ) 

浅原敬二 1( 1 3 ) 

阿部二郎 5( 1 7)， 8 ( 70)， 1 0 ( 78 ) 

阿部道夫 6( 3 9)， 7 ( 6 9 ) 

安孫子茂 7(38)

浅倉貞男 10(88)

荒木隆男 11(31)

阿部英昭 11(98)

赤石真人 12(77)

青木慶子 18(89)

東洋生 19(197)

阿部英則 19(195)

阿部稔 19(184)

安部道夫 5(36)

阿部亮 10(122)

荒木博 8( 6 4)， 8 ( 70 ) 

安藤道雄 14 ( 7 6)， 1 5 ( 1 5 5)， 1 5 ( 1 60 )， 

【L、】

石川順二 15 ( 103 )， 

五十嵐義任 7( 22)， 8 ( 35)， 8 ( 37)， 9 ( 6 8 ) 

10(128) 

古
河亡ミ ヲ!

凡例:号(頁)

五十嵐俊賢 13(58)

石坂光男 9(89 ) 

石栗敏機 4( 6 6)， 6 ( 42)， 1 0 ( 1 24)， 1 1 ( 96 )， 

13 ( 1 22)， 14 ( 8 5)， 14 (86)， 1 5 ( 139)， '15 

1 5 ( 1 4 3)， 1 6 ( 94)， 1 7 ( 1 5 5)， 1 8 ( 20 2 )， 

19(182) 

石田亨 11 ( 98)， 1 1 ( 1 0 0)， 1 1 ( 1 0 4 )， 

1 2 ( 1 0 6)， 1 5 ( 1 1 1)， 1 5 ( 11 4)， 1 7 ( 1 6 5 )， 

18(220) 

石田義光 13 ( 1 5 1)， 1 4 ( 30 ) 

和泉康史 11( 1 00)， 11 ( 1 0 4)， 11 ( 1 0 8 )， 

1 2 ( 1 0 6)， 1 5 ( 11 4 ) 

井芹靖彦 14 ( 7 6)， 1 5 ( 1 5 5)， 1 5 ( 1 6 0 )， 

16(111) 

犬飼正吉 1( 5)， 4 ( 45) 

石井力男 1( 1 4)， 11 ( 7 1 ) 

五十嵐竜夫 11 ( 82)， 1 2 ( 7 0 ) 

石川潤 11(144)

井沢敏郎 14(97)

飯坂譲二 14(64)

稲井重樹 14(49)

稲村裕文 13(145)

井戸沼忠博 13(69)

伊東尚武 13(46)

出岡謙太郎 13 ( 1 1 9)， 1 5 ( 11 9)， 1 7 ( 1 58 )， 

19(202) 

岩田剛士 12(77)

伊藤巌 4(54)

伊東季春 10(119)

伊藤鉄太郎 9( 68)， 1 7 ( 58) 

伊藤憲治 10 ( 1 1 9)， 1 9 ( 6 9)， 1 9 ( 1 79 ) 

伊藤鉄弥 18(206)

伊藤富男:

伊藤道秋 19(131)
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井上直人 13(84)

井上錦次 17(173)

井上光雄:

井上初郎 16(104)

岩崎元彦 19(197)

岩崎薫 10 ( 1 30)， 1 1 ( 1 1 8)， 1 3 ( 1 0 6 )， 

1 3 ( 1 0 9)， 1 3 ( 11 3)， 1 4 ( 8 1)， 1 5 ( 1 28 )， 

15(132) 

板谷守 16(54)

石田康郎 11( 1 0 6)， 1 2 ( 1 0 1 ) 

一 条茂 11(144)

【う】

上原泰樹 10(105)

植田精一 6( 23)， 8 ( 6 6)， 1 0 ( 5 3)， 1 0 ( 56 )， 

19(56) 

上原昭雄 4( 3 7)， 5 ( 1 4)， 5 ( 3 6)， 7 ( 69 )， 

1 3 ( 3 5)， 1 3 ( 58)， 1 8 ( 2 1 4 ) 

内村忠道 10(110)

生方雅男 17(102)

植松宏子 12(77)

牛島巧 16(104)

【え】

榎本博司:8(20) 

【お】

及 川寛 7( 22)， 9 ( 6 5)， 1 0 ( 66)， 1 0 ( 80 )， 

10(84) 

及 川博 13 ( 1 45 y， 1 3 ( 1 0 6)， 1 5 ( 1 0 3 )， 

1 5 ( 1 32)， 1 6 ( 72)， 1 6 ( 74)， 1 6 ( 11 6 )， 

1 6 ( 1 1 9)， 1 7 ( 1 3 3)， 1 7 ( 1 38)， 1 7 ( 1 44 )， 

18(169) 

大木忠士 7(29)

大居明夫 18(206)

太田三郎 12 ( 7 7)， 1 6 ( 74 ) 

大口勝啓 4(38)

大原久友 1(5)， 4 ( 4 5)， 5 ( 25)， 1 7 ( 1 68 ) 

大沼昭 4(51 ) 

大西芳宏 14 ( ? 6)， 1 5 ( 1 5 5)， 1 5 ( 1 60 ) 

大曲明子 10(46)

尾崎政春:4 ( 42)， 4 ( 43 ) 

大戸昌雄 9(89)

大塚良美 1( 11)， 9 ( 49 ) 

大槌勝彦 15 ( 89)， 1 6 ( 6 5)， 1 7 ( 47)， 1 8 ( 58 ) 

18(68) 

大堀信雄 10(70)

大島安友 7(14)

大橋忠 11( 8 2)， 1 2 ( 70)， 1 3 ( 4 2 ) 

大崎亥佐雄 5( 2 5)， 6 ( 38)， 7 ( 34)， 7 ( 38 ) 

9 ( 3 8)， 9 ( 8 6)， 1 0 (6 4 ) 

大原益博 10 ( 80)， 1 0 ( 84)， 1 9 ( 5 3)， 1 9 ( 6 6 ) 

大原洋一 5( 19) 

大村邦男 9( 23)， 1 5 ( 94)， 1 6 ( 38)， 1 7 ( 1 0 5 ) 

大村純一 16(124)

大森昭治 1( 1 5)， 1 ( 1 9)， 4 ( 66)， 4 ( 6 9 )， 

5 ( 3 1)， 6 ( 6 0)， 8 ( 4 6)， 8 ( 4 9)， 8 ( 53 ) 

9 ( 70)， 1 0 ( 1 4 6)， 1 1 ( 74)， 11 ( 76 )， 

11 ( 79)， 1 9 ( 66)， 19 ( 86)， 1 9 ( 1 65 ) 

岡由民 5(36)

大野京子 16(116)

岡部俊 16(62)

岡本明治 10 ( 1 5 3)， 1 0 ( 1 56)， 11 ( 1 24 )， 

1 1 ( 1 44)， 1 2 ( 7 5)， 1 2 ( 1 7)， 1 3 ( 1 5 1 ) 

1 4 ( 30)， 1 4 ( 9 1)， 1 5 ( 6 2)， 1 5 ( 1 4 5 ) 

1 5 ( 1 48)， 1 5 ( 1 5 1)， 1 6 ( 9 7)， 1 6 ( 1 0 7 ) 

1 6 ( 1 24)， 1 7 ( 1 6 1)， 1 8 ( 2 1 0)， 1 9 ( 1 84 ) 

1 9 ( 1 88)， 1 9 ( 2 11)， 1 3 ( 8 9 ) 

岡本全弘 19(184)

扇勉 10(119)

奥村純一 1( 9)， 5 ( 25)， 6 ( 38)， 8 ( 77 )， 

9 ( 38)， 9 ( 8 6)， 9 ( 8 9)， 1 0 ( 64)， 1 0 ( 9 4 )， 

1 1 ( 6 5)， 11 ( 9 3)， 1 2 ( 3 7)， 1 2 ( 4 7 ) 
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小倉紀美 4( 5 6)， 5 ( 3 3)， 5 ( 42)， 6 ( 4 5 )， 

7 ( 2 2)， 8 ( 2 6)， 8 ( 3 7)， 1 1 ( 98 )， 

1 9 ( 1 68)， 1 9 ( 1 7 3)， 1 9 ( 1 79 ) 

小倉敬子 19(184)

折田芳明 10( 1 33)， 1 0 ( 1 36)， 10 ( 1 50 )， 

11 ( 1 28)， 1 2 ( 6 3)， 1 2 ( 8 6)， 1 2 ( 8 9 )， 

1 2 ( 1 0 9)， 1 3 ( 98)， 1 3 ( 1 04)， 1 4 ( 74 )， 

15(116) 

大泉権吾 15(151)

奥野裕史 16(107)

小笠原貴志 18(52)

岡一義 17(99)

納田裕 13(40)

尾本武 12(77)

小原勉 11 ( 1 47)， 1 5 ( 7 1 ) 

尾上貞雄 18(204)

【か】

我有満 15 ( 48)， 1 9 ( 5 6 ) 

春日朗 11( 82)， 1 2 ( 7 0 ) 

片岡健治 1( 6)， 1 ( 7)， 5 ( 26)， 5 ( 29 )， 

6 ( 2 9)， 8 ( 6 1)， 11 ( 58)， 1 2 ( 34 )， 

1 3 ( 55)， 1 4 ( 55)， 1 5 ( 6 5)， 18 ( 1 02 ) 

金川直人 13 ( 4 0)， 1 4 ( 3 9 ) 

金川博光 1( 5 ) 

兼子達夫:4 ( 3 5)， 4 ( 3 7)， 5 ( 1 4)， 5 ( 36 )， 

6 ( 3 9)， 7 ( 69)， 9 ( 4 1 ) 

上出純 1( 1 3)， 7 ( 48)， 7 ( 5 1)， 1 0 ( 1 5 9 )， 

1 1 ( 6 1)， 1 3 ( 94)， 1 3 ( 98)， 1 7 ( 1 7 6 )， 

1 7 ( 1 80)， 1 1 ( 1 28)， 1 1 ( 1 34)， 1 2 ( 1 0 9 )， 

1 3 ( 1 0 4)， 1 7 ( 52 ) 

金曾常治 5(41 ) 

金子幸司 7(73)

川畑厚哉 17 ( 6 6)， 1 7 ( 7 1 ) 

確井正行 10(113)

河島治夫 9(89)

河津政武 1( 5 ) 

亀田孝 13(89)

川崎勉 14 ( 88)， 1 5 ( 1 64)， 1 8 ( 1 74 )， 

1 9 ( 6 6 )， 1 9 ( 1 6 5)， 1 9 ( 1 7 6 ) 

川瀬貴晴 16(74)

川端習太郎 5( 9)， 5 ( 1 1)， 5 ( 1 7)， 6 ( 1 7 )， 

8 ( 7 0)， 8 ( 7 2 ) 

川向勲 1( 5 ) 

河田隆 12 ( 70)， 1 3 ( 4 2 ) 

【き】

菊地晃二 13 ( 1 45)， 1 7 ( 1 0 5)， 1 7 ( 1 0 8 )， 

1 8 ( 72)， 1 8 ( 77)， 1 9 ( 94)， 1 9 ( 9 9 ) 

菊地秀利:9(58) 

菊地富治 13(42)

菊地之 15(121)

岸美 司:4(53) 

木曽誠二 17 ( 1 0 9)， 1 8 ( 72)， 1 9 ( 9 4 ) 

喜多富美治 1( 10) 

北野均 10(70)

木村邦男 10(59)

北守勉 10 ( 1 3 3)， 1 0 ( 1 3 6)， 1 3 ( 4 9 )， 

1 6，( 1 2 1)， 1 7 ( 5 2)， 1 7 ( 6 2)， 1 7 ( 1 47 )， 

1'8(49) 

北山浄子 15(83)

北田 薫 14 ( 76)， 1 5 ( 1 5 5)， 1 5 ( 1 60 ) 

木戸賢治 1( 21 ) 

木下善之 18(178)

木村泰二 15(83)

木村滋人 15(54)

木村文春 19(211)

木原義正 1( 2 1)， 4 ( 50)， 1 2 ( 72 ) 

吉良賢二 7( 64)， 9 ( 2 0)， 9 ( 24)， 1 3 ( 3 7 )， 

1 9 ( 1 20)， 1 9 ( 1 23 ) 

桐田三好 1( 5 ) 

菊地政則 11 ( 11 2)， 11 ( 11 6)， 1 2 ( 9 7 )， 
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1 2 ( 1 0 3)， 1 5 ( 1 2 1 ) 

木村正行 13(40)

【く】

草薙睦雄 11(124)

黒沢弘道 18(204)

櫛引英男 10(122)

居島正樹 9( 2 7)， 9 ( 2 9 ) 

工藤音夫:4(61) 

久保政則 17 ( 1 38)， 1 7 ( 1 40)， 1 7 ( 1 44 )， 

熊瀬登 19(191)

熊 切隆 9( 70)， 11 ( 1 38)， 1 1 ( 1 4 1 )， 

12(92) 

熊谷宏 13(124)
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【こ】

五ノ井幸男 18(220)

小阪進一 10 ( 1 0 8)， 11 ( 9 1)， 1 2 ( 6 1 )， 

1 6 ( 47)， 1 6 ( 5 7)， 1 7 ( 4 2)， 1 7 ( 6 6 )， 

1 7 ( 7 1)， 1 8 ( 5 2)， 1 8 ( 1 2 3)， 1 8 ( 1 29 )， 

1 9 ( 7 5)， 1 9 ( 1 46)， 1 9 ( 1 5 2 ) 

小関純一 12 ( 8 3)， 1 3 ( 6 7)， 1 3 ( 1 3 4 )， 

1 4 ( 6 6)， 1 5 ( 1 3 6)， 1 5 ( 1 74)， 1 6 ( 68 )， 

1 7 ( 80)， 1 7 ( 90)， 1 7 ( 9 5)， 1 8 ( 6 5 )， 

18(93) 

小竹森訓央 7(29)

後藤寛治:5 ( 9)， 5 ( 11 ) 

後藤計二 17(102)

児玉兼吉 6(38)

小林勇雄:

小林朗志 19(62)

小松輝行 10 ( 66)， 11 ( 44)， 11 ( 74)， 11 ( 7 6 )， 

11 ( 79)， 1 3 ( 80)， 1 5 ( 87)， 1 6 ( 4 7 )， 

1 6 ( 54)， 1 6 ( 65)， 1 7 ( 1 33)， 1 7 ( 1 38 )， 

17(140)人 i7 ( 1 44)， 1 8 ( 1 5 3)， 1 8 ( 1 5 7 )， 

1 8 ( 1 6 1)， 1 8 ( 1 6 5)， 1 8 ( 1 6 9)， 1 9 ( 8 1 )， 

1 9 ( 8 6)， 1 9 ( 9 1 ) 

小松芳郎 15 ( 1 80)， 1 6 ( 9 5)， 1 8 ( 1 8 1 )， 

1 8 ( 1 8 7)， 1 8 ( 1 9 1)， 1 8 ( 1 9 8 ) 

小梁川忠士 1( 6)， 1 ( 7 ) 

小塩栄 1( 1 5)， 1 ( 1 9 )， 

小林道臣 4( 51 ) 

近堂祐弘 12(29)

小島勉 15(101)

古関定之 14(58)

小林仁司 11(84)

近藤照 19(136)

近藤秀雄 9( 62)， 1 2 ( 49)， 1 6 ( 1 0 1)， 1 8 ( 8 9 )， 

近藤誠司 19(197)

近藤正治 12(54)

古明地通孝 9( 30)， 9 ( 34)， 9 ( 4 5)， 1 0 ( 78 )， 

10(97) 

小尾松恭史 16(47)

【さ】

佐々木紘一 14(72)

雑賀優 1( 1 4)， 5 ( 9)， 5 ( 11)， 5 ( 1 7 )， 

6 ( 20)， 8 ( 6 4)， 8 ( 72 ) 

三枝俊哉 18 ( 7 7)， 1 9 ( 9 9 ) 

斎藤利雄:6 ( 38)， 7 ( 38 ) 

斉藤利治:

斉藤英夫 19 ( 1 84)， 1 9 ( 2 11 ) 

斎藤利朗:

斎藤栄治 16(72)

酒井辰生:

寒河江洋一郎 19 ( 1 6 5)， 1 9 ( 1 7 6 ) 

坂本宣崇 6( 38)， 7 ( 34)， 7 ( 3 8)， 8 ( 7 7 )， 

9 ( 38)， 9 ( 8 9)， 1 0 ( 94)， 11 ( 6 5)， 1 2 ( 3 7 ) 
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1 4 ( 4 3)， 1 5 ( 7 3 ) 

桜庭望 15(54)

佐々木康雄 16 ( 1 0 4)， 1 7 ( 1 73 ) 

佐々木健二 16 ( 1 0 4)， 1 7 ('I 7 3 ) 

佐竹芳世 13 ( 49)， 1 6 ( 1 2 1)， 1 7 ( 52 )， 

1 7 ( 6 2)， 1 7 ( 1 4 7)， 1 8 ( 49)， 1 9 ( 59 ) 

佐々木博 5(34)

佐藤正三 15(80)

斉藤恵二:4 ( 51 ) 

佐藤博保 6(26)

佐久間智工 7( 4 8)， 7 ( 5 1 ) 

沢口正利 13(145)

酒井隆太郎 13(69)

坂庭勉 11(91)

佐々木厚仁:8(35) 

佐藤辰四郎 9( 38)， 1 2 ( 4 7)， 1 4 ( 4 3 )， 

15(80) 

佐藤久泰 14 ( 47)， 1 5 ( 80)， 1 6 ( 1 34 )， 

1 7 ( 5 8)， 1 7 ( 7 6 ) 

佐藤文俊 13 ( 1 0 9)， 1 4 ( 9 1)， 1 5 ( 1 0 3 )， 

1 5 ( 1 32)， 1 6 ( 7 2)， 1 6 ( 74)， 1 6 ( 11 6 )， 

1 6 ( 11 9)， 1 7 ( 1 3 3)， 1 7 ( 1 38 )， 

1 7 ( 1 44)， 1 8 ( 1 6 1)， 1 8 ( 1 6 5 ) 

佐 藤実 13(42)

佐藤公之 19(152)

佐藤康夫 4( 56)， 4 ( 6 3)， 5 ( 46)，. 6 ( 5 7 )， 

7 ( 5 3)， 8 ( 88)， 9 ( 8 4)， 1 3 ( 1 37 )， 

1 7 ( 1 2 0)， 1 8 ( 1 4 9)， 1 9 ( 1 5 7)， 1 9 ( 1 6 0 ) 

佐藤芳孝 11(82)， 1 2 ( 70)， 1 3 ( 42 ) 

佐野信一 10(128)

沢井晃 19(56)

沢 田均 19(62)

沢田壮兵 11( 84)， 11 ( 86)， 1 2 ( 27 )， 

19(117) 

沢田嘉昭 1( 1 3)， 7 ( 48)， 7 ( 5 1)， 1 1 ( 1 4 7 )， 

12(80) 

沢村浩 7( 4 1)， 8 ( 8 6)， 1 0 ( 1 44 ) 

沢田泰男 6(27)

佐久 間勉 11(31)

【し】

篠原功 10 ( 8 8)， 1 1 ( 4 9)， 1 2 ( 5 6 )， 

1 3 ( 1 42)， 1 4 ( 58)， 1 4 ( 9 7)， 1 5 ( 9 1 )， 

1 8 ( 8 1)， 1 9 ( 1 0 3 ) 

柴田勇 1(5)， 4 ( 45 ) 

新発田修治 17 ( 8 7)， 1 8 ( 1 1 0 ) 

柴田弥生 17 ( 1 1 4)， 1 7 ( 1 1 7 ) 

嶋田徹 9( 2 7)， 9 ( 29)， 1 0 ( 1 0 1)， 1 0 ( 1 0 3 )， 

1 0 ( 1 0 5)， 1 2 ( 29)， 1 6 ( 5 4)， 1 7 C 87 )， 

18(110) 

嶋田純一 19(131)

島貫忠幸 11(31)

清水良彦 11( 1 3 8)， 11 ( 1 4 1)， 1 2 ( 9 2 ) 

下出純 9(45) 

下小路英男 10 ( 9 7)， 1 2 ( 3 1)， 1 3 ( 5 2 )， 

1 3 ( 6 3)， 1 4 ( 6 9)， 1 5 ( 8 9)， 1 6 ( 65 )， 

1 7 ( 4 7)， 1 8 ( 58)， 1 8 ( 68 ) 

島田章生 10(43)

柴田弘行 11(28)

重久一馬 12 ( 1 0 1)， 1 3 ( 1 24 ) 

島本義也 13(75)

城毅 10(128)

【す】

杉村幸一 1( 5 ) 

菅原康臣 11(82) 

杉信賢一 11 (3 1)， 1 4 ( 2 5)， 1 4 ( 2 8 ) 

杉本亘之: 1 5 ( 1 2 3)， 1 5 ( 1 2 5 ) 

杉原敏弘 4( 6 1)， 1 8 ( 1 7 8 ) 

鈴木茂 5(17)

鈴木慎二郎 1( 1 2)， 1 ( 1 6)， 1 ( 1 9)， 1 ( 1 9 )， 

4 ( 5 2)， 4 ( 58)， 4 ( 5 8)， 4 ( 6 1)， 5 ( 3 9 )， 
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5 ( 4 3)， 5 ( 45)， 7 ( 4 1)， 9 (.5 3 )， 1 0 ( 1 4 1 )， 

鈴木信治 15(60)

鈴木昌宏 18 ( 20 6)， 1 9 ( 1 9 1 ) 

住吉正次:4 ( 6 0)， 9 ( 70)， 11 ( 44 )， • 1 9 ( 6 6 ) 

須田孝雄 14 ( 9 1)， 1 8 ( 1 5 3)， 1 8 ( 20 6 )， 

1 9 ( 8 1)， 1 9 ( 9 1 ) 

杉本亘之 18(217)

【せ】

関口久雄 5(25)，6(38)，7(34)，

7 ( 3 8)， 1 5 ( 9 4 ) 

赤城仰哉 9( 2 3)， 1 0 ( 59)， 1 0 ( 9 1 )， 

1 3 ( 1 29)， 1 4 ( 5 1)， 1 5 ( 94)， 1 5 ( 97 )， 

1 6 ( 6 8)， 1 7 ( 90)， 1 7 ( 9 5 ) 

関口正雄 10(70)

関谷長昭 19(69)

千田勉 1( 1 5)， 1 ( 1 9)， 1 0 ( 1 50 )， 

11 ( 1 28)， 11 ( 1 34)， 1 3 ( 98 ) 

【そ】

曽根章夫 19(66)

租父江忠史 19(146)

【た】

高尾欽弥 14 ( 4 3)， 1 5 ( 7 3)， 1 6 ( 44 )， 

19(111) 

大部善之 14(37)

高野定郎 1(5)， 1 ( 11)， 1 ( 2 3)， 4 ( 4 5 )， 

1 0 ( 7 0)， 1 4 ( 3 9)， 1 5 ( 6 7 ) 

高野信雄 1( 1 2.)， 1 ( 1 9)， 1 ( 1 9)， 4 ( 5 8 ); 

4 ( 58)， 4 ( 6 1)， 5 ( 3 8)， 5 ( 3 9)， 5 ( 43 )， 

5 (45) 

高野博 17(58)

高倉雄二 5(25)

高瀬正美 9(89)

高橋俊 15 ( 1 67)， 1 5 ( 1 70)， 1 5 ( 1 72 )， 

1 6 ( 87)， 1 6 ( 9 0)， 1 7 ( 1 24)， 1 8 ( 1 78 )， 

1 8 ( 1 9 1)， 1 8 ( 1 9 8 ) 

高橋利和 15 ( 62)， 1 6 ( 1 24 ) 

高橋雅信 18( 204)， 18 ( 220 ) 

高橋清志 11(106)

高畑滋 4( 4 6)， 5 ( 48)， 6 ( 6 3)， 7 ( 57 )， 

8 ( 9 1)， 9 ( 5 6)， 1 6 ( 7 7)， 1 7 ( 1 1 4 )， 

17(117) 

高杉成道:4 ( 4 7)， 4 ( 4 8 ) 

高橋義明 14 ( 3 7)， 1 5 ( 1 0 1 ) 

田川雅一 13 ( 4 9)， 1 6 ( 1 2 1)， 1 7 ( 5 2 )， 

1 7 ( 62)， 1 7 ( 1 4 7)， 1 8 ( 49)， 1 9 ( 59 ) 

田辺久 12(27)

多田輝美 15(148)

高橋敏 17 ( 1 38)， 1 8 ( 1 5 7)， 1 8 ( 1 6 5 )， 

18(206) 

竹 内 実 12(56)

竹田純男 11(124)

谷口淳美 11 (82)， 1 2 ( 70 ) 

滝沢寛禎 18(97)

竹田芳彦 10 ( 1-0 1)， 1 3 ( 72)， 1 5 ( 5 1 )， 

1 6 (128)， 1 8 ( 1 4 5)， 1 8 (1 74)， 1 9 ( 5 3 )， 

1 9 ( 6 6)， 1 9 ( 1 4 3 ) 

竹井伸 19(103)

但見明俊:

丹代建男 14(47)

丹伊田進 18(157)

田中繁男 11(82)， 1 2 ( 70 ) 

田辺安一 1( 1 5)， 1 ( 1 9)， 4 ( 6 6)， 1 0 ( 6 6 )， 

1 0 ( 80)， 1 0 ( 8 4)， 1 1 ( 44)， 11 ( 74 )， 

11 ( 7 6)， 11 ( 79)， 1 3 ( 72)， 1 5 ( 87 )， 

1 6 ( 4 1)， 1 6 ( 1 28)， 1 9 ( 6 6 ) 

谷川明弘 19(140)

谷口隆一 10(119)

玉木哲夫 9(70)， 1 0 ( 66)， 11 ( 74)， 11 ( 76 )， 

1 1 ( 79)， 11 ( 1 4 1)， 1 9 ( 6 6)， 1 9 ( 1 2 6 )， 
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19(131) 

谷本孝一 9(41 ) 

田村哲 11(28)

田中武雄 11(71)

【ち】

千葉一美 19(120)

【つ】

都筑基子 13(35)

土屋貞夫 4( 4 2)， 4 ( 4 3 ) 

土谷富士男 15 ( 9 7)， 1 7 ( 1 3 3)， 1 7 ( 1 3 8 )， 

1 7 ( 1 40)， 1 7 ( 1 44)， 1 8 ( 1 5 3 )， 

1 8 ( 1 5 7)， 1 8 ( 1 6 1)， 1 8 ( 1 6 5 )， 

1 8 ( 1 69)， 1 9 ( 8 1)， 1 9 ( 86); 1 9 ( 9 1 ) 

筒井佐喜雄 6( 20)， 8 ( 6 6)， 1 7 ( 83 )， 

1 8 ( 1 0 4)， 1 8 (1 0 7 ) 

堤光昭 5( 1 9)， 7 ( 66)， 9 ( 20 )， 

1 3 ( 1 1 6)， 1 5 ( 46)， 1 9 ( 1 20 ) 

津田周弥 18 ( 11 3)， 1 9 ( 62 ) 

佃忠雄 5(25)

津田良伸 12(61)

【て】

手島正浩 17(168)

手塚光明 9( 30)， 9 ( 34)， 1 1 ( 38)， 1 2 (-66 )， 

1 3 ( 7 7)， 1 6 ( 6 5 ) 

手島道明 15 ( 1 6 7)， 1 5 ( 1 70)， 1 5 ( 1 72 )， 

1 6 ( 8 7)， 1 6 ( 90)， 1 7 ( 1 24)， 1 8 ( 1 78 )， 

1 8 ( 1 9 1)， 1 8 ( 1 9 8 ) 

寺栖喜久男 4(35)

寺田康道 12(112)

【と】

富樫昭 14(43)

道場三喜雄 19(126)

鳶野保 1( 20)， 4 ( 56)， 5 ( 42)， 6 ( 45 )， 

6 ( 47)， 6 ( 5 0)， 7 ( 2 5)， 8 ( 3 1)， 9 ( 7 3 )， 

1 4 ( 9 5)， 1 5 ( 1 1 4)， 1 5 ( 1 8 3 ) 

富田信夫 11 ( 8 2)， 1 2 ( 7 0)， 1 3 ( 4 2 ) 

【な】

永井秀雄 15 ( 9 7)， 1 7 ( 1 50 )， • 1 7 ( 1 5 5 ) 

中家靖夫 14 ( 7 6)， 1 5 ( 1 5 5)， 1 5 ( 1 60 ) 

長江幸一 7(38)

中川忠昭 6( 5 0)， 8 ( 2 6 ) 

南部悟 19(131)

中野長三郎 10 ( 49)， 11 ( 88)， 1 2 ( 40 ) 

中村克巳 12 ( 1 0 9)， 1 3 ( 4 9)， 1 3 ( 1 0 4 )， 

1 5 ( 1 1 6)， 1 9 ( 1 68)， 1 9 ( 1 7 3)， 1 9 ( 1 79 ) 

中村弘明 12(97)

中川幸子 15(57)

中村史生 16(57)

永島正男 17(99)

中山修一 11 (28)， 1 1 ( 68)， 1 2 ( 4 0)， 1 2 (115 )， 

12(118) 

名久井忠 10 ( 1 22)， 1 0 ( i 30)， 1 1 ( 11 8 )， 

1 3 ( 1.0 6)， 1 3 ( 1 09)， 1 3 ( 1 1 3)， 1 4 ( 8 1 )， 

1 5 ( 1 2 8)， 1 3 ( 1 4 5)， 1 4 ( 9 1)， 1 5 ( 1 3 2 ) 

楢崎昇 7( 1 4)， 8 ( 39)， 8 ( 4 2)， 9 ( 58 )， 

9 ( 60)， 9 ( 75)， 1 0 ( 11 5)， 1 0 ( 1 3 9 )， 

1 0 ( 1 53)， 1 1 ( 1 0 6)， 11 ( 1 0 8)， 11 ( 1 0 9 )， 

1 1 ( 1 1 2)， 1 1 ( 1 1 6)， 1 2 ( 96)， 1 2 ( 9 7 )， 

1 2 ( 1 0 1)， 1 2 ( 1 0 3)， 1 3 ( 1 24)， 1 5 ( 1 2 1 )， 

1 6 ( 1 04)， 1 7 ( 1 68)， 1 7 ( 1 73)， 1 8 ( 2 1 4 )， 

19(208) 

袖山忠士 8( 8 6)， 9 ( 5 3)， 1 0 ( 1 4 1)， 1 0 ( 1 44 )， 

1 5 ( 1 6 7)， 1 5 ( 1 70)， 1 5 ( 1 72)， 1 6 ( 8 7 )， 

1 6 ( 9 0)， 1 7 ( 1 24)， 1 8 ( 1 78)， 1 8 ( 1 9 1 )， 

18(198) 

難波直樹:'1 ( 1 2)， 1 ( 1 9)， 1 ( 1 9 ) 

永山 洋 12 ( 70)， 1 3 ( 42 ) 
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名波雅秀 16(104)

【{こ】

西 勲 1( 1 8)， 9 ( 4 9)， (1 6 ( 4 1 ) 

西島浩 10(113)

西部潤 13 ( 1 0 6)， 1 5 ( 1 0 3)， 1 5 ( 1 3 2 ) 

西埜進 19(197)

西村格 10(78)

西村茂吉 11(82)， 1 2 ( 70)， 1 3 ( 4 2 ) 

新沼庄一 7(29)

新田一彦:4 ( 6 4)， 5 ( 20)， 5 ( 26)， 5 ( 29 ) 

新関稔 1( 10) 

西陰研治 16 ( 6 8)， 1 7 ( 70)， 1 7 ( 9 5 ) 

【ぬ】

沼辺正一郎 1(11 ) 

【の】

能瀬登 18(206)

野英二 8( 3 9)， 8 ( 4 2)， 1 5 ( 1 2 1 )， 

1 6 ( 1 0 4)， 1 7 ( 1 7 3 ) 

野田哲治 10(70)

能代昌雄:8 ( 7 9)， 8 ( 84)， 9 ( 43)， 1 0 ( 7 1 )， 

1 0 ( 78)， 1 1 ( 4 1)， 1 2 ( 8 3)， 1 3 ( 67 )， 

1 4 ( 6 6)， 1 5 ( 1 3 6 ) 

能 勢公 1(9)， 4 ( 6 5)， 7 ( 32)， 8 ( 79 )， 

9 ( 36)， 1 2 ( 83 ) 

野村貞 13(46)

野口正昭:4 ( 4 7)， 4 ( 48 ) 

【は】

馬場強逸 16 ( 7 7)， 1 7 ( 1 1 4 ) 

橋 爪健 13 ( 3 5)， 1 8 ( 2 1 4 ) 

長谷川春夫 7(73)

袴田共之 1( 9)， 8 ( 7 9)， 1 2 ( 54)， 1 2 ( 8 3 )， 

13(134) 

-i 

早坂好 10 ( 11 0)， 11 ( 7 1 ) 

橋本孝信 13(42)

原悟志 17 ( 1 5 8)， 1 9 ( 2 0 2 ) 

橋原孝征 18(129)

長谷川信美 19(184)

原沢康範 18 ( 2 1 4)， 1 9 ( 2 0 8 ) 

早坂宏治 14(91)

花田勉 6(32)

原田禎彦 15(145)

長谷川信美 19(211)

原田勇 8( 5 7)， 1 0 ( 88)， 1 1 (49)， 1 3 ( 1 42 )， 

1 4 ( 58)， 1 5 ( 9 1)， 1 8 ( 8 1)， 1 2 ( 5 6 )， 

1 4 ( 9 7)， 1 9 ( 1 0 3 ) 

原棋紀 9( 6 2)， 1 1 ( 5 8)， 1 2 ( 4 9)， 1 3 ( 5 5 )， 

1 4 ( 5 5)， 1 5 ( 6 5 ) 

早川嘉彦 17 ( 8 0)， 1 8 ( 9 3)， 1 9 ( 1 3 6 ) 

早川康夫:4 ( 4 6)， 4 ( 5 5)， 4 ( 56)， 4 ( 6 3 )， 

5 ( 5 1)， 6 ( 5 2)， 6 ( 54)， 7 ( 34)， 8 ( 1 6 )， 

9 (82) 

林満 1( 6)， 1 ( 7)， 4 ( 6 4)， 5 ( 2 0)， 6 ( 3 5 )， 

11 ( 5 1)， 11 (54)， 1 2 ( 42)， 1 4 ( 60 ) 

早川政市 10 ( 1 30)， 11 ( 11 8)， 1 3 ( 11 3 )， 

1 4 ( 8 1)， 1 5 ( 1 28)， 1 3 ( 1 0 6)， 1 3 ( 1 0 9 )， 

15(132) 

坂東健 1( 20)， 4 ( 68)， 5 ( 4 1)， 8 ( 26 )， 

1 0 ( 1 2 8)， 1 1 ( 1 0 8)， 1 3 ( 11 9)， 1 5 ( 11 4 )， 

1 5 ( 1 1 9)， 1 7 ( 1 5 8)， 1 4 ( 9 1)， 1 9 ( 20 2 ) 

早川力夫 6( 26)， 1 1 ( 34 ) 

林成周 14(64)

【ひ】

日笠裕治 18(77)

東田修司 16 ( 44)， 1 9 ( 1 11 ) 

日井和栄 19(120)

樋口誠一郎 6( 2 3)， 8 ( 6 6)， 1 0 ( 5 3)， 1 0 ( 5 6 )， 

1 7 ( 8 3)， 1 8 ( 1 0 4)， 1 8 ( 1 0 7 ) 
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樋口文彦 14 ( 76)， 1 5 ( 1 5 5)， 1 5 ( 1 6 0 ) 

平尾章 4(45)

平島利昭 1( 9)， 4 ( 6 5)， 7 ( 3 2)， 8 ( 79 )， 

8 ( 84)， 9 ( 3 6)， 9 ( 4 3)， 1 0 ( 7 1)， 1 0 ( 78 )， 

11 (4 1)， 1 2 ( 5 4)， 1 2 ( 8 3)， 1 3 ( 1 3 4 )， 

1 6 ( 80)， 1 7 ( 5 5)， 1 7 ( 111)， 1 8 ( 1 49 )， 

1 9 ( 1 5 7)， 1 9 ( 1 60)， 1 3 ( 6 7 ) 

平山秀介 1( 1 3 ) 

広瀬啓吾 19(208)

広瀬勇 19(111)

広瀬可恒 7(29)

菱山和夫 13(35)

平光志伸 13(132)

【ふ】

福永和男 5( 25)， 11 (31)， 11 ( (8)， 1 2 ( 2 5 )， 

1 2 ( 11 5)， 1 2 ( 11 8)， 1 3 ( 84)， 1 4 ( 3 4 )， 

1 4 ( 3 7)， 1 5 ( 4 1)， 1 5 ( 5 7)， 1 5 ( 1 0 1 )， 

1 5 ( 1 0 3)， 1 6 ( 7 2)， 1 6 ( 74)， 1 6 ( 11 6 )， 

1 8 ( 6 1)， 1 8 ( 1 1 7 ) 

藤井育雄 15 ( 6 7)， 1 4 ( 3 9 ) 

福井孝作 5( 3 1)， 8 ( 46)， 8 ( 5 3)， 9 ( 70 ) 

福田勝博 10(108)

福原道一:i4(64)

藤縄利通 16(97)

藤田敬一 14(34)

藤岡幸助 13(40)

藤田裕 19 ( 1 9 1)， 1 8 ( 2 0 6 ) 

藤田保 10 ( 1 3 3)， 1 0 ( 1 3 6)， 1 0 ( 1 50 )， 

11 ( 1 28)， 11 ( 1 3 1)， 1 1 ( 1 34)， 1 2 ( 6 3 )， 

1 2 ( 8 6)， 1 2 ( 8 9)， 1 2 ( 1 0 9)， 1 3 ( 9 8 )， 

1 3 ( 1 0 4)， 1 4 ( 74)， 1 5 ( 1 1 6)， 1 9 ( 1 9 5 ) 

藤井久美子 15(91)

船水正蔵 15(41)

藤岡澄行 16 ( 9 5)， 1 8 ( 1 4 9 ) 

古谷政道 6( 2 3)， 8 ( 6 6)， 1 0 ( 5 3)， 1 7 ( 8 3 )， 

1 8 ( 1 0 4)， 1 8 ( 1 0 7 ) 

古谷将 12(29)

富士原勝三 13(142)

【ほ】

宝示戸貞雄 18 ( 1 04)， 18 ( 107)， 1 9 ( 111 )， 

宝示戸雅之 15(73)

細田尚次 13(58)

堀川洋 14 ( 49)， 1 5 ( 54)， 1 8 ( 1 6 5 )， 

19(91) 

本江昭夫 12 ( 25)， 1 5 ( 4 1 ) 

本間久 10(110)

【ま】

前田善夫 10 ( 1 1 9)， 1 5 ( 7 1 ) 

前田良之 15 ( 6 2)， 1 7 ( 1 6 1 ) 

松岡賢 12(70)

前田亨 13(106)

丸矢政雄 9( 70)， 1 1 ( 1 38)， 1 1 ( 1 4 1)， 1 2 ( 9 2 )， 

丸矢義徳 8(49 ) 

前橋春之 5(49 ) 

真木芳助 6( 26)， 1 1 ( 3 1)， 1 1 ( 3 4)， 1 4 ( 2 5 )， 

1 4 ( 28)， 1 5 ( 3 9)， 1 5 ( 4 8 ) 

蒔田秀夫:4 ( 5 3)， 5 ( 4 9)， 7 ( 2 2)， 8 ( 2 6)， 8 ( 3 5 )， 

8 ( 3 7)， 9 ( 6 8)， 1 1 ( 1 0 0)， 11 ( 1 0 4)， 1 2 ( 1 0 6 )， 

1 5 ( 11 4)， 1 6 ( 4 1)， 1 8 ( 1 4 5)， 1 9 ( 4 3 )， 

19(66) 

増谷哲雄 17 ( 5 8) 1 7 ( 8 3)， 1 8 ( 1 0 4 )， 

18(107) 

松井幸夫 11 ( 1 1 2)， 11 ( 1 1 6)， 1 2 ( 9 7 )， 

12(103) 

松浦正宏 11 ( 34)， 1 4 ( 2 5 )，は(28)， 1 5 ( 3 9 )， 

1 5 ( 4 8)， 1 9 ( 5 6 ) 

松代平治 16 ( 6 8)， 1 7 ( 9 0)， 1 7 ( 9 5 ) 

松田隆須 10 ( 1 4 6)， 1 8 ( 1 6 1 ) 

松田雅彦 18(210)
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松中照夫 12 ( 8 3)， 1 3 ( 1 0 1)， 1-5 ( 1 7 4 )， 

1 6 ( 68)， 1 7 ( 90)， 1 7 ( 9 5 ) 

松永光弘 14 ( 7 6)， 1 5 ( 15 5)， 1 5 ( 1 6 0 )， 

1 6 ( 1 1 1)， 1 8 ( 2 0 6 ) 

松 原守:4 ( 3 6)， 5 ( 3 6)， 6 ( 3 9)， 7 ( 6 9 ) 

松井道子:4(36) 

松岡賢 11 (8 2)， 1 3 ( 4 2 ) 

丸山純孝 5( 2 5)， 11 ( 26)， 11 ( 28)， 1 1 ( 68 ) 

1 2 ( 25)， 1 2 ( 11 5)， 1 2 ( 11 8)， 1 3 ( 84 )， 

宮下昭光:4 ( 5 5)， 5 ( 5 1)， 6 ( 5 2)， 6 ( 54 )， 

8 ( 1 7)， 9 ( 79)， 1 5 ( 1 77)， 1 6 ( 83 )， 

1 6 ( 1 3 2 )， . l' 8 ( 1 9 5)， 1 8 ( 1 49)， 1 8 ( 1 8 7 ) 

宮本正信 13 ( 40)， 1 4 ( 3 9)， 1 5 ( 6 7 ) 

宮谷内留行 1( 1 4)， 1 5 c1 80)， 1 6 ( 9 5 )， 

1 8 ( 1 8 1)， 1 8 ( 1 8 7)， 1 8 ( 1 9 1)， 1 8 ( 1 9 5 )， 

18(198) 

三河一志 16(104)

1 3 ( 1 4 5)， 1 4 ( 34)， 1 4 ( 3 7)， 1 5 ( 4 1 )，【 む】

1 5 ( 5 7)， 1 5 ( 1 0 1)， 1 5 ( 1 0 3)， 1 6 ( 72 )， 村田孝夫 14(47)

1 6 ( 74)， 1 6 ( 11 6)， 1 6 ( 11 9)， 1 7 ( 1 3 3 )， 村上馨 9( 2 7)， 9 ( 29)， 1 0 ( 1 0 1)， 1 0 (1 0 3 )， 

1 7 ( 1 3 8)， 1 7 ( 1 40)， 1 7 ( 1 44)， 1 8 ( 6 1 )， 1 0 ( 1 0 5)， 1 2 ( 2 9 ) 

1 8 ( 1 1 7)， 1 8 ( 1 5 3)， 1 8 ( 1 5 7)， 1 8 ( 1 6 1 )， 村井信仁 12 ( 40)， 1 3 ( 1 32)， 1 4 ( 37 )， 

18 ( 1 65)， 18 ( 169)， 19 (-86)， 19 ( 91 )， 1 5 ( 101)， 19 ( 89)， 19 ( 11 7)， 19 ( 123 ) 

19(140) 村川栄太郎 15 ( 7 7)， 1 7 ( 9 9 ) 

牧野清一:4(53) 村山三郎:4 ( 4 7)， 4 ( 48)， 1 0 ( 1 08)， 1 2 ( 6 1 )， 

【み】

三浦梧桜:4 ( 3 5)， 4 ( 3 6 ) 

三浦俊一 13 ( 1 0 1)， 1 5 ( 7 7)， 1 5 ( 1 7 4 )， 

17(99) 

三上昇 5( 3 8)， 5 ( 39)， 5 ( 43)， 7 ( 25 )， 

8 ( 3 1)， 9 ( 73)， 1 4 ( 9 5)， 1 5 ( 1 83 ) 

三木直倫 14 ( 4 3)， 1 9 ( 11 1 ) 

三股正年 1( 1 3)， 8 ( 3 1)， 1 7 ( 1 2 8 ) 

水島俊一 6(50)

宮本進 18(181)， 18 ( 187)， 18 ( 191 )， 

18(198) 

宮川覚 13(33)

宮森孝:4 ( 47)， 4 ( 48 ) 

三谷宣允 16(68)

美濃羊輔 10 ( 43)， 1 0 ( 46)， 1 0 ( 49 )， 

1 1 (47)， 11 ( 8 8)， 1 2 ( 40)， 1 2 ( 58 )， 

1 3 ( 60)， 1 3 ( 69)， 1 3 ( 1 32 ) 

宮沢香春 1( 2 1)， 1 (2 2)， 4 ( 5 0 ) 

1 6 ( 47)， 1 6 ( 5 7)， 1 7 ( 6 6)， 1 7 ( 7 1 )， 

1 8 ( 5 2)， 1 8 ( 1 23)， 1 8 ( 1 29)， 1 9 ( 1 5 3 )， 

1 9 ( 1 5 7)， 11 ( 9 1)， 1 7 ( 42)， 1 9 ( 7 5 ) 

村田正則 9(86)

村上良夫 11(49)

武藤秀憲 19(117)

【も】

森雅雄 15(174)

森脇芳男 16 ( 1 3 4)， 1 7 ( 7 6 ) 

門馬栄秀 15 ( 60)， 1 6 ( 6 2 ) 

【や】

八百坂康 16(47

山崎剥 13(49)

山井雅文 14(49)

柳沢淳二 14 ( 34)， 1 5 ( 57 ) 

安松伸比古 14(58)

安田嘉純 14(64)
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箭原信男 7( 17) 

山神正弘 6( 3 8)， 7 ( 3 4)， 7 ( 3 8)， 9 ( 38 )， 

1 0 ( 9 4)， 1 1 ( 9 3)， 1 4 ( 43)， 1 9 ( 1 11 ) 

山川政明 10 ( 84)， 1 1 ( 4 4)， 1 5 ( 8 7)， 13 ( 80 ~ 

1 6 ( 4 1)， 1 6 ( 1 2 8)， 1 9 ( 5 3)， 1 9 ( 6 6 ) 

山木貞一 12 ( 3 1)， 1 2 ( 6 3 ) 

山口宏 10 ( 9 1)， 1 3 ( 1 29)， 1 4 ( 5 1)， 1 5 ( 9 7 ) 

山口佳寿子 18(123)

山崎昭夫 4( 58)， 4 ( 5 8)， 4 ( 6 1)， 5 ( 34 )， 

5 ( 4 5)， 5 ( 38)， 8 ( 23 )， 8 ( 24)， 8 ( 3 1 )， 

9 ( 7 7)， 1 5 ( 1 8 3)， 1 8 ( 89)， 1 6 ( 1 0 1 ) 

山畑久男 19(126)

山崎昂 16(124)

山下太郎 4( 3 7)， 5 ( 1 4)， 5 ( 36)， 7 ( 69 )， 

9 ( 4 1)， 1 3 ( 3 5)， 1 3 ( 5 8 ) 

山下良弘 1( 1 2)， 1 ( 1 9)， 1 ( 1 9)， 4 ( 5 8 )， 

4 ( 6 1)， 5 ( 34)， 5 ( 38)， 5 ( 3 9)， 5 ( 4 3 )， 

5 ( 4 5)， 8 ( 23)， 8 ( 24)， 8 ( 3 1)， 9 ( 77 )， 

1 5 ( 1 8 3)， 1 6 ( 1 0 1)， 1 8 ( 8 9 ) 

山岸直樹 17(87)

山本秀樹:9(58) 

山本紳朗 .7( 4 1)， 1 2 ( 58)， 1 3 ( 60 ) 

山本為雄 1(24 ) 

矢野一男 11(112)

【ゆ】

湯藤健治 19(69)

湯本節三 18 ( 11 3)， 1 9 ( 1 6 8)， 1 9 ( 1 7 3 )， 

19(179) 

湯原巌 4( 4 1)， 7 ( 6 2 ) 

【よ】

横井義雄 13(145)

吉田慎治 13(42)

米田勉 18(61)

吉沢晃 11( 68)， 1 2 ( 3 1)， 1 3 ( 63 )， 

1 4 ( 7 2)， 1 5 ( 89)， 1 6 ( 6 5)， 1 7 ( 4 7 )， 

1 8 ( 5 8)， 1 8 ( 6 8 ) 

吉田寿一 9(86)

吉田悟:4 ( 5 2)， 6 ( 3 1)， 6 ( 39)， 7 ( 4 5 )， 

8 ( 26)， 9 ( 65)， 9 ( 70)， 1 1 ( 1 3 8 )， 

1 1 ( 1 4 1)， 1 2 ( 9 2 ) 

吉田則人 10 ( 1 5 3)， 1 0 ( 1 56)， 1 1 ( 1 08 )， 

11 ( 1 24)， 1 1 ( 1 4 4)， 1 2 ( 7 5)， 1 2 ( 77 )， 

1 3 ( 89)， 1 3 ( 1 5 1)， 1 4 ( 30)， 1 4 ( 9 1 )， 

1 5 ( 6 2)， 1 5 ( 1 4 5)， 1 5 ( 1 48)， 1 5 ( 1 5 1 )， 

1 6 ( 9 7)， 1 6 ( 1 0 7)， 1 6 ( 1 24)， 1 7 ( 1 6 1 )， 

1 8 ( 2 1 0)， 1 9 ( 1 84)， 1 9 ( 1 88)， 1 9 ( 2 1 1 )， 

11(108) 

米内山昭和 4( 51 ) 

吉岡真一 11 ( 7 1)， 1 2 ( 40)， 1 3 ( 1 3 2 ) 

芳村工 11 ( 1 0 0)， 1 1 ( 1 0 4 ) 

【わ】

脇本隆 4( 38)， 5 ( 1 9)， 7 ( 34)， 7 ( 6 6 )， 

8 ( 7 4)， 9 ( 20)， 9 ( 24)， 1 3 ( 4 9)， 1 6 ( 1 2 1 )， 

1 7 ( 5 2)， 1 7 ( 6 2)， 1 7 ( 1 4 7)， 1 8 ( 4 9 )， 

19(59) 

和田勝美 15(67)

渡辺寛 9( 7 0)， 1 1 ( 1 3 8 ) 

渡辺英雄 11(144)

渡辺正雄 7( 3 4)， 9 ( 8 6 ) 

渡会昇 19(126)

【*】

M..C..N.ジャスリア 12(75)

Perera ATHUIA: 13(31) 

葵済天 12(25)

成禰迫 17(128)

楊中z:1 8 ( 1 1 7)， 1 9 ( 9 1)， 1 9 ( 1 40 ) 

越景陽 18 ( 20 6)， 1 9 ( 1 9 1 ) 

ヂ世灯 19(75)

成慶一 19(188)
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項 目

環境要因と生育

気象 19 ( 1 0)， 1 9 ( 2 0)， 1 9 ( 8 1)， 1 9 ( 8 6 )， 

1 8 ( 1 6 9)， 1 5 ( 7 3)， 1 1 ( 3 4) ， 

日長。光 19 ( 1 4 6)， 1 7 ( 8 3)， 1 2 ( 1 )， 

10(108~ 9(361 5(20) 

温度 19 ( 7 5)， 1 9 ( 8 1)， 1 9 ( 1 5 2)， 1 6 ( 5 7 )， 

JJU 古
河 τヨ ヲ!

凡例号(頁)

1 1 ( 3 8)， 1 J. ( 4 1)， 1 0 ( 7 1)， 1 0 ( 7 4 )， 

1 0 ( 7 8)， 1 0 ( 9 1)， 9 (3 0)， 9 ( 3 4)， 8 (7 9 )， 

8 (84 )， 

地域適応性 19 (2 0)， 1 9 ( 5 6)， 1 9 ( 1 1 7 )， 

18 (8 )， 

耐病性 19(53~ 18(18~ 6(23) 

1 3 ( 3 5)， 1 3 ( 3 7)， 1 2 ( 1)， 1 2 ( 5 6)， 11 ( 4 9 )， 育種関係 18( 2 3)， 18 ( 3 0)， 1 5 ( 39)， 1 4 ( 25 )， 

1 1 (5 9)， 8 ( 5 7)， 5 ( 2 4 ) 1 4 ( 2 8)， 1 1 ( 3 1)， 8 ( 6 6 ) 

水分 11(51) 種子生産 18 ( 1 0 4)， 1 8 ( 1 0 7)， 1 8 ( 1 1 7 )， 

生 理

栄養生理 16 ( 1 7)， 1 3 ( 6 0)， 1 2 ( 5 6)， 11 ( 4 9 )， 

10(88) 

光合成。炭水化物代謝 12 ( 1)， 1 2 ( 58)， 11 ( 4 7 )， 

1 0 ( 4 3)， 1 0 ( 4 6)， 4 ( 6 5 ) 

生殖生理 14 ( 2 8)， 1 2 ( 2 7)， 1 0 ( 11 3 )… 

ハチの種類

生長調節 15 ( 6 0)， 1 0 ( 4 6 ) 

酵素 13(69)

発芽 13 ( 3 5)， 8 ( 6 4 ) 

11(34) 

生態・形態

植生・分布 17 ( 2 2)， 1 7 ( 1 2 8)， 1 6 ( 4 7 )， 

1 6 ( 5 4)， 1 5 ( 8 0)， 1 4 ( 4 7)， 1 3 ( 8 4 )， 

1 2 ( 1 1 2)， 1 2 ( 11 5)， 1 2 ( 11 8)， 1 0 ( 11 0 )， 

9 (53) 

植生の経年変化 18 ( 6 1)， 1 7 ( 1 1 1)， 1 5 ( 7 7 )， 

1 3 ( 5 2)， 1 1 ( 3 ) 

草種構成

牧草 19 ( 5 9)， 1 9 ( 6 9)， 1 9 ( 9 4)， 1 8 ( 4 9 )， 

1 8 ( 5 2)， 1 8 (9 3)， 1 7 ( 4 2)， 1 7 ( 4 7 )， 

生育・育種 1 7 ( 5 2)， 1 7 ( 1 0 5)， 1 6 ( 5 7)， 1 5 ( 1 )， 

生育一般 19 ( 7 5)， 1 5 (5 4)， 1 4 ( 3 4)， 1 3 ( 7 5 )， 1 5 ( 7 7)， 1 5 ( 1 3 6)， 1 4 ( 9)， 1 2 ( 6 1 )， 

1 2 ( 7 0)， 1 1 ( 6 1 ) 1 1 (9 1)， 9 ( 2 0)， 7 ( 3 2 ) 

生育特性 19 ( 1 0)， 1 9 ( 1 2 3)， 1 8 ( 11 3)， 1 5 ( 7 3 )， 野草。雑草. 1 9 ( 1 6 5)， 1 8 ( 1 2 9)， 1 2 ( 1 1 5 )， 

1 2 ( 1)， 11 (8 8)， 1 0 ( 5 3)， 1 0 ( 5 6 ) 1 1 ( 2 8 ) 

Ag e • S t a g e 1 9 ( 1 2 3)， 1 3 ( 3 7)， 1 3 ( 80 ) 競合。補償作用 18 ( 5 2)， 1 7 ( 4 2)， 1 6 ( 5 7 )， 

再生 4( 3 5)， 1 ( 1 0 ) 1 2 ( 6 1)， 11 (9 1)， 1 0 ( 9 7)， 1 0 ( 1 0 5 )， 

分けつ性 19 ( 6 2)， 1 9 ( 1 6 8)， 1 5 ( 5 1)， 1 4 ( 7 2 )， 9 ( 4 5)， 8 ( 74)， 5 ( 2 9)， 4 ( 3 8 ) 

1 3 ( 6 3)， 1 3 ( 7 2)， 1 1 (2 6)， 1 0 ( 4 9)， 9 ( 8 9 )， 適応性(早・湿。寒。暑。塩) 1 8 ( 11 0 )， 

8 (7 0 ) 1 5 ( 4 6)， 1 5 ( 4 8)， 1 4 ( 6 9 ) 

貯蔵養分 18 ( 11 0)， 1 ( 1 0 ) 地形 18 ( 1 6 1)， 1 2 ( 11 8 ) 

越冬性 19 ( 8 6)， 1 8 ( 1 5 7)， 1 8 ( 1 6 1)， 1 8 ( 1 6 5 )， リモートセンνシグ 14 ( 6 4)， 9 ( 5 5)， 8 ( 9 1 )， 

1 7 ( 8 7)， 1 4 ( 6 9)， 1 3 ( 8 0)， 1 2 ( 2 9)， 1 2 ( 6 6 )， 7 ( 5 7)， 6 ( 6 3)， 5 ( 4 8 ) 
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形態 15 ( 8 3)， 1 4 ( 3 0)， 1 0 ( 1 0 3 ) 

土壌・肥料・牧草栄養

土性 19 ( 1 0 3)， 1 9 ( 11 1)， 1 7 ( 1 0 9)， 1 6 ( 1 7 )， 

1 5 ( 9 1)， 1 5 ( 9 7)， 1 4 ( 5 8)， 1 0 ( 6 4)， 7 ( 3 4 ) 

泥炭土壌 19 ( 6 9)， 1 9 ( 1 4 0)， 1 9 ( 1 7 9)， 1 8 ( 1 )， 

1 7 ( 1 0 2)， 1 7 ( 1 0 9)， 1 3 ( 1 4 2 ) 

重粘土壌 15(107)

物理性 10 ( 6 4)， 7 ( 3 8 ) 

水分 16 ( 1 7)， 1 2 ( 2 5)， 1 1 (5 1)， 11 (5 4 )， 

8 (61 ) 

p H : 1 8 ( 1 2 9)， 1 6 ( 1 7)， 7 ( 3 8 ) 

土壌微生物 16(44)

土壌凍結 14 ( 5 1)， 1 3 ( 1 2 9)， 1 2 ( 2 9)， 1 0 ( 9 1 ) 

草地の生産力 19 ( 9 9)， 1 8 ( 7 7)， 1 8 ( 9 3 )， 

1 7 ( 9 0)， 1 7 ( 9 5)， 1 6 ( 6 8)， 1 5 ( 4)， 1 2 ( 7 )， 

7 (3 4)， 7 ( 3 8 ) 

土壌成分 17(1021 17(1051 16(1191 

1 5 ( 7 7)， 1 4 ( 4 3)， 1 4 ( 5 8)， 1 2 ( 4 0 )， 

1 2 ( 4 7)， 9 (2 3 )， 

施肥法 15 ( 8 7)， 1 5 ( 8 9)， 1 5 ( 1 3 6)， 9 ( 2 4 )， 

9 ( 8 9)， 8 ( 7 7)， 6 ( 3 5)， 4 ( 5 5)， 1 (6)， 1 ( 7 ) 

施肥量 19 (9 9)， 1 9 ( 1 0 3)， 1 9 ( 1 3 6)， 1 8 ( 7 2 )， 

1 7 ( 9 0)， 1 7 ( 9 9)， 1 6 ( 1 7)， 1 5 ( 8 9 )， 

1 5 ( 1 67)， 1 3 ( 142)， 11 ( 1 0 6)， 9 ( 20 )， 

8 ( 9 4)， 7 ( 3 2 ) 

N : 1 9 ( 9 4)， 1 8 ( 6 8)， 1 8 ( 7 2)， 1 7 (9 9 )， 

1 6 ( 6 5)， 1 5 ( 8 7)， 1 2 ( 1 0 1)， 11 ( 1 0 8 )， 

1 0 ( 5 9)， 1 0 ( 8 8)， 1 0 ( 1 1 9)， 9 ( 6 0 )， 

8 (7 7)， 7 ( 1 4 ) 

p : 1 8 ( 7 2)， 1 7 ( 9 9)， 1 7 ( 1 1 1)， 1 6 ( 3 8 )， 

1 5 ( 8 7)， 1 2 (61)， 1 0 ( 5 9)， 7 ( 3 8)， 7 ( 5 3 )， 

5 ( 2 5)， 4 ( 6 3 ) 

K : 1 9 ( 9 9)， 1 9 ( 1 1 1)， 1 8 ( 7 2)， 1 7 ( 9 9 )， 

15(871 12(1011 10(59) 

C a 1 4 ( 6 0)， 9 ( 6 2)， 9 ( 8 4)， 8 ( 8 8)， 5 ( 2 6 ) 

その他の要素 19 ( 1 0 3)， 1 9 ( 8 1)， 1 5 ( 9 1 ) 

有機質肥料

堆きゅう肥 19 ( 1 0 3)， 1 8 ( 1 0 2)， 1 5 ( 6 5 )， 

12(421 10(591 8(84) 

スラリー 13 ( 8 0)， 1 3 ( 1 3 2)， 1 2 ( 4 9 )， 

1 1 (7 4)， 1 1 ( 7 6)， 1 1 (7 9)， 1 0 ( 6 6 )， 

8 ( 9 4)， 7 ( 2 9 ) 

ふん・尿 13 ( 1 3 4)， 1 2 ( 5 4)， 1 1 ( 7 1 ) 

廃棄物 18(97)，9(86)

N固定・根粒菌:1 8 ( 1 0 2)， 1 6 ( 1 0)， 1 6 ( 1 2 4 )， 

1 5 ( 6 2)， 1 5 ( 6 5)， 1 4 ( 5 5)， 1 3 ( 5 5 )， 

1 2 ( 3 4)， 1 1 ( 5 8)， 6 ( 2 6 ) 

牧草の無機成分 12 ( 4 0)， 1 1 ( 7 1)， 11 (9 8 )， 

9(231 9(621 9(86) 

N 0 8 - N : 1 0 ( 1 1 9)， 9 ( 6 0)， 8 ( 4 2)， 8 ( 9 4 )， 

7 ( 14 ) 

草地造成

造成法 16 ( 4 1)， 1 6 ( 7 4)， 1 6 ( 7 7)， 1 6 ( 8 0 )， 

5 ( 1)， 5 ( 2 5)， 4 ( 4 5)， 4 ( 4 7)， 4 ( 4 8)， 1 ( 5 ) 

耕うん法 15 ( 1 0 7)， 1 5 ( 2 5)， 1 1 (8 6)， 9 ( 3 8 )， 

6 (60) 

更新法 15 ( 2 5)， 1 4 ( 1 4)， 1 4 ( 3 7)， 1 3 ( 1 5 1 )， 

除草剤使用… 19 ( 1 3 6)， 1 9 ( 1 4 0)， 1 8 ( 1 4 5 )， 

1 8 ( 1 4 9)， 1 7 ( 5 5)， 1 7 ( 5 8)， 1 6 ( 7 2 ) 

播種、法 17 ( 4 7)， 1 6 ( 1 2 1)， 1 0 ( 9 4)， 1 0 ( 9 7 )， 

1 (9 ) 

個体密度 11 ( 9 1)， 1 0 ( 1 U 5)， 7 ( 6 4)， 7 ( 7 3 )， 

5 (25) 

混播割合 17 ( 5 2)， 1 5 ( 4 1)， 1 3 ( 6 7)， 1 2 ( 3 7 ) 

発芽。定着 19 ( 2 0)， 1 9 ( 1 3 6)， 1 8 ( 1 4 9 )， 

1 6 ( 7 2)， 1 5 ( 1 0 1)， 1 5 ( 1 0 3)， 1 5 ( 1 0 7 )， 

1 2 ( 3 4)， 4 ( 4 6 ) 

~ 

草地維持・管理

収量・収量成立 19 ( 1 2 3)， 1 8 ( 1 5 3)， 1 7 ( 9 0 )， 
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1 6 ( 5 7)， 1 5 ( 6 7)， 1 5 ( 7 1 )， . 1 3 ( 3 1 )， 

13(77~ 9(341 5(19) 

水続性 10(1011 9(271 9(29) 

1 6 ( 6 5)， 1 1 (8 8)， 1 1 (9 8)， 1 0 ( 4 3 )， 

9 ( 2 4)， 7 ( 6 6)， 5 ( 1 4)， 4 ( 6 4)， 1 (8 ) 

管理一般 18 ( 1)， 1 4 ( 4 3)， 1 4 ( 1 4)， 1 2 ( 1 7 )， 放 牧

1 1 ( 1)， 5 ( 3 1 ) 放牧一般 15(171 7(921 4(55) 

栽培一般 19 ( 1 2 0)， 1 7 ( 1 4 7)， 1 6 ( 6 2)， 1 1 (9 )， 期間・延長技術 17(124~ 7(411 6(571 

1 1 (1 4)， 1 1 ( 8 2 ) 

追播 19 ( 1 4 3)， 1 5 ( 1 0 3)， 7 ( 3 4 ) 

草地診断 17 ( 8 0)， 1 3 ( 8 4 ) 

管理作業ー機械 19 ( 1 2 6)， 1 9 ( 1 3 1)， 1 9 ( 1 4 0 )， 

1 6 ( 7 4)， 1 6 ( 8 0)， 1 5 ( 1 0 1)， 1 4 ( 3 7 )， 

1 3 ( 1 5 1)， 8 ( 4 9)， 7 ( 3 4)， 6 ( 6 0 ) 

収穫調製作業・機械 16 ( 9 5)， 1 4 ( 8 5)， 1 1 ( 1 4 1 )， 

9 ( 7 0)， 8 ( 5 3)， 4 ( 6 6)， 4 ( 6 8)， 4 ( 6 9 )， 

1 ( 1 4)， 1 ( 1 8 ) 

畜舎内作業。機械 8( 2 0)， 8 ( 4 6 ) 

草地保護

雑草。除草剤 19 ( 1 3 6)， 1 9 ( 1 4 0)， 1 8 ( 1 2 9 )， 

1 8 ( 1 45)， 1 8 ( 1 49)， 1 7 ( 5 5)， 1 7 ( 58 )， 

1 7 ( 6 2)， 1 5 ( 8 3)， 1 5 ( 1 0 3)， 1 2 ( 1 3 )， 

1 1 ( 6 8)， 9 ( 4 9)， 6 ( 2 7)， 5 ( 2 9)， 1 ( 1 1 ) 

病害。防除.1 9 ( 5 3)， 1 8 ( 1 5 7)， 1 7 ( 1 4 0 )， 

1 4 ( 6 6)， 1 3 ( 6 9)， 1 3 ( 8 0)， 1 1 ( 3 1 )， 

1 1 ( 4 1)， 1 1 ( 4 4)， 1 1 ( 4 7)， 1 0 ( 7 6 )， 

1 0 ( 80)， 1 0 ( 8 4)， 6 ( 2 3)， 4 ( 4 2)， 4 ( 4 3 ) 

虫害 6(32) 

線虫 7( 6 2)， 4 ( 4 1 ) 

刈取りの影響

刈取り時期 18 ( 6 8)， 1 8 ( 21 4)， 1 7 ( 4 7 )， 

1 6 ( 1 3)， 1 6 ( 1 28)， 1 4 ( 6 6)， 1 4 ( 6 9 )， 

1 4 ( 8 6)， 1 3 ( 4 9)， 1 3 ( 5 2)， 1 3 ( 6 3 )， 

1 1 (3 8)， 1 1 (6 5)， 1 0 ( 9 4)， 1 0 ( 1 2 4 )， 

8 ( 7 7)， 6 ( 1 7 ) 

刈取り強度 18 ( 5 2)， 1 7 ( 4 2)， 1 6 ( 1 3 )， 

5 ( 4 5)， 5 ( 4 5)， 5 ( 4 6 ) 

方法 19 ( 1 6 8)， 1 9 ( 1 7 3)， 1 7 ( 1 2 4)， 1 6 ( 9 0 )， 

1 5 ( 1 7 4)， 1 5 ( 1 7 7)， 1 3 ( 1 3 7)， 1 1 ( 1 4 7 )， 

1 0 ( 1 4 1)， 7 ( 4 8)， 7 ( 5 1)， 5 ( 5 1)， 4 ( 5 6 ) 

強度・利用率 18 ( 1 7 5)， 1 5 ( 1 7)， 1 5 ( 1 7 4 )， 

1 1 ( 1 4 7)， 7 ( 4 8)， 7 ( 5 1)， 7 ( 5 9)， 6 ( 5 4 )， 

4 ( 5 2)， 1 ( 1 2 ) 

行動 16 ( 8 3)， 1 6 ( 8 7)， 1 6 ( 9 0)， 1 5 ( 1 7 2 )， 

1 5 ( 1 7 7)， 1 1 ( 1 3 8)， 1 0 ( 1 4 4)， 9 ( 7 9 )， 

9 ( 8 2)， 9 ( 8 4)， 9 ( 8 6)， 8 ( 1 6)， 8 ( 8 6 )， 

8(881 7(531 6(54) 

馴致 18 ( 1 7 8)， 1 7 ( 1 2 4 ) 

早期離乳放牧 18 ( 1 7 8)， 9 ( 8 2)， 5 ( 4 9)， 4 ( 5 3 ) 

草地の兼用利用 19 ( 1 ;) 7)， 1 9 ( 1 6 0)， 1 4 ( 4 9 )， 

9 (43 ) 

混牧林。野草地 19 ( 1 6 5)， 9 ( 3 6 ) 

放牧施設 10 ( 7 0)， 1 0 ( 1 4 6 ) 

採食量 18 ( 1 7 4)， 1 6 ( 8 7)， 1 6 ( 9 0)， 1 5 ( 1 7 )， 

1 2 (8 3)， 1 2 ( 8 6)， 1 2 ( 8 9)， 1 1 ( 1 4 7 )， 

7 ( 4 5)， 7 ( 4 8)， 7 ( 5 3)， 6 ( 5 4)， 6 ( 5 7 )， 

4 (52) 

増体量 19 ( 1 6 0)， 1 8 ( 1 7 8)， 1 8 ( 1 9 5 )， 

1 8 ( 1 9 8)， 1 7 ( 13)， 1 7 ( 2 2)， 1 7 ( 3 1 )， 

1 7 ( 1 2 0)， 1 7 ( 1 2 4)， 1 6 ( 8 3)， 1 6 ( 8 7 )， 

1 6 ( 9 0)， 1 6 ( 1 3 2)， 1 3 ( 1 3 7)， 7 ( 4 8 )， 

7 ( 5 3)， 7 ( 5 9)， 7 ( 9 2)， 6 ( 5 4)， 6 ( 5 7 )， 

5 ( 4 5)， 5 ( 5 1 ) 

牧養力:1 9 ( 1 7 6)， 1 5 ( 1 6 7 ) 
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乾 草

乾草一般 19 ( 1)， 1 3 ( 1)， 1 3 ( 1 8 ) 

調製方法 14 ( 8 5)， 1 2 ( 9 2)， 4 ( 6 8)， 1 ( 1 4 ) 

貯蔵性}l(128) 

品質・晴好性 19 ( 1 79)， 1 9 ( 1 88)， 18 ( 21 0 )， 

1 4 ( 9 1)， 1 3 ( 8 g.)， 1 3 ( 9 4)， 1 3 ( 1 24 )， 

1 1 ( 1 28)， 1 1 ( 1 3 4)， 8 ( 3 1)， 6 ( 4 2 )， 

5 ( 4 3)， 1 (1 5 ) 

栄養価・消化性 17 ( 1 61)， 1 5 ( 1 4 5)， 15 ( 148 )， 

1 5 ( 1 5 1)， 1 5 ( 1 55)， 1 4 ( 9 1)， 1 4 ( 9 5 )， 

1 3 ( 1 0 1)， 8 ( 37)， 6 ( 4 5)， 5 ( 4 2)， 5 ( 4 3 ) 

給与 15 ( 1 4 8)， 1 5 ( 1 5 1 ) 

ヒートダメージ. 1 7 ( 1 6 1)， 1 5 ( 1 4 5)， 1 3 ( 8 9 ) 

添加剤。アシモニア処理 19 ( 1 9 5)， 1 4 ( 9 5 )， 

1 3 ( 9 8)， 11 ( 1 2 8)， 1 0 ( 1 5 0)， 5 ( 4 3 ) 

成形乾草. 11 ( 1 3 1)， 1 1 (1 3 4)， 9 (7 3)， 8 ( 3 5 )， 

8 ( 3 7)， 7 ( 2 2 ) 

サイレージ

サイレージ一般 19 ( 20 2)， 1 5 ( 1 3)， 1 3 ( 1 )， 

13(13) 

構造。形成 17 ( 1 7 3 )， • 1 6 ( 1 1 1)， 1 5 ( 1 3 )， 

8 (2 3)， 4 ( 5 8)， 1 (1 9 ) 

調製方法 19 ( 2 1 0)， 1 8 ( 2 2 0)， 1 5 ( 1 1 4 )， 

1 5 ( 1 25)， 5 ( 3 4)， 4 ( 5 8)， 1 ( 1 6)， 1 ( 1 8 ) 

添加剤

有機酸 16 ( 1)， 1 5 ( 1 2 1)， 1 2 ( 1 0 6)， 11 ( 1 00 )， 

1 1 ( 1 0 4)， 1 1 ( 1 1 6)， 1 0 ( 1 3 3)， 1.0 ( 1 3 6 )， 

1 0 ( 1 3 9)， 9 ( 7 5)， 8 ( 3 9)， 7 ( 1 7)， 4 ( 6 0 ) 

微生物 19 ( 20 8)， 1 5 ( 1 2 1)， 1 2 ( 9 7)， 1 1 ( 1 1 2 ) 

窒素源 i6 ( 1)， 1 2 ( 1 0 3)， 1 1 ( 1 0 9)， 1 0 ( 1 3 0 )， 

8(39) 

その他 17 ( 1 5 8)， 8 ( 3 9)， 7 ( 1 4)， 1 (2 0 ) 

消化性~ 5 ( 1 1 9)， 1 1 ( 11 8)， 1 1 ( 1 2 4 ) 

熟成中の変化。微生物相 19 ( 1 9 5)， 1 9 ( 2 0 8 )， 

1 2 (96)， 1 2 ( 9 7)， 1 1 ( 11 2)， 11 ( 1 1 6 )， 

1 0 ( 1 5 6)， 8 ( 4 2)， 4 ( 6 0)， 1 ( 2 0 ) 

開封後の変化 17 ( 1 6 5)， 1 6 ( 1)， 1 5 ( 1 11 )， 

1 5 ( 1 1 4)， 1 3 ( 1 0 6)， 9 ( 7 7)， 8 ( 24 ) 

品質。栄養価

，飼料価・消化性 19(27~19(210~18(210~

1 8 ( 22 0)， 1 7 ( 1)， 1 7 ( 1 5 5)， 1 7 ( 1 5 8 )， 

1 7 ( 1 6 5)， 1 7 ( 1 6 8)， 1 7 ( 1 7 8)， 1 7 ( 1 8 0 )， 

1 6 (9 5)， 1 6 ( 9 7)， 1 5 ( 1 1 6)， 1 5 ( 1 1 9 )， 

15 (121)， 1 5 ( 1 25)， 1 5 ( 1 28)， 1 5 ( 1 32 )， 

1 5 (1 5 1)， 1 4 ( 7 6)， 1 4 ( 8 1)， 1 3 ( 1 3 )， 

1 3 ( 1 0 9)， 1 3 ( 11 3)， 1 3 ( 11 9)， 1 3 ( 1 2 2 )， 

1 3 ( 1 2 4)， 1 2 ( 1 0 1)， 1 2 ( 1 0 3)， 1 2 ( 1 0 6 )， 

1 1 ( 1 0 0)， 1 1 ( 11 8)， 11 ( 1 2 4)， 1 0 ( 1 3 9 )， 

1 0 ( 1 53)， 10 ( 1 56)， 7 ( 1 7)， 5 ( 3 3)， 4 ( 56 )， 

4 ( 5 8)， 1 ( 1 9)， 1 ( 1 9 ) 

品質 19(1~19(208~18(214~17(158~

1 6 ( 29)， 1 5 ( 1 23)， 1 5 ( 1 28)， 1 3 ( 1 0 6 )， 

1 2 ( 9 6)， 1 1 (1 0 6)， 1 1 ( 1 0 8)， 1 1 (1 0 9 )， 

1 1 (11 6)， 1 0 ( 1 3 3 )， • 1 0 ( 1 3 6)， 8 ( 3 9 )， 

7 ( 1 4)， 4 ( 5 8 ) 

材料

トワモロコνサイレージ:1 9 ( 1 )， 1 9 ( 2 7 )， 

1 9 ( 4 0)， 1 9 ( 20 2)， 1 8 ( 2 1 0)， 1 8 ( 2 1 4 )， 

1 8 ( 2 1 7)， 1 7 ( 1 5 5)， 1 7 ( 1 5 8)， 1 7 ( 1 6 8 )， 

1 7 ( 1 7 3)， 1 6 ( 1 0 4)， 1 6 ( 1 0 7)， 1 6 ( 1 1 1 )， 

1 5 ( 1 2 1)， 1 5 ( 1 2 3)， 1 5 ( 1 2 5)， 1 5 (1 2 8 )， 

1 5 ( 1 3 2)， 1 5 ('1 5 1)， 1 4 ( 7 6)， 1 4 ( 8 1 )， 

1 3 ( 1)， 1 3 ( 1 3)， 1 3 ( 1 0 6)， 1 3 ( 1 0 9 )， 

1 3 ( 11 3)， 1 3 ( 11 9)， 1 3 ( 1 2 2)， 1 3 ( 1 2 4 )， 

1 2 ( 9 6)， 1 2 ( 1 0 3)， 1 1 ( 1 2 4)， 1 0 ( 1 30 )， 

1 0 ( 1 5 6)， 1 6. ( 9 5 ) 

牧草サイレージ:1 9 ( 1 )， 1 9 ( 1 88 )， 1 9 ( 20 8 )， 

1 9 (2 1 1)， 1 8 ( 2 2 0)， 1 7. ( 1 6 5)， 1 6 ( 1 )， 

1 5. ( 1 3)， 1 5 ( 1 1 1)， 1 5 ( 11 4)， 1 3 ( 1 )， 

1 3 ( 1 3)， 1 3 ( 94)， 1 2 ( 9 6)， 1 2 ( 9 7 )， 

1 2 ( 1 0 1)， 1 2 ( 1 0 6)， 11 (1 0 0)， 11 ( 1 0 4 )， 
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11 ( 1 0 6)， 1 1 ( 1 0 8)， 1 1 ( 1 0 9)， 1 1 ( 1 1 2 )， 

1 1 ( 11 6)， 1 1 ( 11 8 )， • 1 0 ( 1 3 3 )， 1 0 ( 1 3 6 )， 

1 0 ( 1 3 9)， 1 0 ( 1 5 3)， 9 ( 7 5)， 5 ( 3 ;3)， 4 ( 5 6 )， 

4 ( 5 8)， 4 ( 6 0)， 1 ( 1 6)， 1 ( 1 8)， 1 ( 1 9 )， 

1 ( 1 9)， 1 (2 0 ) 

その他:1 7 ( 1 7 6 )， 1 7 ( 1 8 0 )， 1 6 ( 9 7 )， 1 5 ( 11 6 ) 

牧草・その他飼料の栄養価

栄養価一般 19 ( 1 8 2)， 1 8 ( 1 8 1)， 1 7 ( 2 2 )， 

1 7 ( 1 7 6)， 1 7 ( 1 8 0)， 1 6 ( 9 7)， 1 5 ( 1 6 0 )， 

1 1 (9 6)， 7 ( 4 1)， 7 (6 6)， 5 ( 3 9)， 5 ( 4 2 )， 

5 (46)， 4 (1 ) 

消化性。可消化養分 19 ( 1 9 1)， 1 8 ( 2 0 6 )， 

1 6 ( 9 4)， 1 5 ( 1 4 3)， 1 5 ( 1 6 4)， 1 3 ( 11 )， 

1 2 ( 7 7)， 1 0 ( 1 24)， 1 0 ( 1 2 8)， 9 ( 6 5 )， 

8 ( 2 7)， 7 ( 2 5)， 7 ( 4 1)， 6 ( 3 9)， 6 ( 4 7 )， 

6 ( 5 0)， 5 ( 3 8)， 5 ( 4 1)， 4 ( 3 6 ) 

無機成分 18 ( 8 1)， 1 8 ( 8 9)， 1 8 ( 2 1 7 )， 

1 7 ( 1 3 3)， 1 6 ( 1 0 1)， 1 5 ( 1 6 0)， 1 3 ( 1 2 4 )， 

1 1 ( 9 8)， 9 ( 6 2 ) 

曙好性 17 ( 1 0 9)， 1 7 ( 11 7 ) 

添加剤。アンモニア処理.1 9 ( 1 8 4)， 1 9 ( 1 9 1 )， 

1 9 ( 1 9 5)， 1 8 (2 0 6); 1 4 ( 9 5 ) 

家 畜

乳牛 19 ( 40)， 1 9 ( 11 9)， 1 9 ( 1 8 4 )， 1 9 ( 1 8 8 )， 

1 8 (2 0 4)， 1 3 ( 1 0 4)， 11 ( 1 0 4)， 7 ( 4 5 )， 

6 (5 4)， 1 ( 1 9 ) 

肉用牛

乳用種.1 8 ( 1 7 8)， 1 8 ( 1 9 1)， 1 8 ( 1 9 8 ); 

1 7 ( 1 3)， 1 7 ( 2 2)， 1 7 ( 1 2 0)， 1 6 ( 8 7 )， 

1 6 ( 1 32)， 1 5 ( 1 72)， 1 5 ( 1 7 7)， 1 3 ( 1 37 )， 

7 ( 5 3)， 7 ( 9 2)， 5 ( 4 9)， 5 ( 5 1)， 4 ( 5 3 ) 

黒毛和種 17 ( 1 3)， 1 7 ( 2 2)， 11 ( 1 4 7)， 7 ( 4 8 ) 

日本短角種 17 ( 1 3)， 1 7 ( 2 2 ) 

アバディーンアンガス種 19 ( 1 6 0)， 1 8 ( 1 8 7 )， 

1 8 ( 1 9 5 )， 1 7 ( 1 3)， 1 7 ( 2 2)， 1 7 ( 3 1 )， 

1 7 ( 1 2 0)， 1 6 ( 8 3)， 1 6 ( 8 7)， 1 6 ( 1 0 7 )， 

1 6 ( 1 3 2 )， . 1 5 ( 1 7 7); 9 ( 6 8)， 6 ( 5 4)， 5 ( 5 1 ) 

へレブォ」ド種 17 ( 1 3)， 1 7 ( 2 2)， 1 7 ( 3 1 )， 

1 1 ( 1 3 8)， 5 ( 5 1 ) 

F1 16(83) 

めん羊 19 ( 1 8 2)， 1 8 ( 2 0 2)， 1 8 ( 2 1 0 )， 

1 6 ( 1 0 1)， 1 5 ( 1 3 9)， 1 5 ( 1 4 9)， 1 2 ( 8 0 )， 

1 1 ( 1 0 6)， 11 ( 1 4 7)， 1 0 ( 11 9)， 1 0 ( 1 3 0 )， 

9 ( 7 5)， 7 ( 4 8 ) 

生理 11 ( 1 0 6)， 1 0 ( 11 9)， 4 ( 5 4 ) 

栄養管理 18 ( 1 8 7)， 1 8 ( 1 9 1)， 1 8 ( 1 9 5 )， 

18(198) 

飼養一般

濃厚飼料の補給 9( 6 8)， 5 ( 4 9 ) 

冬期の飼養方式 4(61)

繁殖性 17(31)

産乳性 19 ( 4 0)， 1 9 ( 1 8 4)， 1 6 ( 2 8)， 1 6 ( 1 0 4 )， 

1 3 ( 1 0 4)， 1 2 ( 1 0 9)， 11 ( 1 0 4)， 1 1 ( 1 2 4 )， 

10(12819(6817(1717(2216(5415(33) 

産肉性 17(131 13(1371 5(51) 

増体量. 1 9 ( 1 60)， 1 8 ( 1 7 8)， 1 8 ( 1 8 7 )， 

1 8 ( 1 9 1)， 1 8 ( 1 9 5)， 1 8 ( 1 98)， 1 7 ( 1 3 )， 

1 7 ( 2 2)， 1 7 ( 3 1)， 1 7 ( 1 20)， 1 7 ( 1 2 4 )， 

1 6 ( 8 3)， 1 6 ( 8 7)， 1 6 ( 9 0)， 1 6 ( 1 3 2 )， 

1 5 ( 1 7 2)， 1 3 ( 1 3 7)， 1 2 ( 8 0)， 11 ( 1 3 4 )， 

1 0 ( 1 3 6)， 8 ( 1 7)， 7 ( 4 8)， 7 ( 5 3)， 7 ( 5 9 )， 

7 ( 9 2)， 6 ( 5 4)， 6 ( 5 7)， 5 ( 4 5)， 5 ( 5 1 ) 

採食量. 1 9 ( 1 8 2)， 1 9 ( 1 8 8)， 1 8 ( 1 7 4)， 1 8 ( 2 0 2 )， 

1 6 ( 8 7)， 1 6 ( 9 0)， 1 6 ( 1 0.4)， 1 5 ( 1 3 9 )， 

1 5 ( 1 7)， 1 3 ( 9 8)， 1 2 ( 8 3)， 1 2 ( 8 6 )， 

1 2 ( 8 9)， 1 1 ( 4 4)， 11 ( 1 2 8 )， 11 ( 1 4 7 )， 

8 ( 3 5)， 7 ( 1 7)， 7 ( 4 5)， 7 ( 4 8)， 7 ( 5 3 )， 

6 ( 5 4)， 6 ( 5 7)， 4 ( 5 2)， 1 ( 1 3)， 1 ( 1 9 ) 

採食量の推定方法 19 ( 1 9 7)， 1 8 ( 2 0 4 )， 

1 6 ( 9 0)， 1 4 ( 8 8 ) 
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晴好性 16 ( 8 7)， 1 2 ( 8 1)， 1 2 ( 8 6)， 1 2 ( 8 9 )， 

8 (8 6)， 1 ( 1 3 ) 

ふん尿の成分 15 ( 1 6 7)， 13 ( 1 3 4 ) 

飲水量 15(167)

疾病・衛生 18 ( 1 8 2)， 1 4 ( 9 7)， 11 ( 1 4 4 )， 

10(25) 

分析調査方法

成分分折方法 13 ( 1 1 6)， 1 0 ( 1 1 5)， 9 ( 5 8 ) 

調査方法 14 ( 6 6)， 11 (5 8)， 11 (8 4)， 9 ( 7 9 )， 

4(66) 

オーチヤードグラス

品種 8( 7 0)， 8 ( 7 2)， 6 ( 1 7)， 6 ( 2 0)， 5 ( 9 )， 

5 ( 1 1)， 5 ( 1 4)， 5 ( 1 7)， 1 ( 1 3 ) 

栄養生理 13 ( 6 0)， 1 2 ( 5 6 ) 

気象要因と生育 5( 7 3)， 1 2 ( 1 ) 

分けつ性. 1 9 ( 1 6 8)， 1 5 ( 5 1)， 1 5 ( 5 4)， 1 3 ( 7 2 )， 

1 1 (2 6)， 1 0 ( 4 9)， 8 ( 7 0 ) 

根系 12(25)

越冬性 18 ( 11 0)， 1 7 ( 8 7)， 1 5 ( 4 6)， 1 1 ( 4 1 )， 

1 0 ( 7 1)， 1 0 ( 7 4)， 1 0 ( 7 8 ) 

雪腐病 19 (5 3)， 1 4 ( 6 6)， 1 3 ( 8 0)， 1 1 (4 4 )， 

1 0 ( 7 6)， 6 ( 2 3 ) 

栽植密度 11(91)

種子生産性 .18(117)

自然下流 .18(61)

更新 .14(37)

土性: 19(103) 

施肥~ 1 9 (1 0 3)， 1 9 ( 11 1)， 1 5 (8 7)， 1 3 ( 8 0 )， 

1 3 ( 1 4 2)， 1 2 ( 1 0 1)， 1 1 ( 7 6)， 8 ( 7 7 ) 

無機成分 15 ( 1 6 0)， 1 3 ( 1 4 2)， 1 1 (7 1 )， 

11(98) 

微量要素 19 ( 1 0 3 )， • 1 5 ( 9 1 ) 

N 0 s -N : 1 0 ( 11 9)， 9 (6 0)， 8 ( 9 4 ) 

栄養価 19 ( 1 8 2)， 1 8 ( 20 2)， 1 5 ( 1 3 9 )， 

1 5 ( 1 6 0)， 1 5 ( 1 6 4)， 1 3 ( 9 4)， 1 1 (9 6 )， 

1 0 ( 1 2 4)， 9 ( 6 5)， 7 ( 6 6)， 6 ( 2 0)， 6 ( 4 2 ) 

消化性 14 ( 8 6)， 8 ( 7 2 ) 

サイレージ品質 19 ( 2 1 0)， 1 2 ( 1 0 1)， 9 ( 7 5 )， 

7 ( 14 ) 

刈取時期 8( 7 7)， 6 ( 1 7 ) 

採食性 19 ( 1 8 2)， 1 8 ( 1 7 4)， 1 8 ( 2 0 2 )， 

1 5 ( 1 3 9)， 1 5 ( 1 8 3)， 11 ( 4 4)， 6 ( 2 0 )， 

5 (17) 

サイレージの増体効果 15(183)

放牧晴好性 8( 8 6)， 1 ( 1 3 ) 

兼用利用 14(37)

AS P: 6(57) 

チモシー

育種・品種 13 ( 6 7)， 8 ( 6 6 ) 

採種量。栄養繁殖 18 ( 1 0 4)， 1 8 ( 1 0 7 )， 

19(62) 

栄養生理 10 ( 4 3)， 1 0 ( 4 6 ) 

生育 17 ( 8 3)， 1 4 ( 3 0)， 7 ( 6 4 ) 

生育解析 18 ( 11 3)， 1 0 (53)， 5 ( 1 9 ) 

分けつd性 15 ( 5 1)， 1 4 ( 72)， 1 3 ( 6 3)， 1 3 ( 72) 

草種構成 19 (9 4)， 1 8 ( 5 8)， 1 5 ( 1 3 6 )， 

13(67) 

マメ科牧草の追播 19 ( 1 4 3)， 1 8 ( 5 8 ) 

越冬性・雪腐病 15(461 10(741 6(23) 

土壌養分. 1 7 ( 1 0 5)， 1 5 ( 9 4 ) 

施肥 19 ( 9 4)， 1 8 ( 7 2)， 1 6 ( 3 8)， 1 5 ( 8 9 )， 

1 5 ( 1 3 6)， 1 0 (5 9)， 9 ( 2 4 ) 

無機成分 11(7 1)， 1 1 ( 9 8)， 8 ( 9 4 ) 

刈取り. 1 3 ( 6 3)， 1 0 ( 4 3)， 9 ( 2 4 ) 

乾草の消化性 15(148)

サイレージ品質 19(208)，11(118)

栄養価 19 ( 1 82)， 1 9 ( 1 88)， 1 5 ( 1 5 5 )， 

1 5 ( 1 6 0)， 1 5 ( 1 6 4)， 1 3 ( 9 4)， 1 1 ( 9 6 )， 

1 1 ( 11 8)， 1 0 ( 1 2 4)， 7 ( 6 6)， 5 ( 1 9 )， 
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5(39) 

採食量 19 ( 1 8 2)， 1 9 ( 1 8 8 ) 

ペレニアルライグラス

導入・品種比較 18 ( 6 5)， 1 3 ( 7 7 ) 

生育 e 収量 13 ( 7 5)， 1 3 ( 7 7 ) 

刈取り 16 ( 6 5)， 11 (3 8 ) 

越冬性・雪腐病 18 ( 6 8)， 1 6 ( 6 5)， 1 2 ( 6 6 )， 

1 1 ( 3 8)， 1 0 ( 7 1)， 1 0 ( 7 4)， 1 0 (7 6 )， 

10(78) 

施肥 18 ( 6 8)， 1 6 ( 6 5 ) 

放牧利用 19(1681 19(1731 6(57) 

採食性 19 ( 1 8 2)， 1 5 ( 1 3 9 ) 

栄養価. 1 9 ( 1 8 2)， 1 5 ( 1 3 9)， 1 3 ( 9 4)， 1 1 ( 9 6 )， 

1 0 ( 1 2 4)， 7 ( 6 9 ) 

卜ールフェスク

分けつ性 15 ( 5 1)， 1 3 ( 7 2 ) 

越冬性・雪腐病 6( 2 3)， 1 0 (7 4 ) 

無機成分 11(71)

採食性 18(1 74)， 8 ( 8'6 ) 

栄養価 15(1&51 13(94¥ 10(124) 

牧養力 19(176)

メドウフェス'ク

分けつ性 15 ( 5 1)， 1 3 ( 7 2 ) 

越冬性。雪腐病 15 ( 4 6)， 10 ( 7 1)， 1 0 ( 7 4 )， 

1 0 ( 7 6)， 1 0 ( 7 8 ) 

無機成分 11 (9 8)， 8 ( 9 4 ) 

栄養価 13 ( 9 4)， 1 0 ( 1 2 4 ) 

AS P : 6(57) 

ケンタッキーブルーグラス

無機成分 .11(98)

土壌養分 17(105)

ASP: 6(57) 

緑地・芝生..9 ( 4 1)， 4 ( 3 7 ) 

レッドトップ 土壌養分 17(105)

プロムグラス 9( 4 1)， 4 ( 3 7 ) 

クリーピングレッドブェスク 9( 4 1)， 4 ( 3 7 ) 

イタリアンライグラス 15(60)

アルフアルファ

育種 11(31)

生殖生理 14(28)

栄養生理 16 ( 1 7)， 1 2 ( 5 6 ) 

造成法 19 ( 9 1)~ 1 6 ( 1 2 1)， 1 0 (9 4)， 9 ( 3 8 ) 

根粒菌 18 ( 1 0 2)， 1 6 ( 1 0)， 1 6 ( 1 24)， 1 5 ( 60 )， 

1 5 ( 6 5)， 1 4 ( 5 5)， 1 3 ( 5 5)， 1 2 ( 3 4 )， 

1 1 (5 8)， 6 ( 2 6 ) 

雑草 17 ( 7 6)， 1 6 ( 1 3 4)， 1 2 ( 3 1)， 1 1 ( 6 8 )， 

9 (4 5)， 6 ( 2 7)， 5 ( 2 9 ) 

気象要因と生育 19 ( 8 6)， 1 8 ( 1 6 9)， 8 ( 5 7 )， 

8(61) 

収量。生産性 15( 67)， 15 ('71)， 13 ( 52) 

混播草地の草種構成 19 ( 5 9)， 1 8 ( 4 9)， 1 8 ( 5 8 )， 

1 7 ( 4 7)， 1 7 ( 5 2)， 1 2 ( 3 7 ) 

永続性 10 ( 1 0 3)， 1 0 ( 1 0 5 ) 

越冬性 19 ( 5 6)， 1 9 ( 8 1)， 1 9 ( 8 6)， 1 8 ( 1 5 3 )， 

1 8.( 1 57)， 1 8 ( 1 61)， 18 ( 1 65)， 1 8 ( 1 69 )， 

1 7 ( 1 40)， 1 4 ( 69)， 12 ( 2 9)， 1 0 '( 7 1 )， 

10(91) 

刈取時期・強度 16 ( 1 3)， 1 6 ( 1 2 8)， 1 4 ( 6 9 )， 

1 3 (4 9)， 1 3 ( 5 2)， 1 1 ( 6 5)， 1 0 ( 9 4 ) 

土性 19(103)

施肥 19 ( 1 0 3)， 1 6 ( 1 7)， 1 3 ( 1 4 2)， 1 2 ( 3 4 )， 

5 (26) 

微量要素. 1 9 ( 1 0 3)， 1 5 ( 9 1 ) 

無機成分 13 ( 1 4 2)， 11 ( 7 1)， 1 0 ( 8 8)， 8 ( 9 4 ) 
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乾草品質 16( 5 ) 

サイレージ品質 19 (2 0 8.)， 1 6 ( 1)， 1 6 ( 2 8 )， 

1 1 ( 1 1 6)， 9 ( 7 5)， 7 ( 1 7 ) 

アンモニア処理 19(195)

栄養価 19 ( 1 8 2)， 1 9 ( 1 9 5)， 1 8 ( 1 5 3 )， 

1 7 ( 1 3 8)， 1 5 ( 1 8 3)， 1 1 ( 6 1 ) 

採食量 19 ( 1 8 2)， 1 5 ( 1 8 3 ) 

放牧 16(132)

アカク口-/'¥

育種 15 ( 3 9)， 1 4 ( 2 5 ) 

栄養繁殖。採種量 13 ( 5 8)， 11 ( 3 4 ) 

混播草地の草種構成 18(58)

永続性 10 ( 1 0 1)， 1 0 ( 1 0 5)， 9 ( 2 7 ) 

イネ科草地への追播 19(143)

耐寒性 15(48)

病害.4(43) 

施肥 16(38)

NO 3-N : 8 (94 ) 

栄養価 19 ( 1 8 2)， 1 5 ( 1 4 8)， 7 ( 6 6)， 5 ( 3 9 ) 

採食量 19(182)

シ口ク口-/'¥

永続性 9(27 ) 

栄養価 19(182)，7(66)

採食量 19(182)

ラジノク口-/'¥

根系 12(25)

施肥 16(38)

無機成分 15 ( 1 6 0)， 1 1 ( 9 8)， 8 ( 9 4 ) 

栄養価 15 ( 1 6 0)， 9 ( 6 5 ) 

スイートク口;_/'¥ 永続性 9(29)

アルサイクク口ーバ 18(58) 

トウモロコシ

品種 19 ( 1 1 7)， 1 8 ( 2 1 4)， 1 4 ( 8 1)， 1 3 ( 3 1 )， 

1 3 ( 1 1 3)， 1 3 ( 1 2 2)， 1 1 (9)， 1 1 (1 4 )， 

1 0 ( 1 2 2)， 5 ( 5 6 ) 

生育 19 ( 1)， 1 9 ( 1 0)， 1 9 ( 1 2 3)， 1 3 ( 3 3 )， 

1 3 ( 3 7)， 1 2 ( 1 ) 

雌穂重割合 17(150)

栽培 19 ( 1)， 1 9 ( 1 0)， 1 9 ( 1 2 0)， 1 7 ( 1 4 6 )， 

1 6 ( 4 1)， 1 6 ( 6 2)， 1 5 ( 1 0 7)， 1 1 (9 )， 

1 1 ( 1 4)， 7 ( 7 3 ) 

導入・栽培実態・技術普及 19 ( 1)， 1 3 ( 4 0 )， 

1 3 ( 4 2)， 1 2 ( 7 0)， 11 (9)， 1 1 (8 2 ) 

施肥 16 ( 4 1)， 1 1 (7 9 ) 

無機成分 18 ( 2 1 7)， 1 3 ( 1)， 1 3 ( 1 24)， 1 0 ( 2 2 )， 

10(122) 

刈取り時期 18 ( 2 1 4)， 1 3 ( 1 1 3)， 1 1 ( 1 2 4 )， 

10(122) 

収穫法 16(95)

切断長 17 ( 1 7 3)， 1 6 ( 1 0 7)， 1 5 ( 1 3 2 )， 

13(119) 

サイレージ密度:1 9.( 202)， 15 ( 125)， 15 ( 1 32) 

排汁 16(111)

取出し法 17(173)

添加剤 17 ( 1 5 8)， 1 6 ( 1)， 1 5 ( 1 2 1)， 1 2 ( 1 0 3 ) 

サイレージの消化性 .15(119)，15(151)，

1 3 ( 1 1 6)， 1 3 ( 1 1 9 ) 

TDN推定式 17(155)

成分・品質 19 ( 1)， 1 8 ( 2 1 4)， 1 7 ( 1 5 8 )， 

1 7 ( 1 6 8)， 1 5 ( 1 2 1)， 1 5 ( 1 2 3)， 1 5 ( 1 2 5 )， 

1 5 ( 1 2 8)， 1 5 ( 1 3 2)， 1 3 ( 1)， 1 3 ( 1 0 6 )， 

1 3 ( 1 0 9)， 1 3 ( 1 2 4)， 1 1 ( 1 2 4 ) 

飼料価値 19 ( 2 7)， 1 8 ( 2 1 0)， 1 7 ( 1 5 8 )， 

1 7 ( 1 7 3)， 1 6 ( 9 5)， 1 5 ( 1 2 1)， i 5 ( 1 2 5 )， 

1 5 ( 1 2 8)， 1 4 ( 76)， 1 4 ( 8 1)， 1 3 ( 11 3 )， 

1 3 ( 1 22)， 1 3 ( 1 24)， 1 2 ( 1 03 ) 

給与 19 ( 2 7)， 1 9 ( 4 0)， 1 7 ( 1 5 8)， 1 6 ( 2 8 )， 
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1 6 ( 1 0 4)， 1 5 ( 1 1 9)， 1 5 ( 1 51 ) 

乳量・乳質 19 ( 4 0)， 1 6 ( 2 8)， 1 6 ( 1 0 4 )， 

11(124) 

その他の作物

ヒマワリ

栽培・収量 15 ( 1 1 6)， 1 4 ( 7 4 ) 

サイレージの品質。飼料成分 15( 11 6 )， 

1 4 ( 7 4)， 1 2 ( 6 3 ) 

飼料価値 15 ( 1 4 3)， 1 2 ( 6 3 ) 

採食性 15(116)

エンバク

不耕起栽培 11(86)

飼料価値 17 ( 1 8 0)， 1 5 ( 1 8 0)， 1 2 ( 6 3 ) 

増体量 15(180)

オオムギ

飼料成分 17 ( 1 7 6)， 1 2 ( 6 3 ) 

ナタネ

飼料成分 12(63)

野草・雑草

ササ類

刈取と再生 17(114)

放牧 17(120)

無機成分 16(101)

シバムギ

生長様式 15 ( 5 7)， 1 4 ( 3 4 ) 

除草剤による更新 18(145)

エゾノギシギシ

温度と生育 19(152)

遮光と生育 19 ( 1 4 6)， 1 0 ( 1 0 8 ) 

防除 12(13)

フキ

施肥反応 11(93)

刈取り 11(93) 

防除 14 ( 3 9)， 1 7 ( 5 8 ) 

アメリ力オニアザミ

分布・発生生態 14 ( 4 7)， 1 5 (8 0 ) 

温度反応 17(66)

土壌水分反応 17(71)

施肥反応 18(123)

防除 15 ( 8 3)， 1 4 ( 4 7)， 1 2 ( 1 3 ) 

ワラビ

防除 17(55)

発生数 15(170)

放牧の影響 15(170)

牛による採食性 6( 5 2)， 5 ( 5 1 ) 

イタドリ

防除 12(13)

その他の雑草 18 ( 2 9)， 1 7 ( 7 6)， 1 6 ( 4 7 )， 

1 6 ( 5 7)， 1 6 ( 1 4 7)， 1 2 ( 1 3)， 1 2 ( 3 1 )， 

1 0 ( 9 7)， 1 0 ( 1 0 8)， 1 0 ( 1 1 0)， 9 ( 5 3 )， 

8(74) 

経営・その他

草地農業発達史 14( 1)， 2 ( 3 ) 

将来展望 10 ( 2)， 7 ( 7 7)， 3 ( 8 ) 

実態調査・現状分析 17 ( 5)， 1 7 ( 1 3 3 )， 

1 6 ( 11 6)， 1 3 ( 4 0)， 1 3 ( 4 2)， 1 3 ( 4 6 )， 

1 3 ( 1 4 5)， 1 2 ( 70)， 1 0 (8)， 1 0 ( 1 7 )， 



1 0 ( 3 3)， 6 ( 38)， 6 ( 7 1)， 4 ( 5 1)， 4 ( 5 2 )， 

2 ( 6)， 1 (23 ) 

技術普及 19 ( 6)， 1 6 ( 5)， 1 5 ( 4)， 1 (2 4 ) 

経営費 19 ( 6 6)， 1 5 ( 2 5)， 1 2 ( 7 2)， 4 ( 5 0 )， 

1 (2 1)， 1 (2 2 ) 

外国の草地農業ならびに研究事情 9( 2)， 9 ( 1 5 )， 

8 ( 7)， 8 ( 1 0 4)， 7 ( 6)， 6 ( 5)， 3 ( 3 ) 

総説

牧草の栄養価と育種 4( 1 ) 

牧草の生育曲線からみた生産性:4(12) 

草地酪農地帯におけるサイレージの諸問題 4(25)

研究抄録

簡易草地造成における牧草種子の発芽について:

3 (29 ) 

草地および家畜の生産からみた放牧圧 3(40)

Voluntary intake をめぐる諸問題 3(48)

牧草の再生に及ぼす温度と光の影響について:

2 (35 ) 

北海道における牧草の病害について 2(44)

北海道における草地の実態 2(57)

対象地域

道央 18 ( 2 1 7)， 1 3 ( 4 6)， 1 3 ( 4 9 ) 

十勝 .19 ( 1)， 1 9 ( 6 6)， 1 9 ( 8 1)， 1 9 ( 1 1 7 )， 

1 8 ( 1 1 7)， 1 6 ( 1 1 6)， 1 6 ( 11 9)， 1 6 ( 1 28 )， 

1 5 ( 8 7)， 1 5 (1 5 5)， 1 5 ( 1 60)， 1 4 (7 6 )， 

13(145) 

道東 19 ( 94)， 1 9 ( 9 9)， 1 9 ( 1 20)， 1 9 ( 1 23 )， 

1 8 ( 6 5)， 1 8 ( 7 2)， 1 8 ( 7 7)， 1 8 ( 9 3 )， 

1 7 ( 9 0)， 1 7 (9 5)， 1 7 ( 9 9)， 1 7 ( 1 0 9 )， 

1 6 ( 68)， 1 5' ( 9 4)， 1 5 ( 1 74)， 1 2 ( 8 3 )， 

11 (4 1)， 1 0 (7 1)， 1 0 ( 9 1)， 9 ( 2 0)， 6 ( 4 7 )， 

4(56) 

道北 19 ( 6 9)， 1 9 ( 9 4)， 1 9 ( 11 1)， 1 8 ( 6 8 )， 

円

in
U
 

1 7 ( 1 0 2)， 1 7 ( 1 7 7)， 1 4 ( 4 3)， 1 4 ( 7 4 )， 

1 3 ( 7 7)， 1 3 ( 1 0 1)， 1 3 ( 1 0 4)， 1 2 ( 3 7 )， 

1 2 ( 6 3)， 1 2 ( 6 6)， 1 2 ( 7 0)， 1 2 ( 1 0 9 )， 

1 0 (9 4)， 1 0 ( 9 7)， 9 ( 3 0)， 9 ( 3 8)， 9 ( 3 9 )， 

7 ( 3 8)， 4 ( 5 0 ) 

道外 12 ( 7 5)， 1 2 ( 1 1 2 ) 

一一」



<編集 後記>

昭和 60年 7月 24日に開催された北海道草地研究会創立 20周年記念実行委

員会において、記念行事の細目が決定され、その一環として記念出版物を刊行す

ることにした。 3名の講師による特別講演、 1GC関係の外国人研究者を混えた

プァーマーズフォーラム、北海道草地農業に寄せられた意見、 IGCの概況等に

加えて、会報の著者および項目の総索引を掲載することにした。在庫がなくなっ

た会報が多数あり、また 19号までの全号を所有している会員が数少なくなった

ことからも、 20周年を契機にこれまでの研究課題と研究項目を整理して紹介す

ることは、今後の草地研究の発展のためにも意義深いと考えたO 実は筆者は不勉

強にも全号を通覧したのは今回が初めてで、本道の草地農業の発展の過程が絵巻

物を見るように鮮明に読み取れたと同時に、研究が多岐に及んでおり、草地農業

に係る総ての分野に多くの情報が提供されていることに敬服した。イ替越ながら一

言感想、を述べさせて頂くならば、利周年限の長い草地にしては、息の長い基礎研

究がやや不足しているように思う。草地も経年化が進み、活力を失なってぎてい

る。この特別号が本道の草地研究が更に発展するための礎となれば幸いである。

終わりに本号の編集に当っては、英語の翻訳、索引作成等予想外に苦労したが、

何とか出版する運びとなったO 編集員の皆様および編集に多大の協力を賜った千

葉かをり嬢に心から感謝します。

(昭和 60年 11月編集幹事手島道明)

=編集員二

池谷文夫・池田哲也・大石亘・我有満・小林亮英・沢田晃

0嶋田 徹・ 0手島道明・名田 陽 一・美濃羊輔・宮沢香春(五十音順)

。総括 0 ファーマーズフォーラム・ IGCツアー関係責任者
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